
一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号
建築構造 S - 01

岩手県知事登録 第こ(2702)259号

N.S構造関係特記仕様書(1)

1/200

1/200

1/100

1/100

山王児童センター,山王老人福祉センター及びかつら荘建設工事

3 - -

ラーメン

ラーメン

３

３

0.326

2

・ 100

児童福祉施設等

鉄骨

S-16

1,761.52

11.477 m （設計GL + 11.50m) 11.097 m （設計GL + 11.12m)

特記仕様書No.1による
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1  試験及び報告書

章
４

1. 建物概要

Ⅰ．建物概要等

下杭

工事名称

工事場所

主要用途

階数

建物高さ

工事種別

増築計画

構造種別

Ｘ方向

Ｙ方向
架構形式

耐震構造方式

延べ面積

軒高

・ 新築 ・ 増築 ・ 改築

・ 有り

構造

構造

・ 耐震構造

1. 共通仕様

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準

2. 特記仕様

(1) 項目は、番号に　  印の付いたものを適用する。

(2) 特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。

・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

(3) 特記事項に記載の(　　　)内表示番号は、「標仕」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

２ 既製コンクリート杭

・ 遠心力高強度プレストレストコンクリート杭(PHC杭)

・ プレストレスト鉄筋コンクリート杭(PRC杭)

・ 外殻鋼管付きコンクリート杭(SC杭)

・

SC杭の鋼管材料（・ SKK400　　・ SKK490　　・　　　　　　）

・ 特定埋込杭工法

・ H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

３ 鋼杭地業

本 杭

　(kN/本)
備 考

・ 特定埋込杭工法

・ H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

・ H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式の内α、β、γが下記の値

・ 水平方向の位置ずれ

・ 杭径の1/4かつ100㎜以下

・ 杭の傾斜

・ 1/100以内　　・ 評定条件又は認定条件による

溶接部の確認方法

抜き取り率

・ 標準仕様書7.6.10による

・ 全数

工法

※ 審査(評定又は大臣認定)を受けた工法

４ 場所打ち

コンクリート杭地業

(4) 印は、「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」の基づく「環境物品等の調達の推進に関する

基本方針（平成31年2月変更閣議決定）」に定める判断の基準を満たす物品を示す。

(5) 特記事項に記載の構造関係共通図（配筋標準図）は、配筋標準図（1）～（5）鉄骨標準図（1）～（3）を適用する。

(6) 関係法令の改正等により（条例を含む）、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その

対応策について、監督職員と協議すること。

a　耐震設計条件

地震荷重

設計層間変形角

建物一次固有周期

地盤種別

Y方向

X方向

Y方向

一次設計

二次設計

一次設計

二次設計

b　耐風設計条件

地表面粗度区分 ・ Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ ・ Ⅳ

c　耐積雪設計条件

建設地の標高

多雪区域の指定

設計垂直積雪量

・ 有り ・ 無し

・

・

X方向

地域係数 Ｚ

・ 許容応力度計算　(ルート　　　　　　　　)計算方法

・ 保有水平耐力計算

・ 保有水平耐力計算

・ 無し

耐震安全性の分類 ・ Ⅰ類（Ｉ=1.50） ・ Ⅱ類（I=1.25） ・ Ⅲ類（Ｉ=1.00）

・ 免震構造 (免震層の位置：　　　　　　　　　　　）

基礎方式
・直接基礎（・独立　　・連続　　・べた　　・　　　　）

・

2. 構造計算条件

3. 地盤調査資料

調査位置

ボーリング柱状図

液状化対策の検討 ・ 有り ・ 無し

調査内容

・ 土質試験

・ 孔内水平載荷試験

・ 平板載荷試験

（・土粒子密度試験　・含水比試験　・粒度試験　・液性限界、塑性限界試験

・細粒分含有試験　・一軸圧縮試験　・圧密試験　・　　　　　　　　　）

・ リバース工法

・ 制振構造

・

・

・

・ 図示による　

・図示による　　

・ 図示による　

・直接基礎

・ 行わない
・ 行う（・鉛直載荷試験　・水平載荷試験 ）　

位置、本数等 ・図示による ・

・ 行う（位置、載荷荷重は図示による）

・ 行わない

・地盤の載荷試験（平板載荷試験）

・標準仕様書4.2.5による ・

杭長(m)及び種類等コンクリート

厚さ(mm)杭径 (mm) 杭長(m)強度(N/m㎡ ) (kN/本)

長期設計支持力 備 考

・ 打込み工法(・ 油圧ハンマー　　・ ディーゼルハンマー)

・ 行わない

・ 行う

・ 構造図( 　　　　　)による 

・ セメントミルク工法

・ 図示による 

・ 図示による。

掘削深さ ・ 図示による　　・ 

・ 図示による　　・ 

・ H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式のうちα、β、γが下記の値

・ 中堀り拡大根固め工法

・ プレボーリング拡大根固め工法

・

・ 標準仕様書4.3.6による

・ アーク溶接継手

・

工法

・ 開放形　　・ 半開放形　　・ 閉そく形

・ 機械式継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　

・ 基礎のコンクリートと同調合のもの　　　・ 

・ 標準仕様書7.2.5(1)(2)による　　　・ 図示による

・ 図示による ・

・ 処理しない

・ 水平方向の位置ずれ

・ 杭の傾斜

・ 杭径の1/4かつ100㎜以下

・ 1/100以内　　・評定条件又は認定条件による　

杭長(m)及び種類等

杭長(m)板厚(㎜)(mm)
継手数

・ 図示による

・ 中堀り拡大根固め工法

・

杭の継手の工法

溶接材料

・図示による

・ 機械式継手

※ 審査(評定又は大臣認定)を受けた工法

・ 処理する

工法

・ オールケーシング工法

・ 場所打ち鋼管コンクリート杭工法

鋼管の材料 ・ SKK400　　・ SKK490　　

・ 拡底杭工法 

・

試験杭

本  杭

寸法等

鋼管径鋼管厚 軸径 拡底径 杭長 セット数 長期設計支持力
（㎜） （㎜） （㎜） （㎜） （㎜） (kN/本)

・

※重ね継手

・

・図示による　・　

Ｇ

・ 図示による　・　

・

・

※ ３Ｎ/m㎡

・ 図示による (　　　　)

構造体強度補正値（Ｓ）

・ 評定等の内容による

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　・ 100㎜ 以 下 　 　 ・ 　 　

杭の傾斜　　 ・ 1/100以内　　・ 評定条件又は認定条件による　　・ 

Ｇ

５ 砂利地業 材料

厚さ

・ 再生クラッシャラン ・ 切込み砂利　　　・切込み砕石

厚さ及び適用範囲

材料６　砂地業 ・シルト　・山砂　・川砂　・砕石

砂の厚さ ※60㎜　　・　

範囲　　　・図示による　　・　

厚さ及び適用範囲

厚さ

７ 捨コンクリート地業

※普通コンクリート　　・　

・適用しない

適用

（ラップルコンクリー

ト地業)

を用いた工法によ

る改良）

（セメント系固化材

９ 地盤改良

8　床下防湿層

鉄筋コンクリート
※ D16以下

※ D19以上

鉄筋の種類

規格の名称 呼び径(mm)

２ 溶接金網

・

・

・

３ 鉄筋の継手及び定着

軽量コンクリートの適用

（溶接金網含む）
及び間隔

各部配筋

抜取試験　※ 超音波探傷試験

・ 引張試験

・図示による

・配筋標準図（1）～（5）による

形状等

種類 種類の記号 網目の形状、寸法、鉄線の径 (㎜) 使用部位

鉄筋の継手の方法等

適用箇所

柱及び梁主筋

耐力壁

基礎、耐圧スラブ、土圧壁

その他（　　　　　）

継手の方法

・ガス圧接　　・機械式継手

・溶接継手　　・重ね継手

・ 重ね継手　　・ 

・重ね継手　　・ガス圧接

・ 重ね継手　　・ 

継手位置 ※配筋標準図による　　・　

柱及び梁主筋、耐力壁の重ね継手の長さ

※標準仕様書表5.3.2及び標準仕様書5.3.4(３)(ア)による ・配筋標準図による

・先組み工法等で、柱及び梁の主筋のうち、隣り合う継手を同箇所に設ける場合
・図示による

鉄筋の定着長さ

※標準仕様書表5.3.4による　　・配筋標準図による

(適用箇所,種類　・図示による　・　　　　　）

備考

コンクリートの種類

適用箇所

適用箇所

長期設計支持力
本数

α=(　　　)、β=(　　　)、γ=(　　　)

・ アーク溶接継手

・ 標準仕様書 7.2.5(1)(2)による　　

・ アースドリル工法

・杭基礎

支持地盤の位置及び土質（基礎ぐい先端位置含む）

試験杭の位置他

支持地盤の位置及び土質（基礎底板の位置含む）

試験掘り（根切底の確認） ・行わない　　・行う（位置等は図示）

・杭の載荷試験

種類

地業

杭の種類、性能、曲げ強度等

種類
種別

試験杭

本杭

セット数 継手数

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

試験杭

試験杭の位置、本数及び寸法　　

杭先端部形状　　

施工方法

プレボーリングの併用　　

掘削深さ及び径　

打込杭設計支持力　　

杭の支持地盤への根入れ深さ

を採用できる工法

α=(　　　)、β=(　　　)、γ=(　　　)

杭継手工法　　

溶接材料

杭頭の処理　　

処理方法（切断に伴う補強方法含む）

杭頭の中詰め材料　　

杭の精度

杭施工に伴う発生汚泥の処理

※ 場内で固化の処理した後に搬出する

・ 場外で処理

処理の工法：

・

スランプ

・18㎝　・21㎝　・（　　）㎝

コンクリートの設計基準強度

・審査(評定又は大臣認定)された内容による

・ A種　　・ B種

コンクリートの種別　　

・ 高炉セメントB種　　　・ 

セメントの種類　　

主筋の基礎底盤への定着長さ

組み立てた鉄筋の節ごとの継手

・図示による　・　

鉄筋かごの補強

・ 100㎜　　・ 

鉄筋の最小かぶり厚さ

・図示による　・　

帯筋の加工及び組立

備考種類の記号 呼び径（mm）

・  SD295

・  SD34 5

鉄筋の種類

・杭径の1/4かつ100㎜以下　・　

杭の水平方向の位置ずれ精度

・図示による　・　

杭の支持層への根入り長さ

・ 超音波測定器　　・ 

測定方法　

・試験杭（　）箇所、本杭（　）箇所

測定箇所

・孔壁の確認（超音波測定機による）

杭の種類（材料）、寸法、継手等

試験杭

種類
杭径

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

試験杭

試験杭の位置、本数及び寸法　　

・

施工方法

を採用できる工法

工法

杭の精度

備考

ＧＧ
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Ⅱ　建築工事仕様(構造関係)

・図示による　　・　

適用箇所

・図示による　　・　

平成12年建設省告示第1463号に適合する性能

・Ａ級　　・　

鉄筋相互のあき

・評定等の内容による　　・図示による

施工完了後の継手部の試験

・超音波測定試験

試験対象　・図示による　　・　　

不合格となった場合の措置

試験項目、試験方法

・外観試験（全ての継手部）

・図示による　　・　　

適用箇所

・図示による　　・　

平成12年建設省告示第1463号に適合する性能

・Ａ級　　・　

施工完了後の継手部の試験

試験項目、試験方法 ・図示による　　・　

・超音波測定試験

試験対象　・図示による　　・　　

・外観試験（全ての圧接部）

不合格となった場合の措置

溶接継手の工法

・図示による　　・　

鉄筋相互のあき

・図示による　　・　

※不合格部を補修又は再溶接後、外観検査及び超音波検査を行う

外観検査で不合格の場合

※不合格部を切り取って再溶接後、外観検査及び超音波検査を行う
超音波検査で不合格の場合

基準風速　(Vo )

・杭基礎（・既製コンクリート杭　・鋼管杭　・場所打ちコンクリート杭　・　　　　　　）

設計基準強度及びスランプ 設計基準強度　※18N/mm　 ・　　　　　

スランプ　　　※15cm又は18cm　 ・　　　　　

※60

種類の記号

用棒鋼 （異形鉄筋）

・ 溶接金網

・ 鉄筋格子

・ 地盤調査　（※ 標準貫入試験 　・ｽｸﾘｭｰｳｴｲﾄ試験（SWS試験）　・　　　　　　　　　　）　　

４

５

４

(4.6.2～3)

(5.2.1)

(5.2.2)

（5.5.3）

（5.5.3）

（5.5.3）

（5.5.5）

（5.5.5）

(4.2.1)

（4.2.3）（4.2.4）（4.2.5）

(4.2.1)(4.2.2)(4.3.4)(4.3.5)(4.5.5)(4.5.6)

(4.2.3)

(4.2.4)

(4.3.3)

(4.2.2)(4.3.3)

(4.2.2)

(4.3.3)

(4.3.3～4.3.5)

（4.3.1）(4.3.4)

（4.3.1）(4.3.5)

（4.3.3）（(4.3.6)（7.2.5）

(4.3.8)

（4.3.4～4.3.5)

(4.2.2)(4.4.3)（4.4.5）

(4.2.2)

(4.4.4)

(4.4.4)

（4.4.3）(4.4.5)（7.2.5）

(4.5.1)(4.5.4～4.5.6)

（4.2.2）（4.5.4）

（4.5.5）

（4.5.4）

（4.5.4）

（4.5.4）

（4.5.4）（5.3.4）

（4.5.4）（5.3.4）

（4.5.4）

（4.5.4）

（4.5.4）

（4.5.4）

（4.5.4）

（4.5.5）

（4.6.2）

(4.6.4)

（4.6.2）

（4.6.5）

(5.3.4)(5.5.3)(5.6.3)

（5.3.5）

（5.3.7）

(5.4.10)

（5.6.3）

（5.6.3）

（5.6.3）

（5.6.3）

（5.6.5）

（5.6.5）

・ 処理する

杭頭の中詰め材料

・ 基礎のコンクリートと同調合のもの　　・ 

杭頭の処理　　

・ 処理しない

処理方法（切断を伴う補強方法含む）

・ 図示による　　・ 

(4.4.6)

※適用する（・ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　・　　　　　　）

型枠使用の有無 ・有り　　・無し

・ 図示による形状、支持地盤等等

支持地盤の長期設計支持力

施工範囲 ・図示による

工法 ・ 浅層混合処理工法
・ 深層混合処理工法

改良範囲、仕様(計測、試験等含む。)等　　・図示による

(　　　　　　　　) kN/㎡

㎡

重ね継手の長さ　※標準仕様書表5.3.2による　・　

・  SD 3 45

・  S D2 9 5

WFP

６ ガス圧接完了後の試験

７　機械式継手

４ 鉄筋のかぶり厚さ

８　溶接継手

地上　   階 地下　   階 塔屋　   階

地下　    　　    　　　造

(                  )

(                  )

・ 許容応力度計算　(ルート　　　　　　　　)

(ルート  　　　　　　　)

(ルート  　　　　　　　)

(　　  　　)　m/秒

(　　   　　)　m

(　　   　　)　cm

・150 ・基礎下 ・基礎梁下 ・土に接するスラブ下　

・基礎下 ・基礎梁下 ・土に接するスラブ下　

・基礎下 ・基礎梁下 ・土に接するスラブ下　

・基礎下 ・基礎梁下 ・土に接するスラブ下　

・ 1.0　　・ 0.9　　・ 0.8

(　　    　　)秒

第　(　　 　　)　種地盤

構造図　（            ）　による

・報告書の記載事項

※ 50

10  置換コンクリート地業

・適用しない　　・適用する

機械式定着工法

５ 各部配筋
・最小かぶり厚さに加える厚さ（　　）㎜

・有り　適用箇所（　　　　　　　　　　）

・無し

地上　　　        　造

仕様書(建築工事編)(最新版)」(以下、「標仕」という)による。



一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号
S - 02建築構造

岩手県知事登録 第こ(2702)259号 区　分

N.S構造関係特記仕様書(2)

大梁,小梁

リップ溝形鋼,角形鋼管

主柱

H=50 t=1.2
コンクリート山上80

2F～RF

ベースパックによる

・ベースパックの仕様による

30 （ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸｸﾞﾗｳﾄ）

区分は部材リスト参照

※ 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

※ 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じ

ること。

・ 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・　

地震力等に対して構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。

とすること。

※ 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支

持されていること。

※ 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であるこ

と。

・ エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

※ 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。ただし，認定を取得した既製品で検討書を

提出した場合はその限りでない。

※ 給湯設備*は，風圧，土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支

障のない構造とすること。満水時の質量が15kgを超える給湯設備については，地震に

対して安全上支障のない構造として，平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造

方法によること。

*「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で，屋上水槽等のう

ち給湯設備に該当するものを除いたもの。

※ 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3

倍以上かつ5cm以上を原則とする。

・ 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造

2023-050

Ｍ

ひび割れ

16 コンクリートの

補修を行うこと。

・ 外壁の型枠は6日間以上存置すること。

※ 竣工後コンクリートに著しいひび割れが生じた場合は，施工業者により調査し，必要に応じて

※ コンクリートのひび割れ対策は日本建築学会『鉄筋コンクリート造のひび割れ対策（設計・施

工）指針・同解説』によること。

・ 打込み後のコンクリートは7日以上，散水・噴霧・養生マット等による被覆等により湿潤養生を

行うこと。

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

2025.04

鋼板

・ SS400

・ SS400

・ SN400B

・ SN400B ・ SN400C

・ SN490B

角形鋼管

円形鋼管

軽量形鋼

・ BCP235 ・ BCP325 ・ STKR400・ BCR295

・ SN490B ・ SN490C

・ STK400 ・ STK490

・ STKR400

Ｈ形鋼・

・ SSC400

・

・

・

・

２ 建築設備の構造耐力

上の安全性の確認

1０ 構造(耐震)スリット

章
１ コンクリートの類別等

設計基準強度 気乾単位

Fc (N/m㎡ ) 容積質量(t/m3 )

・ 普通コンクリート

コンクリートの種別

※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

適用箇所スランプ (cm)

・18・15※ 2.3 程度

※ 2.3 程度

構造体強度補正値　　※標準仕様書表6.3.2による

セメントの種類

※ 普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、

・ 高炉セメントＢ種 Ｇ

Ｇ

２ セメント 種類

シリカセメントＡ種、又はフライアッシュセメントＡ種

適用箇所

※建物躯体(下記以外）

・

・・フライアッシュセメントＢ種

・普通エコセメント
適用箇所（・　　　　　）

再生骨材Ｈの使用（・使用する　・使用しない　）

湿潤養生期間（　　）日以上

型枠の最小存置期間（　　　　　）

3

使用骨材のアルカリシリカ反応による区分

※ Ａ ・ Ｂ

フェロニッケルスラグ骨材、銅スラグ細骨材及び電気炉酸化スラグ骨材

・使用する　　適用箇所（・　　　　　）

３ 骨材

４ 混和材料

目地寸法

ひび割れ誘発目地の位置・形状・寸法

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上

 種　　別

・ Ａ 種

・ Ｂ 種

・ Ｃ 種

 種　　別

・ a 種

・ b 種

・ c 種

適　用　箇　所

適　用　箇　所

コンクリート仕上りの平たんさの種別

打継目地

打放し部分の打増し厚さ

・外部に面する部分　（・20㎜　　・　　）

・内部に面する部分

せき板の材料 ※標準仕様書6.8.2(1)(ア),(イ)による

・合板（厚さ　※12㎜　　・　　）
・

・断熱材を兼用した型枠の適用箇所等

５ ひび割れ誘発目地、

６ コンクリートの仕上り

７　打増し厚さ

８　型枠

特記仕様書6.3.2(イ）(ｆ）の①～③以外の混和材料

・

・図示による　　・

９　軽量コンクリート 軽量コンクリートの適用 ・適用する　　・適用しない

適用箇所　・図示による　　・　　

種類　　・1種　　・2種
3気乾単位容積重量　　・（　　）ｔ/ｍ

スランプ ※21㎝　　・　　

10　寒中コンクリート 適用期間　　・図示による　　・　　

構造体強度補正値（Ｓ） ・標準仕様書6.11.2(3)(ア)による

・積算温度を基に定める（　　　　）

11　暑中コンクリート ※6Ｎ/㎜2構造体強度補正値（Ｓ） ・

12　マスコンクリート 適用箇所　　・図示による　　・　　

セメントの種類 ・普通ポルトランドセメント
・中庸熱ポルトランドセメント

・低熱ポルトランドセメント

・高炉セメントＢ種

・フライアッシュセメントＢ種

・シリカセメント

Ｇ
Ｇ

スランプ ※15㎝　　・　　

コンクリートの種類
※普通コンクリート　　・　　

設計基準強度 Fc （N/mm2 ）

スランプ

※ 18　　・　　

※15㎝又は18㎝　　・　

適用箇所    ※ 標準仕様書6.14.1(4)による ・図示による

・標準仕様書表6.2.1以外のコンクリートを用いる場合
（　　　　　　　　　　　　　）

適用箇所　　・図示による　　・　　

・図示による　　・

建築技術評価「断熱材兼用型枠工法の開発」において評価を取得したもの、又は同等以上とする。

加工・組立は製造所の仕様による

・ＭＣＲ工法用シートの適用箇所等

・図示による　　

スリーブの材種、規格等

・ 行わない・ 行う15 コンクリートの品質管理 コンクリートの単位水量の測定
９ 梁貫通孔の補強

・ 21

・意匠図による ・

・ 完全　　・ 部分

補強形式

耐震スリットの設置箇所

・ 配筋標準図（4）による

・ 大臣認定等による既製品（適用条件は全て認定内容による）

・ 図示による　　・ 

・ 図示による　　・ 

・ 図示による　　・ 

・ 図示による　　・ 

適用箇所

・ 図示による　　・ 

実施要領
3

(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質 の異常が認められた場合に実施する。

(2)単位水量の上限値は、「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」6.3.2(イ)(ｃ)による。

(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして施工する。

にある場合はそのまま施工する。

「設計値」という。）±15kg/m の範囲
3

1.測定した単位水量が、計画調合書の設計値（以下、

3 3
2.測定した単位水量が、設計値±15kg/m を越え±20kg/m 

3

の範囲にある場合は、水量変動の原

因を調査するとともに、生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。

その後、設計値±15kg/m 以内に安定するまで、運搬車の3台ごとに１回、単位水量の測定を

行う。
33.測定した単位水量が設計値±20kg/m を越える場合は、その運搬車の生コンは打込まずに持ち

その後の全運搬車の測定を行い、設計値±20㎏/m 以内であることを確認する。さらに、設　

計値±15㎏/m 以内で安定するまで、運搬車の3台ごとに1回、単位水量の測定を行う。3

帰らせ、水量変動の原因を調査するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。

4.前項3.の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。

(4)単位水量の管理についての記録を書面（計画調合書、製造管理記録、打込み時の外気温、ｺﾝｸﾘｰﾄ

温度等)と写真により提出する。

法又は静電容量測定法による。また、試験機関は当該コンクリート製造所以外の機関とする。

(5)単位水量の測定方法は高周波誘電加熱乾燥法（電子レンジ又は静電容量測定法ﾞ法）、エアメータ

・ 24

・ 21・ 24

・

・18 ・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

６

（6.13.2）

（6.14.1）

（6.2.1）（表6.2.1）

(6.2.1～6.2.4)（表6.2.2）

(6.3.1)

（6.7.2）

（6.8.4）

(6.3.1)

（6.3.1）

(6.3.1)

(6.3.2)

(6.6.4)(6.8.1)（9.7.3）

（6.8.1）

（6.2.5）（表6.2.4）

（6.2.5）（表6.2.5）

（6.8.1）

（6.8.2）

（6.8.2）

（6.8.2）

（6.8.2）

（6.10.1）

（6.10.2）（表6.10.1）

（6.11.1）

（6.11.2）

（6.12.2）

（6.13.1）

（6.13.2）

（6.14.1）

（6.14.1）

（6.14.1）

（6.14.1）

（6.15.1）

（6.5.1）

方式　

形状　

仕様

13 無筋コンクリート

14　流動化コンクリート

・標仕 9.7.3（1）による　　・意匠図による 

・混和剤（　　　　）　　・混和剤（　　　　） ※使用方法、使用量のわかる資料を提出する

章

鉄
筋
工
事

５
20 溶融亜鉛めっき工法

材 料

最小板厚 6.0㎜ 以上の形綱、鋼板

最小板厚 3.2㎜ 以上、6.0㎜ 未満の形綱、鋼板

・

※ 構造図による

A種(HDZ55)

B種(HDZ45)

C種(HDZ35)

亜鉛めっきの種別 適用箇所

（構造耐力上主要な部分）

最小板厚2.3㎜ 以上、3.2㎜ 未満の形綱、鋼板

普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

21 梁貫通孔の補強

・溶融亜鉛めっき高力ボルトの摩擦面の処理方法

※標準仕様書7.12.5(1)(ア),(イ)による　　

・　

※ 構造図による

補強方法

・ 補強プレート法

・ 補強トラス法

梁貫通孔径及び補強部材詳細

種別等 (7.12.4)(表14.2.2)

（7.12.5）

(7.6.12)

(7.6.12)

（7.8.2～4）（18.3.2）

溶接部の外観検査

平成12年建設省告示第1464号第二号に関する試験

試験の方法
・「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル（鉄骨製作管理技術者登録機構）」

3.5.2受け入れ検査による

※ 抜き取り検査② ・ 抜き取り検査①
・

JASS 6 付則6の付表3「溶接」に関する試験

試験の方法

・jass 6 10.4「受入検査」e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。ただし、完全溶込み

溶接部の外観検査の抜取箇所は、超音波探傷試験の試験個所と同一とする。

・

・完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

※ 行う ・ 行わない

・ ・

・

節 ・全て

検査水準 ※第６水準

・工場溶接の場合

AOQL(%) ※ 4.0 　・ 2.5

16　錆止め塗装

15 溶接部の試験

17　耐火被覆

・工事現場溶接の場合

※全ての溶接部

耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

・図示による（　　　　　）　　

耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

・図示による（　　　　　）　　

塗料の範囲

下記以外の塗料の種別は、標準仕様書 18章による

・ 鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接
   されたものの内側の錆止め塗料の種別

・Ａ種　　・ 

・ 耐火被覆が接着する面の塗料の種別

※Ａ種 ・Ｂ種 

（7.2.9）（表7.2.5）

（7.3.10）

（7.6.3）

（7.6.4）

（7.6.7）

（7.6.7）

（7.6.7）

11　柱底均しモルタル

技能資格者 ・行わない

・行わない

開先の形状

・

切断範囲 ・

技量付加試験

・無収縮モルタル

※標準仕様書7.2.9(2)による　　・　　

・標準仕様書7.2.9(1)によるモルタル

・行う（行う範囲　・図示による　・　　　　　　）

・行う（試験の要領　・図示による　・　　　　　　）

・鉄骨標準図による　　・　　

鋼製エンドタブを切断する部分

・ 全て切除する ・ 切除しない※ 見え掛り部となる部分

・ 構造図による部分

エンドタブ、裏当て金等は、梁フランジの端から5mm以下を残して直線状に切断

する。なお、切断線が交差する場合は、交差部をアール状に加工する。

※標準仕様書7.6.7(1)(カ)(b)②による　　・　　

※鉄骨標準図による　　・　　

切断面の仕上げ

スカラップの形状

低応力高サイクル疲労をを受ける部位 ・図示による　　・なし

種類８　ターンバックル

７　溶接材料

６ アンカーボルト

・ SS400　　・ 

・ ABR400　　・ ABR490　　・ 

・ 建方用アンカーボルト

種類
・ 構造用アンカーボルト

５ 普通ボルト

４ 高力ボルト

ボルトの寸法

・行わない・行う（適用箇所：　　　　）

板厚方向に引張力を受ける鋼材の試験

形状及び寸法 ・図示による　　・　　

適用箇所（主要な部分）種類の記号

３ 鋼材

２ 施工管理技術者

鉄
骨
工
事

１ 鉄骨の製作工場

章

９　床構造用デッキプレート

備　考材質・形状・寸法適用箇所

・

・デッキプレート単独の構法

トとの合成スラブとする構法

備考

鉄骨部材への溶接方法

※図示による　　・　　

※割枠式　　・　　

建築用ターンバックル胴

※羽子板ボルト　　・　　

建築用ターンバックルボルト

ねじの呼び等

・図示による

※標準仕様書7.2.5(1),(2)による
溶接材料

※図示による　　・　　アンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

材質、形状及び寸法

ねじの呼び　※ 構造図による　　　　　・ 

※鉄骨標準図による　　・　　ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・図示による　　・　　
ナット回転の場合で、ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超える場合の回転量

JIS形高力ボルトの締め付け（本締め）

・適用しない　・適用する（・すべり係数試験　・すべり耐力試験）

摩擦面のすべり係数試験

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等 ※鉄骨標準図による　　・　　

高力ボルトの寸法 ねじの呼び　※ 構造図による　　　　　・ 

・ JIS形高力ボルト

・溶融亜鉛めっき高力ボルト

・建築基準法に基づき認定を受けた高力ボルト

※ トルシア形高力ボルト

高力ボルトの種類

鋼材の材質

※ 適用する　　　・ 適用しない

・ 監督職員の承諾する工場

能力のある工場

製作工場の加工能力

・ 国土交通大臣から構造方法等の認定を取得している鉄骨製作工場又は同等以上の

・デッキプレートとコンクリー

７

（7.2.10）

(7.1.3)

（7.1.3）(7.1.4)

（7.2.1)

（7.2.1)

(7.2.2)(7.3.2)(7.4.2)

（7.2.2）

（7.3.2）

（7.4.2）

（7.4.7）

（7.3.2）

（7.3.2）

(7.2.4)(7.10.3)

（7.2.5）

（7.3.2）

（7.2.6）

（7.2.6）

（7.2.7）

（　  　）グレード以上

適用箇所呼び長さ（㎜）

・22

・19

・16

呼び名

10　スタッド 種類等 （7.2.8）

施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更事項への対応方法について、あらかじめの検討

を行っている部分

本検討は、計画通知の変更を要しない範囲及び対応方法を定めるものであり、品質管理上の施工

誤差を許容するものではない。

・ くいの芯ずれを考慮した検討

位置の変動寸法（　　　　）

検討範囲　※図示による

・ 大きさの変更を見込んだスラブの検討

・ 小ばり位置の変更を見込んだ大ばりの検討

許容誤差（　　　　　）

許容される大きさ、荷重条件（　　　　　　）

検討範囲　※図示による

・ はり貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討

大きさの変動寸法(　　　　　　）

検討範囲　※図示による

（あらかじめ検討）

１ 軽微な変更への対応

章
８

そ
の
他

・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

柱、梁、スラブ、壁

基礎、基礎梁、土間スラブ

※図示による　  　・　

12　鉄骨の仮組

13　溶接作業を行う

14　溶接接合

19　軽量型鋼

・

ボルトの接合方法

※ 構造図による

(7.10.3)

(7.10.3)

(7.10.3)（表7.10.1）

(7.10.3)（表7.10.2）

（7.10.2）

材料適用箇所

無収縮モルタル

（mm）厚さ

・

・

※Ａ種

・Ｂ種 標準仕様書7.2.9(1)のモルタル

工法

建方精度

※ (社)日本建築学会「JASS 6 鉄骨工事」付則6［鉄骨精度検査基準］付表５［工事現場］による。

・図示による　　・　　

・図示による　　・　　

構造用アンカーフレームの形状及び寸法

構造用アンカーボルトの形状及び寸法

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法

種別　　・Ａ種　　・Ｂ種

柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種類

アンカーボルトの設置等18　工事場施工

(7.11.2)

（7.9.2～8）

モルタル塗り

・ラス張り

  ロックウール

・

  カルシウム板

  吹付け

・

・

・湿式ロックウール

・半乾式吹付け

・耐火塗料

－

・高断熱

・耐火板張り

・

・繊維混入けい酸

・耐火材
  ロックウール

  ロックウール

材料・工法

・乾式吹付け

種　類
耐火性能

(時間)

適用箇所

（部位・部分）

・耐火材  巻付け

・種類、材料、工法等

・図示による

耐震スリット部詳細

耐火、遮音、防水処理への配慮　

（・10㎜　　・20㎜　　・なし　　）



一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号
建築構造 S - 03

岩手県知事登録 第こ(2702)259号

N.S配筋標準図(1)

( )内は、SD490の場合に適用する

圧接面

d/4以下

圧接面
圧接面のずれ 鉄筋中心の偏心量

θ≦2°

圧接面
折れ曲がり

圧接面

1.4d以上
(1.5d以上)

圧接面

Δh=h1-h2≦d/5以下

圧接面形状 ふくらみの直径・長さ 片ふくらみ

2mm以下

h
2

h
1

d
/
5
以

下

1h

1 1h

dd d

d d

1.1d以上(1.2d以上)

Ｄは、鉄筋の最大外径

図5.1　鉄筋相互のあき

（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。

（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。

（ａ）一般事項

（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が異な

る場合には、図6.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着する。

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、8.1(b)(4)による。

規定する定着長さ

※１ 4.1(b)(1)(注)7に

図6.1　梁筋の基礎梁内への定着

梁梁

柱

※２ Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

※１ 4.1(b)(1)(注)7に規定する定着長さ

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

印は、継手及び余長を示す。２．

（注）１．図示のない事項は、8.1による。

４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

 ガス圧接を例で示す

：継手位置

図6.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）

※１ 4.1(b)(1)(注)7に規定する定着長さ

※２ Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

印は、継手及び余長を示す。

（注）１．図示のない事項は、8.1による。

４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

２．

：継手位置

ガス圧接を例で示す

図6.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）

二段筋

 壁

柱

 壁

梁 壁
梁

床版

壁壁

ただし、最上階の
柱頭の四隅部は
フックを付ける。

床版

（３）溶接金網の継手及び定着は、図4.4による。

　　　なお、Ｌ　及びＬ　は表4.3の（注）による。2 3

 鉄筋
 鉄筋

重ね継手 定着（壁の場合）定着（スラブの場合）

図4.4　溶接金網の継手及び定着

（４）スパイラル筋の継手及び定着は、図4.5による

1.5巻
以上の
添巻き

末端部 中間部

（重ね継手）

図4.5　スパイラル筋の継手及び定着

ａ＝0.5Ｌ ａ≧0.5Ｌ

ａ≧0.5Ｌａ＝0.5Ｌ

 圧接継手・溶接継手

 カップラー

ａ≧400mm

1h1h

1 1

Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）a

定着起点
▽

定着起点
▽

（柱頭又は柱脚部）

（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図6.2による。

（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図6.3による。

ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。

6.1　基礎梁

構造関係共通図 （配筋標準図）

4.1 継手及び定着

1.1 総則

2.1 鉄筋の加工

3.1 異形鉄筋の末端部

5.1 最小かぶり厚さ

θ

2023-050

あき ＤＤ

間隔

 /4 /2 /40 0

15d（余長）継手長さ

 /4 /20

0

0 /4

15d（余長） Ｌ

Ｌ2
※１

a
※２

Ｌ2
※１

※２aＬ

余長

Ｌ2

Ｌa

※１

※２

余長

20d（余長）
20d（余長）

継手長さ

Ｌ2

Ｌ
※２

a
※１

余長
余長

 /4 /2 /4

継手長さＬ

Ｌ Ｌ

Ｌ

※１

※２

 /40 0 /2 0 /4

15d（余長）

0

※２

※１

余長

Ｌ ※１
Ｌ

※２

余長

≧100

継手長さ Ｌ

Ｌ
※２

余長
余長

Ｌ
※１

2

2 2

aa

2

a a
※１

2

0

0

0 0

0

0

0

４ｄ以上

Ｄ

ｄ
４

ｄ
以

上 Ｄ

ｄ
８

ｄ
以

上Ｄ

ｄ

６ｄ以上

Ｄ

ｄ

４ｄ以上

Ｄ

ｄ

Ｌ1h

5
0
d ≧6d

dd

≧6d

50d

≧6d

d
≧6d

d

１節半以上、かつ、150mm以上

１節半以上、かつ、150mm以上

Ｌ2Ｌ3

2Ｌ Ｌ2

ｂ

ａ

ａ

ａＬ Ｌａ

Ｌ

Ｌ

ａ ａＬ Ｌ

Ｌ

Ｌ

1h

1h 1h

1

1

11

1h

Ｌ 
余長

Ｌ

Ｌ 又はＬＬ 又はＬ 

余長

1 2 1

b

2

Ｌ 、Ｌ 又はＬ
Ｌ  、Ｌ  又はＬ

1 2 3
1h 2h 3h

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

2025.04

(２)構造関係共通図(配筋標準図、特記事項)以外については、図面及び監督職員の指示による。

1.2 優先順位

(１)構造関係共通図(配筋標準図、特記事項)は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等

1.1 適用範囲

１．特記仕様書

２．図面 設計図

構造関係共通図（配筋標準図、特記事項）

(１)設計図書間で配筋方法等に相違がある場合の優先順位は以下の通りとする。

図面で使用する記号等は表1.1～表1.3を標準とする。

表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６

表1.2　各階伏図における記号　

記号 説明 記号 説明

S0

EW○○

EKW○○

コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）

梁・スラブの上がり下がりの範囲

スラブの配筋種別

スラブ厚さ

階段の配筋種別

土間コンクリート

耐力壁の種別

（±　　）

杭の位置

試験杭の位置

打増しの範囲

スラブ開口

ボーリング位置

FLからの上がり下がり

表1.3　梁貫通孔記号　

Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

建築

区分
径

区分
径

建築

50 75 100 125 150 175 200 225 250 275 300 325 350 375 400

(３)長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。

1.3 用語の定義

1.4 記号等

(１)設計図とは、建築構造図のうち特記仕様書、構造関係共通図以外の図面をいう。

(２)異形鉄筋の径(本文、図、表において「ｄ」で示す)は、呼び名に用いた数値とする。

鉄筋の折曲げ内法直径は、表2.1を標準とする。

折曲げ内法直径(D)

ＳＤ３９０折曲げ

角  度

Ｄ１６以下

折曲げ図（余長）

ＳＤ２９５Ａ

Ｄ１９Ｄ１９

表2.1　鉄筋の折曲げ内法直径

１３５°

９０°

及び

（幅止め筋）

 ９０°

 １３５°

３ｄ以上 ４ｄ以上 ５ｄ以上

長は４ｄ以上とする。

１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、余

２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。

～Ｄ３８～Ｄ３８

１８０°

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部

（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

（３）杭基礎のベース筋

（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

（ａ）鉄筋の重ね継手

（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（２）鉄筋の重ね継手の長さは、表4.1による。

表4.1　鉄筋の重ね継手の長さ

鉄筋の

種  類

コンクリートの

設計基準強度 Ｌ　（フックあり）

SD345

SD390

３．鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず４０ｄ以上と表4.1の

重ね継手の長さのうち大きい値とする。

（注）１．Ｌ　,Ｌ  ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。

図4.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

18

21

24，27

30，33，36

18

21

24，27

30，33，36

21

24，27

30，33，36

45d

40d

35d

35d

50d

45d

40d

35d

50d

45d

40d

35d

30d

25d

25d

35d

30d

30d

25d

35d

35d

30d

２．フックありの場合のＬ  は、図4.1に示すようにフック部分　　を含まない。

における鉄筋の加工、組立等の一般的な標準図とする。

ⅱ.

ⅰ.

ＳＤ２９５Ｂ,ＳＤ３４５

図3.1　末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（　印）

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ2 ）

Ｌ （フックなし）1 1h

（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とする。

（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表5.1による。

（注）１．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（ｄ）鉄筋相互のあきは図5.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

表4.4　鉄筋の投影定着の長さ

鉄筋の

種  類
設計基準強度

コンクリートの

Ｌ

SD390

（注）１．Ｌ ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。

（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保

するように最小かぶり厚さを定める。

表5.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )

構造部分の種別 最小かぶり厚さ

土に接し

ない部分

土に接す

る部分

スラブ，

耐力壁以外の壁

柱，梁，耐力壁

擁壁，耐圧スラブ

柱，梁，スラブ，壁

基礎，擁壁，耐圧スラブ

煙突等高熱を受ける部分

屋内

屋外

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

＊

２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな

い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの

厚さを含まない。

（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（２）２５ｍｍ

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍

18

21

24，27

30，33，36

18

21

24，27

30，33，36

21

24，27

30，33，36

Ｌ

20d

15d

15d

15d

20d

20d

20d

15d

20d

20d

20d

15d

15d

15d

15d

20d

20d

15d

15d

20d

20d

15d

20

30

30

30

30

40

40

＊
40

60

60

４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記仕様書による。

a

２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。

（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

b

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ2 ）

bａ
表4.2　隣り合う継手の位置

ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。

の場合

フックあり

フックなし

の場合

－

－

重
ね
継
手

溶
接
継
手

機
械
式
継
手

圧
接
継
手

（３）隣り合う継手の位置は、表4.2による。

図4.3　折曲げ定着の方法

（２）梁主筋の柱内定着の方法又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図4.3によ

り、次の（ⅰ）、（ⅱ）及び（ⅲ）を全て満足するものとする。

（ⅰ）全長は表4.3に示す直線定着の長さ以上

（ⅱ）余長は８ｄ以上

柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

（ⅲ）仕口面から鉄筋面外までの投影定着長さは表3.4に示す長さとする。ただし、梁主筋の

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長 小梁及びスラブの上端筋の

梁内折曲げ定着の投影定着長さ

直線定着の長さ フックあり定着の長さ

図4.2　直線定着の長さ 及び フックあり定着の長さ

表4.3　鉄筋の定着の長さ

鉄筋の

種　類
設計基準強度

コンクリートの

小梁 スラブ 小梁 スラブ

フックあり定着の長さ直線定着の長さ

Ｌ Ｌ Ｌ

SD390

－

小梁は除く。

曲げは行わない。

増し厚さを含まない。

６．打増し部分に、壁、梁、スラブ等がとりつく場合は、壁、梁、スラブ筋等の定着長さには、打

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ2 ）

Ｌ
Ｌ

Ｌ

18

21

24，27

30，33，36

18

21

30，33，36

24，27

21

24，27

30，33，36

45d

40d

35d

35d

50d
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40d

35d

50d

45d

40d

40d

35d

30d

30d

40d

35d
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30d

40d

40d

35d

35d

30d

25d

25d

35d

30d

30d

25d

35d

35d

30d

30d

25d

20d

20d

30d

25d

25d

20d

30d

30d

25d

10d

３．Ｌ  ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける

５．フックあり定着の場合は、図4.2に示すようにフック部分　  を含まない。また、中間部での折

４．Ｌ  ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。

７．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

20d

(片持

小梁の

場合は

25d ）

かつ

以上

10d

150mm

(片持

場合は

25d ）

ｽﾗﾌﾞの

（注）１．Ｌ ，Ｌ  ：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

3h

２．Ｌ ，Ｌ  ：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

1h 2h
3h

1 2
3

1

3

1h

2h2

（ｂ）鉄筋の定着

（１）鉄筋の定着の長さは、表4.3及び図4.2による。

（４）ガス圧接の形状

図4.1.2　ガス圧接の形状
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6.2　基礎梁のあばら筋等

7.1　柱

8.1　大梁

7.2　帯筋

8.4　片持梁

8.3　小梁8.2　あばら筋等

2023-050

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

2025.04

1 2

1 2

３ｈ

（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図8.4による。

※２ Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

図8.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

には、フックを付ける。

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図8.3による。

（６）段違い梁は、図8.2による。

（ａ）一般事項

（１）あばら筋の径および間隔は、構造図による。

（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、8.2(b)による。

ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図6.5による

ことができる。

一般の場合 重ね継手とする場合

図6.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

（ｃ）あばら筋の割付けは、8.2(c)による。

（ａ）一般事項

（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下とする。

（２）継手、定着及び余長は、図7.1による。

ただし、柱頭定着長さＬ が確保できない場合は、構造図による。

継手 定着

（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある

場合には、フックを付ける。

２．隣り合う継手の位置は、表4.2［隣り合う継手の位置］による。

３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。

図7.1　柱主筋の継手、定着及び余長

最上階

（注）１．図示のない事項は、8.1による。

４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

印は、継手及び余長を示す。

図6.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）

（ａ）帯筋の種類及び間隔は、構造図による。

（ｂ）帯筋組立の形は図7.2により、適用は構造図による。

（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は

　　　１０ｄ以上とする。

（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。

①Ｈ形

（ニ）（ハ）（ロ）（イ）

②Ｗ－Ⅰ形

（ロ） （ハ）（イ）

⑤ＳＰ形（スパイラル筋） ⑥丸形

注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。

（イ） （ロ）

（イ） （ロ）

図7.2　帯筋組立の形

（ａ）一般事項

（１）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。

図8.1　梁主筋の梁内定着

（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

なお、定着の方法は4.1(b)(2)による。

下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。

下端筋（ハンチ付き）：曲げ上げる。

（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。

（ｄ）帯筋の割付けは図7.3とし、それ以外の場合は構造図による。

一般の場合

上下の柱断面寸法が異なる場合，
帯筋は，一般の帯筋より１サイズ
太い鉄筋又は同径のものを２本重
ねたものとする。

梁面より割り付ける。

（注）１．図示のない事項については、一般の場合に同じ。

２．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とす

る範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。

なお、P ＠　、P ＠は、特記された帯筋の間隔を示す。

図7.3　帯筋の割付け

吊上げ筋は、一般のあばら筋
より１サイズ太い鉄筋又は同
径のものを２本重ねたものと
する。

図8.2　段違い梁

（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図8.6による。

　　　ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは構造図による。

（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置

　　　きる。

図8.5　あばら筋組立の形

（ｃ）あばら筋の割付け

（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図8.6による。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図8.7による。

図8.6　あばら筋の割付け（その１）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

図8.7　あばら筋の割付け（その２）

２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図8.8による。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

図8.8　あばら筋の割付け（その３）

（ｄ）腹筋及び幅止め筋

（１）一般の梁は、図8.9による。

図8.9　腹筋および幅止め筋

ⅰ.（イ）の場合は交互とする。

（２）フックの位置

（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長

（１）連続小梁の場合は、図8.10による。

（注）１．図示のない事項は、6.1及び8.1に準ずる。

印は、余長を示す。

（ｂ）単独小梁の場合は、図8.11による。

図8.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

のように引き通すこと

印は、継手及び余長を示す。

には、フックを付ける。

※２ Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

図8.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

平面 立面

直交する梁へ斜めに定着する場合

　※１ Ｌ　を確保出来ない場合は、標仕(5.3.4(d)(3))によることが出来る

（注）１．図示のない事項は、6.1及び8.1に準ずる。

印は、余長を示す。

図8.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

（ｃ）あばら筋は、8.2による。

（ａ）片持梁主筋の定着及び余長

（１）先端に小梁のない場合は、図8.12による。

一般階

※１ Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

（注）１．図示のない事項は、8.1による。

図8.12　片持梁主筋の定着及び余長

（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。

垂直断面水平断面

小梁外端部 小梁連続端部

（注）１．図示のない場合は、（１）による。

図8.13　片持梁主筋の定着

（ｂ）あばら筋は、8.2による。

印は、余長を示す。

※２ Ｌ の数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

※１ 4.1(b)(1)(注)7に規定する定着長さ

２．

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、8.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は構造図による。

２

※ 4.1(b)(1)(注)7に規定する定着長さ

上端筋：曲げ降ろす

※１ 4.1(b)(1)(注)7に規定する定着長さ

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

※１ 4.1(b)(1)(注)7に規定する定着長さ

２．

３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、

４．破線は、柱内定着を示す。

ができる。

５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、構造図による。

　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで

（１）標準形は、図8.5（イ）とする。

ⅱ.（ロ）の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。

ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。

２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200 1,200≦Ｄ＜1,500

※１ Ｌ　を確保出来ない場合は、標仕(5.3.4(d)(3))によることが出来る

２．

２．

※ ２ Ｌ　 を確保出来ない場合は、標仕(5.3.4(d)(3))によることが出来る

２．

３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は構造図による。

０/4を加えた範囲以内下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、

/2以内

（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図8.3及び図8.4による。

（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

打増し部分を含まない。

（３）打増し部分にスラブ、壁、梁金等が取付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、

（１）継手中心位置は、次による。

上端筋：中央

（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が異な

る場合には、図8.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着する。

（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は構造図による。

（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図6.4による。

０

３ｈ

３ｈ

a
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9.1　壁 9.2　壁の補強

10.1　スラブ

10.2　片持スラブ

10.3　スラブ等の補強

11.1　片持スラブ形階段

2023-050

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

2025.04

垂れ壁のある場合垂れ壁のない場合

（ａ）一般事項

（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

図9.1　壁の配筋

（ｂ）壁の基準配筋は表9.1により、種別は構造図による。

表9.1　壁の基準配筋

種別 縦筋及び横筋 断面図（mm）

(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。

（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋は表9.2により、種別は構造図による。

表9.2　片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋

種別

横筋

縦筋

横筋

縦筋

縦筋及び横筋 断面図（mm）
種別(表11.1)

階段の配筋

(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。

交差部（水平断面）

端部（垂直及び水平断面） 外壁の端部（垂直及び水平断面）

※　耐震壁の重ね継手長さは、4.1(a)(2)(注)3に規定する継手長さ

図9.2　壁の交差部及び端部の配筋

（ａ）壁開口部の補強

（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表9.3、Ｂ形は表9.4とし、適用は13.3(b)(1)による。

なお、耐震壁の補強筋は、構造図による。

表9.3　壁開口部補強筋（Ａ形）

壁の種別
補強筋

縦横 斜め

表9.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）

壁の種別
補強筋

縦横 斜め

（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、13.3(b)(3)による。

（２）壁開口部補強の定着長さは、図9.3による。

図9.3　壁開口部補強筋の定着長さ

（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。

（３）土間コンクリート補強筋(S0）の配筋及びコンクリート厚さは13.4(a)(1)による。

（４）スラブの基準配筋（Ｓ形基準配筋）は表10.1及び図10.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、

構造図による。

表10.1　Ｓ形基準配筋

配筋

種別 全域

 長辺方向（配力筋）

全域

配筋

種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

全域

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。

図10.1　スラブの配筋

（７）定着長さ及び受け筋は、図10.2による。

ただし、引き通すことができない場合は、図10.3により梁内に定着する。

図10.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

（イ） （ロ） （ハ）

一般スラブの場合

耐圧スラブの場合

図10.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

片持スラブの配筋は、次による。

（１）片持スラブの基準配筋（ＣＳ形基準配筋）は、表10.2並びに図10.4及び図10.5により、配筋種別及び

表10.2　ＣＳ形基準配筋

配筋種別 主筋

下

上

上

下

上

下

上

下

下

上

下

上

下

上

配筋種別 主筋

（段差なし）

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図10.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）

受け筋 D13
主筋

先端部補強筋

（段差なし）

Ｌ

 受け筋 D13

（段差あり）

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図10.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）

（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図10.6による。

図10.6　先端に壁が付く場合の配筋

（３）出隅部

（i） 補強の配筋は構造図により、配筋方法は、図10.7による。

（ii）出隅受け部分（図10.7の斜線部分）の補強筋は構造図による。

(注) ≧ とする (注)1. とする
2．出隅受け部配筋は柱

又は梁にＬ 定着する。

出隅部分補強配筋 出隅受け部配筋

図10.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋

（ａ）スラブ開口部の補強

スラブ開口部の補強は、特記による。

図10.8　スラブ開口部の補強配筋

（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図10.8により開口によって切られる鉄筋と同量の

（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部

を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

（ｂ）屋根スラブの補強

屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図10.9により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。

図10.9　出隅及び入隅部の補強配筋

（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強

基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図10.10による。

ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。

ａ＞３００の場合は特記による。

中間部 端部

同材質，同間隔

スラブ筋と同径，

（注）ａ≦300の場合

図10.10　打継ぎ補強配筋

（ｄ）土間コンクリートの補強

土間コンクリートの補強筋は、構造図による。なお、基礎梁との接合部は、図10.11による。

ａ＞３００の場合は特記による。

土間コンクリート補強筋

図10.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

片持スラブ形階段の基準配筋は、表11.1及び図11.1により、寸法及び配筋種別は、構造図による。

表11.1　片持スラブ形階段の基準配筋

配筋種別

配筋図

配筋種別

配筋図

（注）１．壁配筋は、9.1（ｃ）による。

２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表4.3

図11.1　片持スラブ形階段配筋の定着

W12

W15A

W15B

W18A

W18B

W20A

W20B

D10-200@シングル

D10-150@シングル

D10-100@シングル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

KW1

KW2

180

200

KA1

KA3

KA2

KA4

D13-200@ダブル

D10-200@ダブル

D13-150@ダブル

D10-200@ダブル

2-D13

W12，W15

W18，W20

1-D13

2-D13

1-D13

2-D13

W12，W15

W18，W20

2-D13

4-D13

1-D13

2-D13

（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は13.1(1)による。

S 1

S 2

S 3

S 4

S 5

S 6

S 7

D13-100@

D13-150@

D10,D13-150@

D13-100@

D13-150@

D10,D13-150@

D13-150@

D10,D13-150@

D10-150@

D10,D13-150@

S 8

S 9

S10

S11

S12

S13

S14

D10,D13-150@

D10,D13-200@

D10-200@

D10-150@

D10-200@

D10,D13-200@

D10-200@

D10-250@

D10-200@

D10-250@

（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。

（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

１

スラブ厚さは、構造図による。

CS1

CS2

CS3

CS4

D13-100@

D13-200@

D13-150@

D13-300@

D10,D13-150@

D10,D13-300@

D10,D13-200@

D10-200@

CS5

CS6

CS7

D10-200@

D10-400@

D10,D13-200@

D10-200@

2-D13

鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（

配筋する。

KA1 KA2

KA3 KA4

［鉄筋の定着の長さ］のＬ３とする。

（３）打増し部分に壁及びｽﾗﾌﾞ等が取付く場合は、鉄筋の定着長さに打増し部分を含まない。

（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。

（１）壁配筋の重ね継手及び定着の長さは、重ね継手長さをＬ　、定着長さをＬ　とする。

鉄筋の継手位置は、柱、梁部以外とする。

（e）壁の交差部及び端部の配筋は、図9.2による。

（d）土圧を受ける壁の配筋は、構造図による。

出
隅

部
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筋

１ ２
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１

１ ２
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２
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 短辺方向（主筋）
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パラペット配筋
（構造図による）
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2-D13

2-D13

Ｌ Ｌ

4-D13

2-D13
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コンクリートブロック帳壁

図12.5　控壁の配筋（水平、垂直とも）

コンクリートブロック帳壁

コンクリートの厚さ

図12.6　壁付き土間コンクリートの補強配筋
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３

２
２

２

３

２

２

２

ｂ
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１

１

２
２
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既製コンクリート杭以外の場合は、特記による。

(a)

(c)

(b)中詰めコンクリートは、基礎のコンクリートと同じ調合のコンクリートを使用する。

既製コンクリート杭の杭頭部の補強方法は、下図のＡ形又はＢ形とし、適用は特記による。特記が

なければＢ形とする。

(注1)

杭頭をカットした場合は，杭径×1.5＋50φ
とする。（φ：杭PC鋼棒の径）

（注2）「Ａ形、Ｂ形とも」（平面）

１．中詰めコンクリート補強筋は、
次による。

杭径300φ以下
350～400φ

450～600φ

杭径
杭径

帯　筋

２．中詰めコンクリート補強筋には

フックを付けない。

（注1）

４-D13

６-D13

８-D13

D10-100＠

基礎筋

「Ｂ形」

D13-300@縦横
中詰めｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎筋
底盤補強筋

D13-200@縦横

中詰めｺﾝｸﾘｰﾄ補強筋

「Ａ形」

基礎筋

D13-300@縦横

(1) 杭 基 礎

A

A部詳細

基礎筋

はかま筋

GL

連続基礎主筋 連続基礎配力筋

はかま筋

基礎梁あばら筋

腹筋とかねてよい

基礎梁主筋

<独立基礎> <連続基礎>

(2) 直接基礎

(3) 基礎接合部の補強

0＜Ｄ≦200 200＜Ｄ≦1,000

3-D16

基礎梁あばら筋
と同径・同ピッチ

3-D16

最上階柱頭で，梁内に定着長さ（Ｌ2）がとれない場合は下図によるる。

(1) 最上階柱頭の補強

柱頭カゴ鉄筋（主筋と同径）

柱頭カゴ鉄筋（主筋と同径）

カゴ鉄筋の形状

「下筋」「上筋」

S金物
@1,500程度
6φ

9φ(D10）
@1,500程度 D10

@1,500

(交互にかける)

梁の場合(2)

(1)柱の場合

6φ(または9φ）@≒1,500

または

二段筋がある場合は、押え筋により間隔を保持することが望ましい。(a)

(2) 二段筋の間隔保持金物

下端筋位置まで
折り曲げること

一般梁
左右の下端筋を
連続してもよい

(a)一般階

(3) 片持ち梁が一般梁と連続する場合

最上階は柱へ定着するのが望ましい。また、一般梁へ定着する
場合はできるだけ通し配筋とし、柱頭部に拘束筋を配筋する。

(柱へ定着する場合)

(注)

(隣接梁へ定着する場合)

片持梁 拘束筋

(b)最上階

e/D ＞ 1/6

(4) 上下の柱サイズが大きく異なる場合

(1) 壁筋が、梁・柱主筋の外側に配筋される場合

梁（土圧、水圧など
を受ける壁の場合）

柱

中
心

梁

中心

(2) 壁筋をスラブに定着させる場合

D13

スラブ

1-D13

コンセントBOX

を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略する

(b) コンセントボックスの補強は下記による。（但し、最大径が３００ｍｍ以下で鉄筋

ことができる。）

(a) シングル配筋の壁で盤類が埋設される場合

(3) 設備配管

配管

）盤（
溶接金網

6φ-100@

溶接金網 6φ-100@

11.2　二辺固定スラブ形階段

12.3　パラペット

12.2　コンクリートブロック帳壁との取合い

12.1　梁貫通孔

13.1 基礎

構造関係共通図 （配筋特記事項）

13.2 柱および梁

13.3 壁

2023-050

Ｌ

杭径

杭径

15d

100

杭径

15d

1.5倍
杭径の

Ｌ

Ｌ

Ｄ
Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｄ

ＬＬ

梁幅 梁幅

L1

1.7d以上

1
.
7
d
以

上

＋

50以下
1.7d以上50以下

50
以

下

1
.7

d

4d

(直線定着)

(
有

効
せ

い
)

先端部 元端部

+15d2/3 
かつL+d

d

Ｌ

Ｌ

Ｌ 又はＬ

Ｌ Ｌ

(
直

線
定

着
)

Ｌ

(直線定着)
Ｌ

150以下

DL
L1

2h

e

L2
L
2
か

つ
上

端
筋

ま
で

150以上

L2

1
50

以
上

L2かつ柱中心線

を越える

L2

L
2

を
越

え
る

L
2
か

つ
梁

中
心

線

150以上

L2

L3

L
3

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

2025.04

二辺固定スラブ形階段の基準配筋は表11.2並びに図11.2及び図11.3により、寸法及び配筋種別は、

構造図による。

表11.2　二辺固定スラブ形基準配筋

配筋種別 上端筋、下端筋とも（全域）

図11.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

図11.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

（ａ）梁貫通孔は、次による。

(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図12.1による。

(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。

(３)  孔の上下方向の位置は図12.2による。

(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。

くが、その場合の範囲は特記による。

口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

設けないこととする。

リング筋

突き合せ溶接

余長突出し

リング筋

ＭＨ形及びＭ形

図12.1　梁貫通孔補強筋の名称等

（注）１．梁貫通孔のへりあき寸法ｄは下記による

･ ･ ･

･ ･ ･

：梁貫通孔を設置出来る範囲

図12.2 梁貫通孔の設置範囲

図12.3　補強筋の定着長さ

図12.4 他の開孔を設けない範囲

（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表12.1～表12.3により、配筋種別は構造図による。

表12.1　H形配筋

配筋図上下縦筋横筋縦筋斜め筋配筋種別

なし

なし なし

（注）

表12.2　M形配筋

配筋種別 縦筋 溶接金網 配筋図

なし

（注）

表12.3　MH形配筋

配筋種別 斜め筋 縦筋 溶接金網 配筋図

なし

なし

（注）

（ａ）控壁は、次による。

（１）控壁の配置は、構造図による。

（２）配筋は、図12.5による。

（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図12.6による。

パラペットの先端補強筋は、図12.7による。尚、コンクリート厚さ及びパラペット配筋は構造図による。

パラペット配筋
（構造図による）

図12.7　パラペットの配筋

は、一般部分のあばら筋を示す。

は、一般部分のあばら筋を示す。

は、一般部分のあばら筋を示す。

KB1

KB2

KB3

KB4

KB5

KB6

KB7

D13-200@

D13-150@

D13-100@

D13,D16-150@

D16-150@

D16-125@

D16-100@

(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除

(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図12.3による。

(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開

(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

(12)  貫通孔の位置は図12.4のように開孔をはさむ±４５度の領域（ハッチ部）には他の開孔を

Ｄ/2

500≦D＜700

700≦D＜900

900≦D

d≧175

d≧200

d≧250

･ ･ ･

H1

H2

H3

H4

H5

H6

H7

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D16

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D22

2-2-D13

2-2-D13

4-2-D13

2-2-D13

2-2-D13

2-2-D13

3-2-D13

M1

M2

M3

M4

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D13

6-2-D13

2-6φ-100@

MH1

MH2

MH3

MH4

MH5

MH6

MH7

2-2-D13

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D16

4-2-D16

4-2-D19

2-2-D13

2-2-D13

4-2-D13

2-6φ-100@

2-6φ-100@

 0



一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号
建築構造 S - 07

岩手県知事登録 第こ(2702)259号

N.S配筋標準図(5)

▼

▼

▼

2

2

2 2

2 1

2

2

2

2

2

1

2

2

2

2

注）スリット材は、既製品（全貫通タイプ）を使用する事。

特記無き振れ止め筋はD10-@400程度とし，防錆処理を行うこと。

(4) 構造スリット

梁

柱 柱

梁

振れ止め筋

鉛直方向スリット
振れ止め筋 水平方向スリット

梁

柱

ts : 25mmかつ壁内法高さの
      1/100以上

水平方向スリット材

鉛直方向スリット材

壁末端部とみなして補強

振れ止め筋 壁末端部とみなして補強

振れ止め筋

Ｄ13

70＜Ｈ≦150の場合

Ｄ13

Ｈ≦70の場合

(1) 段差のあるスラブの補強

※ 段差が150mmを超える場合は、原則として梁を設けること。

（ｈ＞200 の場合は、小梁を設ける）

（c）同一土間スラブに段差がある場合

（b）同一土間コンクリートに段差がある場合

（ｈ＞200 の場合は、小梁を設ける）

（a）土間コンクリートの上にＲＣ壁が取り付き、その下に地中梁がない場合

スラブ上端筋と同径同ピッチ

スラブ下端筋と同径同ピッチ

D10-200@

D13

2-D13

D13

(2) 隣り合うスラブに段差がある場合

(3) 土間コンクリート及び土間スラブ

70＜ｈ≦200

ｂ：1.75ｈかつ200以上

h≦70

70＜ｈ≦200h≦70

ｂ：1.75ｈかつ200以上

タテ・ヨコ共 D10-200@

（土間補強筋の上側）

RC壁

打増し部分に柱、梁、スラブ等が取付く場合、各鉄筋の定着長さには、打増し厚さを含まない。

打増し部が７０ｍｍ未満の場合、補強を行わない。

打増し部分は、かぶり厚さに含まない。ただし、土に接する柱は除く。

部材の軸方向の補強筋の定着長さはＬ２とする。

(注)躯体取合いによる打増しとし、仕上による打増しは含まない。

(1) 柱と梁が同一面とする場合の打増し

(2) 土に接する部分の打増し

梁

梁

柱

梁

梁

地盤面
▽

土に接する部分
柱 梁

梁

梁

(3) 柱の打増し補強

主筋にかける
(a) 一方向の打増し

70 ≦ a ≦ 200 200 ＜ a ≦ 400

打増し部分

帯筋と同径、
同材質、

同間隔

軸方向補強筋

打増し部分

(b) 二方向の打増し

(4) 梁の打増し補強

打増し部分

軸方向補強筋

軸方向補強筋

同材質、
帯筋と同径、

同間隔

D16 P≦300 70 ≦ a ≦ 200

D19 P≦200200 ＜ a ≦ 300

D22 P≦150300 ＜ a ≦ 400

軸方向補強筋

上端の打増し下端の打増し

打増し部分

軸方向補強筋

同材質、同間隔
あばら筋と同径、

軸方向補強筋

 70 ≦ a ≦ 200

200 ＜ a ≦ 300

300 ＜ a ≦ 400

軸方向補強筋

b≦350:2-D16   b＞350:3-D16

〃 〃2-D19 3-D19

〃 〃2-D22 3-D22

側面の打増し 二方向の打増し

あばら筋と同径、
同材質、同間隔

軸方向補強筋

腹筋 D10-300@

a＞200の場合は主筋にかける

 70 ≦ a ≦ 200

200 ＜ a ≦ 300

300 ＜ a ≦ 400

軸方向補強筋

2-D16

2-D19

4-D22

打増し厚さａが50㎜以上、かつ、200㎜以下の場合に適用する。

200㎜を越える場合は、特記による。

打増し部分

縦筋：Ｄ10-@200

横筋：D10とし、間隔は壁横筋と同じ

(5) 壁の打増し補強

(1) 斜め柱・斜め梁の取合い

スラブ配筋と同径同ピッチ（縦・横共）

70 ＜ h ≦ 200

70 ＜ h ≦ 200

スラブ配筋と同径同ピッチ（縦・横共）

b：1.75h かつ 200 以上

b：1.75h かつ 200 以上

(b) スラブがシングル配筋の場合

(a) スラブがダブル配筋の場合

種　別

Ａ　種

Ｂ　種

Ｃ　種

D16 L=900

D16

D16

L=750

L=600

D25

D22

D19≧

5ton 3ton≧ ＞

≧ ＞3ton 1ton

1ton

吊上げ荷重 補強腹筋フック筋

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

フック筋

補強腹筋D16

補強かんざし筋
D16

(1) 機械吊上げ用フック

(2) トラフ

200<H≦400の場合

タテ・ヨコ共D13-200@

H≦200の場合

タテ・ヨコ共D10-200@

25d

25d

(3) 設備機器基礎

・埋め込みボックスは原則として設けないこと。

・配管は原則として設けないものとするが、やむを得ず設ける場合は集中させないこと。

・梁の材軸方向の配管は原則として行わないこと。

・埋め込みボックスは原則として設けないこと。

・外壁及び耐震壁には原則として配管は埋め込まないこと。ただし，やむを得ず配管

・地下外壁の配管は接地用配管及び防犯用配管を除き、原則として行わないこと。

・壁スリット部を貫通する配筋は原則として行わないこと。

(c) 壁に配管する場合

(d) 床版に配管する場合

する場合はPF管(16以下）とし、配管ピッチは500mm以上とすること。

(a) 柱に配管する場合

(b) 梁に配管する場合

・配管が集中するプルボックス廻り等は監督職員と協議を行い、承認を受けること。

(5) コンクリート躯体に埋設される配管

ａ） 柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一の場合 ｂ） 柱幅と斜材幅が異なる場合

※

L2

1L

2

2L

L 1.5Ｄ

柱：Ｄ

柱：Ｄ

※
※

2L

p
p
p
p
p

梁：Ｄ

1L 上端筋は連続とする

3-D19

Ｄ

1.5Ｄ

100

※
※

柱：Ｄ

2L
1.5Ｄ

p p p
p

1L

※

p p p

柱：Ｄ柱：Ｄ

p p p
1L 上端筋は連続とする

※

Ｄ

2L

1L
L3

※ 大梁

L3100 1L

小梁

1.5Ｄ －D13-@200

ー
D1
3-
@2
00 小梁

100

L3

L3

大梁

L3

L3

L3

増し打ち補強筋

Ｄ

L3

L3

Ｄ：梁せい

L2

(4) 梁形を設けない場合の基礎底版（オイルタンク等）

壁

組立筋

組立筋

壁

L2

L2

L2

L2以上

10d以上10d以上

10d以上10d以上

1
0
d
以

上

D※-@200以内

(※：鉄筋径は図面による)

D※-@200以内

(※：鉄筋径は図面による)

(2) 梁と床版の取合い

ｆ） 斜め大梁に小梁が接する場合

ｃ） 柱脚で斜材となる場合 ｄ） 柱頭で斜材となる場合

ｇ） 大梁に斜め小梁が接する場合

ｅ） 梁が斜材となる場合

柱筋はa），b）に倣う。

Type Ａ Type Ｂ

13.4 スラブ

13.5 打増し

(ⅰ) ※印の鉄筋は、同径以上とし、かつダブル巻きとする。

（ⅲ）柱の取合い部における斜め梁のせん断補強筋中心間隔は、当該梁部材のせん断補強筋中心間隔

p以下とする。

（ⅱ）1.5Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、またはダブル巻きとし@100下とする。

13.6 勾配屋根の取合い 13.8 その他

2023-050

ts
25d 250

2
5
2
5
0

2
5
d

Ｈ

5Ｈ

Ｈ

350㎜

Ｌ

Ｌ

t

L 2

2t以
上

L
2

L
3

L 3

h

150

L2h

b

L2

45°

h

h L2

b

L2

45°

1300

300

2
5

25
厚壁

25

35=10+25

10 3
5
=1

0
+
2
5

10

10
10

1
0
0

10

Ｌ

ａ

P P

Ｌ

ａ

PP P

Ｌ

Ｌ

ａ

P PP

P

P

P

ａ

ａ

ｂｂ

ａ

Ｌ

Ｌ

ａ ｂ

ａ

Ｌ

ａ

Ｌ

Ｌ

ａ

Ｌ

b
L2

L2
h

h
L2

L2

b

150

100（曲げ内法直径）

L1

L

Ｈ

Ｈ

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事
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縮尺

工事名

１級建築士事務所
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岩手県盛岡市志家町４－１１
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設計番号

年月日
特記検印担当製図
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建築構造 S - 08

岩手県知事登録 第こ(2702)259号

N.S鉄骨標準図(1)
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構造関係共通図 （鉄骨標準図）

１．適用範囲

２．一般事項

３．溶接接合

２－１ 設計品質

２－２ 鉄骨製作工場

施工管理技術者、技能資格者２－３

優先順位２－４

３－１ 溶接記号

溶接継手の種類別開先標準３－２

３-３　フレア溶接を行う場合の溶接長さ

エンドタブ３－４

裏当て金及び裏はつり３－５

2023-050

山王児童センター、山王老人福祉センター
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部材が直交しない場合の開先標準

かど継手の開先標準

隅肉溶接の開先標準

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

Ｈ

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接
Ｈ Ａ

Ｈ

隅肉溶接のサイズ（Ｓ）

ｔ≦16㎜の場合

隅肉溶接のサイズ（S)は、有効のど厚の和が板厚（t）と等しくなるよう、図3.7により求めたものである。(注)

表３.２

図３.３　隅肉溶接のサイズ
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エンドタブの材質は、母材と同等以上、形状は、母材と同厚・同開先のものとし、長さは、図3.11及び表3.4

ただし、あらかじめ溶接端部に欠陥が生じないことが確認された材質及び形状のものを用いる場合について

完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は、原則としてフランジの内側に設置し、取付け方法は、
図3.12による。
裏当て金の組立溶接は、接合部に悪影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の
位置に行う。

(2) 裏当て金の厚さ及び隅肉溶接のサイズは、表3.5及び表3.6により、材質は、原則として母材と同等以上の

ものとする。

完全溶込み溶接を両面溶接とする場合は、裏溶接の前に裏はつりを行う。
裏はつりは、健全な溶着部分が現われるまではつり取るものとする。

とができる。
ただし、自動溶接において、完全な溶込みが得られたことが確認できる場合には、裏はつりを省略するこ

両面フレア溶接の場合　 5d

溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号

設計図中で使用する記号は、JIS Z 3021-2000による。

表３.１

溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号

溶接方法

溶接継手

記　号分　　　　　　　　　　　　　類

サブマージアーク自動溶接

エレクトロスラグ溶接

Ａ

Ｈ

Ｅ

完全溶込み溶接

Ｌ

Ｔ

かど継手

Ｔ形継手

Ｂ突合わせ継手

フレア溶接

部分溶込み溶接 Ｐ

Ｆ隅肉溶接

片面溶接

両面溶接
溶 接 面

２

１

ＦＬ

セルフシールドアーク半自動溶接
アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接、

現場溶接

全周溶接

基本記号

Ｌ－Ｐ

※完全溶込み溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

全周現場溶接

補助記号

（記載例）
特記事項

断続溶接の間隔

断続溶接の長さ

図３.１　溶接記号の記載例

(2)溶接記号の記載方法
溶接記号の記載方法は、図３.１による。
ただし、溶接方法又は溶接面の指定を行わない場合は、溶接継手記号のみを記入する。

完全溶込み溶接及び部分溶込み溶接の場合は、引出線を折線とし、開先をとる部材面に先端を向けるもの

とする。

溶接方法（手溶接又は半自動溶接）

溶接面（両面溶接）

溶接継手（突合わせ継手）

図３．２ 溶接記号の記載方法

ⅰ

ⅱ

鉄骨は、施設に要求される構造耐力、耐久性及び耐火性等を有するものとする。

施工管理技術者の能力等を総合的に判断して選定を行う。

鉄骨製作工場は、対象工事の規模、鋼材の種別、最大板厚、加工の難易度等及び製作工場の工事実績、

鉄骨工事全般及び各製作段階における施工管理技術者及び技能資格者は、性能確保上必要とされる能力

を考慮して選定を行う。

(１)設計図書間で配筋方法等に相違がある場合の優先順位は以下の通りとする。

.設計図

.構造関係共通図（鉄骨標準図）

２．図面

１．特記仕様書

(１)構造関係共通図(鉄骨標準図)は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄骨の加工、組立の一般的

な標準図とする。

○公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

社団法人　日本建築士事務所協会連合会
○構造設計資料

○建築工事監理指針

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

(２)構造関係共通図(鉄骨標準図)以外については、図面及び監督職員の指示による。

この標準図を作成するに当たり使用した仕様書等(３)
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一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号
建築構造 S - 09

岩手県知事登録 第こ(2702)259号

N.S鉄骨標準図(2)
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※１： 千鳥打ちとした場合

表４.６

表４.７

スタッド溶接は、アークスタッド溶接方式による直接溶接とし、溶接姿勢は下向きを原則とする。

13、16、19及び22の４種類とする。

スタッド溶接は、デッキプレート上から行ってはならない。

この限りではない。

千鳥打ちのゲージ及び間隔

３５

４０

４５

５０

５５

６０

(ｇ)

ゲージ
(Ｐ千鳥打ちの間隔 t)

ねじの呼び

M24

６５

６０

５５

５０

４５

４０

M12,M16,M20,M22

５０

４５

４０

３５

２５

(単位：㎜)

最大軸径 最大軸径 最大軸径

※1

ただし、コンクリートに埋め込まれる場合は、二重ナットとしな
いことができる。

ねじがナットの外に３山以上出るようにする。
アンカーボルトは二重ナット及び座金を用い、その先端は、

の検討を行い、座金とベースプレートを全周溶接する。
アンカーボルトにせん断力を負担させる場合は、座金厚さ

柱底均しモルタルの厚さは、特記による。

ねじ３山以上

ベースプレート
座金

二重ナット

30～50㎜
モルタル

d＋5㎜以下

4
d
以

上

(単位：㎜)

Ｙ2－Ｙ2断面図

cP
 
×

ｍ
 
-
1

w w
P
 
×

ｍ
 
-
1

c

ウェブボルト列数 １列、２列（大梁幅による）

大梁フランジ幅
≧小梁ウェブ厚、≧６㎜ガセット厚

小梁せい

ガセット厚
大梁フランジ幅

ウェブボルト列数
小梁せい

ガセット厚
大梁フランジ幅

ウェブボルト列数
小梁せい

ガセット厚
大梁フランジ幅

ウェブボルト列数
小梁せい

小梁ウェブ厚の１サイズＵＰ
－

≦２列

≦500

小梁ウェブ厚の１サイズＵＰ
－

≦２列

≦500 ≦500

200≦

１列、２列（大梁幅による）

≧小梁ウェブ厚、≧６㎜

共通事項：
２．ガセット厚、添板厚（接合形式Ａ）≧６㎜

図４.３

25以上

図６.２ 仕口部の溶接（角形鋼管柱） (単位：㎜)

(注)(注)

Ｔ

2
5 5
0

「角形鋼管柱」「Ｈ形柱」

12㎜以下の場合は

とすることができる。

ことができる。

柱板厚が６㎜以下の場合は埋込み型柱脚とする場合で、フランジ厚さが

50
50 50

5
0

5
0

5
0

5
0

50
50 50

小梁のせい方向の中心振り分けとする。

(単位：㎜)図６.５ 小梁の接合（ピン接合）

ｐｐ ｅ

縁端距離及びボルト間隔

Ｍ１２

Ｍ１６
４０ ６０

ねじの呼び 縁端距離

（ｅ) (ｐ)
ボルト間隔

距離は、ボルト軸径の２.５倍以上とする。

表４.５ （単位㎜）

図４.２

図４.１ JIS形高力ボルトのセット

Ｍ２４Ｍ２２Ｍ２０Ｍ１６Ｍ１２ねじの呼び

ボルトの種類

表４.４ 高力ボルトの締付け長さに加える長さ

トルシア形高力ボルト ２５ ３０ ３５ ４０

JIS形高力ボルト及び溶融亜鉛めっき高力ボルト ２５ ３０ ３５ ４０ ４５

(単位：㎜)

高力ボルトの長さは、締付け長さに表4.4の値を加えたものを標準長さとする。

加算長さ

ボルトの長さ

締付け長さ 加算長さ

座金厚さ
余長

座金厚さ ナット高

表４.３ ボルト孔の径 (単位：㎜)

Ｍ２４Ｍ２２Ｍ２０Ｍ１６Ｍ１２ねじの呼び

ボルトの種類

高力ボルト

溶融亜鉛めっき高力ボルト

普通ボルト

(F8T相当)

(F10T,S10T)

※1 １７.５ ２４.0２２.0 ２６.0

２６２４２２１８１４

２４.５２２.５２０.５１６.５１２.５※2

※２

Ｍ２４

ボルトの表示記号表４.２

ねじの呼び
ボルトの種類

高力ボルト (F10T,S10T)

(F8T相当)溶融亜鉛めっき高力ボルト

普通ボルト

Ｍ１６Ｍ１２ Ｍ２２Ｍ２０

表４.１ ボルト及びナットの材料

ボ　　ル　　ト ナ　　ッ　　ト

JIS B 1180（六角ボルト） JIS B 1181（六角ナット）

並形六角ナット並形六角ボルト

強　度　区　分

種　　　　類

規格番号、規格名称

４.６ ４Ｔ

鋼　　　　　製鋼　　　　　製材　料　区　分

ねじの種類の規格 JIS B 0205-4（一般用メートルねじ－第４部：基準寸法）による。

ねじの公差域クラス
の規格 タ）による６ｇ

－公差－第１部：原則及び基礎デー
JIS B 0209-1（一般用メートルねじ

JIS B 0209-1による６Ｈ

中仕上げの程度 中

普通ボルトのボルト及びナットは、表4.1により、ねじは、JIS B 0205「一般用メートルねじ」による。

（3）

（1）

もや、胴縁類の取付け用ボルトを普通ボルト接合とする場合は、二重ナットとする。
（2）座金は、JIS B1256「平座金」による並形一部品等級Ａとする。

Ｍ２０

Ｍ２２

(1)
ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本以上並ばない場合の縁端

ただし、アンカーボルトの縁端距離は図示による。

Ｍ２４ ４５ ７０

(1)

スタッド溶接用材料は、JIS B1198「頭付スタッド」の規格に適合するものとし、適用する呼び名は、(2)

(3)

(4)

ただし、デッキプレート厚1.6㎜以下で、あらかじめ良好な溶接が得られることが確認された場合については、

縁端距離及びボルト間隔は、原則として表4.5による。

母屋、胴縁類の取付用ボルトの場合は、ボルトの径＋１.０㎜とすることができる。

※１国土交通大臣認定条件による。

スタッドの間隔、ゲージ等の寸法は、表3.8及び図3.8による。

(1)

(2)

(3)

いたのち、目荒しを行う。
コンクリートの表面は、レイタンス等を取り除

径に５㎜を加えた数値以下の数値とする。
アンカーボルト孔の径を当該アンカーボルトの

折曲げ内法直径Ｄは、鉄筋D16以下の場合は３d
以上とし、鉄筋D19以上の場合は４ｄ以上とする。

は180°とし、鉄筋D13以下の場合は135°とする。

ａは定着長さとする。

(4)

(5)

(6)

アンカーボルト末端フックは、鉄筋D16以上の場合(7)

(8)

３．ウェブボルトの配置は、最小ボルト本数を２本、せい方向ピッチを60、90、120㎜の３種類とし、

１．大梁せい≧小梁せい

(1)

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ｅ1

ｅ1

ｇ

「柱　部」 「梁　部」

スタッドの配置

スタッドの間隔、ゲージ等の寸法

項　　　　　目 寸　　　　　法

最 小 ゲ ー ジ

へ　り　あ　き

図３.８

呼び名の7.5倍以上かつ600㎜以下

呼び名の５倍以上

４０㎜以上

表３.8

間　　　　　隔 (ｐ)

(ｇ)

(e )

（3）フィラープレートの鋼材種別はSS400とする。
（2）スプライスプレートの鋼材種別はSN-Bとし、引張強さによる区分は、母材と同等とする。

(1)高力ボルトの種類は、JIS B1186「摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット」(２種F10T）の規格に

適合するもの、建築基準法に基づき認定されたトルシア形高力ボルト(２種S10T)及び溶融亜鉛めっき高力ボルト

（1種F8Ｔ相当）とする。

※

ＴH

2Ｐ

ＴH

Ｆ2
※

2Ｆ

2Ｆ
※

Ｆ2
※

H 1Ｔ

ＴH 2

※

※

2Ｆ

2Ｐ

Ｐ2 Ｐ1

H

2

1Ｔ

Ｔ1H BH

※ ※

2Ｆ
2Ｆ

H

2Ｆ

ＴH

Ｆ2 、13㎜以上の場合は Ｐ1

とするＦ1

鋼管分岐継手詳細（単位：㎜）図３．７

Ｂ部断面

tt t

Ａ部断面

0～3
接線

1.5t～2.0t

0～3
50°～60°

0～3
50°～60°

1.5t～2.0t 1.5t～2.0t

Ｃ部断面

1.5t～2.0t

Ａ

Ｄ

Ｄ

支管

θ

Ｂ

Ｃ

Ｄ-Ｄ断面図

Sc

t

Sc 10 12 14 15

6 9 12 16以上

150

80

Ｘ Ｘ

1
0
0
以

上

Ｆ

「角形鋼管柱」 「丸形鋼管柱」Ｘ-Ｘ断面図 Ｘ-Ｘ断面図

鋼管柱の継手（単位：㎜）

フレア溶接
隅 肉 溶 接

半自動溶接
手　溶　接

溶 接 方 法溶 接 継 手

半自動溶接
手　溶　接

か ど 継 手
突合わせ継手

４

４
３

余盛り高さの限度
（単位㎜）

３

余盛り高さの限度

図３.６

改良型スカラップ

1 Sr
Sr2
1

Sr

Sr

（ｅ）スニップカット

（１）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

スニップカット

rS
c

t

スニップカットの寸法

（ｆ）溶接部分の段差

（１）完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合

1/2.5以下

t
1

(注)

省略してもよい。

ｴﾚｸｼｮﾝﾋﾟｰｽ

ｴﾚｸｼｮﾝﾋﾟｰｽ
ｴﾚｸｼｮﾝﾋﾟｰｽ

(1)

(2)

適用管厚

(1)

3.2㎜≦ｔ≦12㎜
交　　角 30°≦θ≦150°

自動溶接

ただし、自動機械により開先加工を行う場合については、この限りではない。
鋼管分岐継手における支管は、主管外径より細径のものとし、開先標準は、鉄骨標準図（1）による。

完全溶込み溶接（Ｔ形継手）の溶接部は、ビード表面が滑らかになるように仕上げるものとする。

余盛り高さの限度は、下表による。

（２）スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

（１）スカラップ半径Sr は35㎜とする。Sr は10㎜とする。

従来型スカラップ

（１）スカラップ半径Srは35㎜とする。

Sr
Sr

完全溶込み溶接（突合わせ継手、かど継手）、隅肉溶接及びフレア溶接の溶接部は、余盛りを行うものとする。

（ⅰ）ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r＋2により求める

ものとする。

ＢH

PL-(a)

2

PL-(a)は厚さ9㎜以上とし、柱径400㎜以下の場合は

2

一致させること。

主管の管軸と支管の管軸とは

Ｆ

t2

とする。2Ｆ

スカラップ３－６

３－７ 鋼管柱の継手

鋼管分岐継手３－９

余　盛　り３－８

４－６ 縁端距離及びボルト間隔

４－５ 高力ボルトの長さ

４－４ ボルト孔の径

４－３ ボルトの表示記号

４－１ 高力ボルト

普通ボルト４－２

３－１０ スタッド溶接

４－８

５－１ アンカーボルト

６－１ 柱・梁仕口部（Ｈ形柱）

６－２ 柱・梁仕口部（角形鋼管柱）

６　鉄骨標準詳細図

４　高力ボルト接合等

５　柱　　脚

６－４ （ピン接合）

６－５ 小梁の接合（剛接合）

小梁の接合

６－３ 柱　　脚
４－７ 千鳥打ちのゲージ及び間隔

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

2023-050

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

2025.04



一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号
建築構造 S - 10

岩手県知事登録 第こ(2702)259号

N.S鉄骨標準図(3)
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φ

精度の基準表９.１

カ

ボ
ル
ト

I

(3)

(ｅ)

標準高さ

(4)

(ΔＨ)

かつ ｅ≦10㎜

かつ ｅ≦10㎜

(5)

(ΔＨ)

(6)

(ｅ)

(7)

(ｅ)

H

ｅ≦
1,000

Ｌ
＋３㎜

ｅ≦
1,000

Ｈ
ｅ≦

Ｈ

700

ｅ≦
700

＋５㎜
Ｌ

かつ ｅ≦15㎜

かつ ｅ≦15㎜

e

用

建

ア
ン

方

構
造

用
ア
ン

ト
ル
ボ
I

カ

かつ ｅ≦20㎜

ｅ≦
4,000

Ｌ
ｅ≦

2,500

Ｌ

ｅ≦25㎜かつ

かつ ｅ≦30㎜

4,000
＋７㎜

Ｈ
ｅ≦ ｅ≦ ＋

Ｈ

2,500
10㎜

かつ ｅ≦50㎜

限界許容差管理許容差

(2)

(ｅ)

(1)

(ｅ)

名　　　称

L

e

H

図

建物の倒れ

建物のわん曲

通り心とアンカー

ボルトの位置の

ずれ

柱すえ付け面の高さ

工事現場継手階の

柱の倒れ

梁の水平度

e

通り心

H
+
Δ

H

ベースモルタル

H
+
Δ

H

階高

L

e

-８㎜≦ΔＨ≦＋８㎜

-５㎜≦ΔＨ≦＋５㎜

-８㎜≦ｅ≦＋８㎜

-５㎜≦ｅ≦＋５㎜

-３㎜≦ΔＨ≦＋３㎜

-５㎜≦ΔＨ≦＋５㎜

-５㎜≦ｅ≦＋５㎜

-３㎜≦ｅ≦＋３㎜

a
±

e

通り心

30.42

30.67

Ｍ１０ Ｍ１２ Ｍ１８Ｍ１４ Ｍ１６ Ｍ２２ Ｍ２４ Ｍ２７ Ｍ３０ Ｍ３３

１-M22

12×80

２-M22

12×110

２-M22

12×100

２-M20

12×90

２-M20

12×90

１-M12 １-M16

6×60

１-M16

9×70

１-M20

9×70

１-M20

9×80

8.82

8.99

12.46

12.65

10.64

10.81 14.65

14.46 16.11

16.33 18.33

18.11 20.11

20.33

21.77

21.99

24.77

24.99

27.42

27.67
1

S

(最小)

ｅ

ｅ

2

2

t

t

ｅ3

Ａ (㎜)

(㎏)質量

R

ｅ1

Ｌ (㎜)

サ　イ　ズ

(d)ねじの呼び

ガセット

プレート

本数－径

軸　径 ｄ

調整ねじの長さ

取付ボルト穴径

端あき(最小)

板　厚

ＴＹＰＥ ①

ＴＹＰＥ

ＴＹＰＥ

②

③

最　　大

最　　小

切　板　製

平　鋼　製

穴心のあき

溶接長さ

割 枠 式

パイプ式

割 枠 式

羽

子

板

ボ

ル

ト
の

形

状

及

寸

法

び

ン
I

タ

ッ
ク

胴
ル

バ

タ

ン

ッ
ク

ル

筋

か

い

許容差 +0,-0.5㎜

へりあき

へりあき

(最小)

(最小)

板　厚

厚さ×幅

gt×B

(3)

(最小)

バ

高力ボルト

(1)

(2)

(2)

(2)

ボルト端から取付ボルト

60

42 44 56 67

83

71 79

116

186

113

229

135

64 80 80 102 101 118 152

56 96

54 56 72 72 91 99 133 155

225200200175100

14

50

28

0.4800.300

42

13 21.5 21.5 23.5 21.5 21.5 23.5 23.5

30 45 5550 50 50 55 55

22 28 34 34 45 4538

12

19 4545

12

40 66 73

以上 以上

以上 以上

1713

35

22

19

47

17

17

40

28

25

52

20

280

115 125 140 150 16575

40

50

12

50

12

90

110

450

46

4.94

83

95

400

3.66

9

9

72

90

400

38

3.01

9

9

70

85

350

34

2.09

38

9

37.5 37.5

9

85

330

31

1.54

9

9

32.5

75

300

1.20

9

32.5

9

66

60

0.900

25

6

25

6

59

55

250

23

0.640

6

6

50

230

4.5

4.5

200

3.2

4.5

35

以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上

以上以上以上以上以上以上以上以上以上

0.153

150

(1)注

1 2,ｅ が確保されていれば形状は自由でよい。

パイプ式には、質量規定なし。

ｅ

(㎝)ｇｔ：ガセットプレートの板厚

Ｂ：ガセットプレートの有効幅

(2)

(3)

(㎝)

6×60
I

Ｍ２０

必要溶接長

表７.２ ターンバックル筋かい等 JISターンバックル筋かい 高力ボルトF10T(鋼材SN400級)

(JIS A5542 付表1a1b) (JIS A5541 付表1) (単位：㎜)

サ　イ　ズ
本数－径 厚×必要幅

必　要　溶　接　長 ( )

ＴＹＰＥ②

ガセットプレート高力ボルト

ｇt×B
ＴＹＰＥ① ＴＹＰＥ③

Ｌ- 65× 65× 6

Ｌ- 75× 75× 6

Ｌ- 75× 75× 9
Ｌ- 75× 75×12
Ｌ- 90× 90× 7
Ｌ- 90× 90×10
Ｌ- 90× 90×13

Ｌ-100×100× 7

Ｌ-100×100×10
Ｌ-100×100×13

2Ｌ- 65× 65× 6
2Ｌ- 75× 75× 6

2Ｌ- 75× 75× 9
2Ｌ- 75× 75×12
2Ｌ- 90× 90× 7
2Ｌ- 90× 90×10

2Ｌ- 90× 90×13

2Ｌ-100×100× 7
2Ｌ-100×100×10
2Ｌ-100×100×13

FB - 65×  6
FB - 75×  6
FB - 65×  9

FB - 75×  9
FB - 90×  9
FB -100×  9

FB - 90× 12
FB -100× 12
FB - 90× 16
FB -100× 16 １９５

１７５
１５６
１４１

１４１
１２７

１１２

　９８

　９５
　８３

４７８
４７５

３３５

４３５

４２１

２９９
３９３
３２３

２３４
２０２

２５９

２５４
１８４
２３８

２２７
１６６
２１３
１７８

１３３
１１７１０１

１１７
１６２
１９７

１５０
２１１

２１８
１６８

２３８
２３９

１８６
２１８

３０７
３７７

２８３
４０５

４１５
３１９
４５９
４５８

７１
　８３

　８２

　９６

１１１

１２５
１２１

１３６
１５５
１７５３０９

２７０
２３２

２０２

２１８
１９０

１５９
１３１

１１７
１４２

８７５
８８５
６０５

７８９

７７７
５３３

７２２

４０４

５８１

３３９

４３８
４４３

３０３
３９５

３８９
２６７

３６１
２９１

２０２

１７０９×　９０
９×　９５

９×１２５
９×１６０

９×１６５
９×１２０

１２×１６０
９×１３５

９×１８５
１２×１８０

９×１６０
９×１８５

９×２５０
９×３１５
９×２４０
９×３３０

１２×３２０
９×２７０

９×３７０
１２×３５５

６×　６５

６×　７５
９×　６５

９×　７５
９×　９０
９×１００

１２×　９０

１２×１００

１２×１１５
１２×１３０５-Ｍ２０

４-Ｍ２０
４-Ｍ２０
３-Ｍ２０

３-Ｍ２０
３-Ｍ２０

３-Ｍ１６

２-Ｍ１６

３-Ｍ１６

２-Ｍ１６

６×２-Ｍ２０
５×２-Ｍ２０

４×２-Ｍ２０

６×２-Ｍ２０

５×２-Ｍ２０
４×２-Ｍ２０

５×２-Ｍ２０
５×２-Ｍ１６

５×２-Ｍ１６
５×２-Ｍ１６

６-Ｍ２０
５-Ｍ２０

４-Ｍ２０

６-Ｍ２０
５-Ｍ２０

４-Ｍ２０
５-Ｍ２０
５-Ｍ１６

５-Ｍ１６
５-Ｍ１６

筋かい（山形鋼、平鋼）表７.１ (単位：㎜)高力ボルトF10T(鋼材SN400級)

デッキプレ－トの取付け方法は、認定時の添付資料「標準仕様書」による。

-6ＰＬ

50 50
A

Ａ部断面図

受け板

10

50

-6ＰＬ

50
アークスポット溶接

(長手方向900@以下)
受け板

200～210@

(注) 建築基準法に基づき認定（構造用及び耐火構造用）を受けた合成床版用

床型枠用鋼製デッキプレートの取付け

床型枠用鋼製デッキプレート

図６.１１ (単位：㎜)

補強トラス

5
0

H

5
0

e

0～5 0～5

t ｆ

t pw t

5
0

LＣ

2
0補強プレート

e：材端との補強プレートの間隔

は３φまたは

補強トラス法

（１）スリーブの取付けは、全周隅肉溶接とする。

100以下

50

60° 60°

B

0～5 0～5

(自然開先)

fｔ ｔ

CL

山形鋼
又は鋼板

100 100

10

100 100 100 100

(b) (d)(c) (e)山形鋼による接合 鋼板による接合 鋼板による接合 母屋を引通す場合 母屋を継ぐ場合
(リブプレート付)

(a)

図６.９ 母屋の接合 (単位：㎜)

(b) (d)(a) (c) (e)

(単位：㎜)胴縁の接合

100 100 100 100 100 100

10
鋼板による接合 胴縁を引通す場合 胴縁を継ぐ場合

(リブプレート付)
山形鋼による接合 鋼板による接合

図６.１０

(1) 鉄筋の貫通孔径の最大値は、表6.1による。

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

４３３８ ４６２１ ２４ ２８ ３１ ３５

鉄筋の貫通孔径の最大値 (単位：㎜)

鉄筋の呼び名

鉄筋の貫通孔径

(標仕-表7.3.1)表６.１

ただし、主筋の貫通孔（基礎梁を除く。）は、最大の径に統一することができる。

梁貫通孔の位置の限度（単位：㎜）

（φ≦H/2かつφ≦D/3）

φ：貫通孔内径寸法

D ：はりせい

H ：鉄骨せい

以
上

以
上

1
0
0

1
0
0

DH

φ

（ａ）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合で貫通孔部分を補強する場合に適用する。

（ｂ）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。

（ｃ）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で２倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で３倍以上確保する。

（ｅ）貫通孔の補強方法は、補強プレート法及び補強トラス法とし、貫通孔部分は、必要に応じて鋼管スリーブを取り付ける。

（ｄ）梁端に貫通孔を設ける場合は、原則として、梁端から貫通孔の中心まで1.2Ｄ以上離し、梁継手位置等にも留意を要する。

（２）補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。

補強プレート法

（１）補強プレートが16㎜以上となる場合は、必要な長さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。

のうち小さい方とする。 （ｅ≧ H とする）

図７.１ ガセットプレート

≧ e ２
S以

上

≧
e
2

≧
e
2

＝ ＋
2

２
S以

上

S

ＴＹＰＥ② ＴＹＰＥ③ＴＹＰＥ①

S

＋2S ＋4S

1 2

1

S

図７.２ ガセットプレートの種類

3

1

1

3

2

1

1

2

P

t

S

長さ

1

t

羽子板ボルト（M10～M22)

d

S

RR
1

d

d

R
e

e

e

e

e
e

e

e

d

長さ

(JIS A5542 付表1a)

(JIS A5542 付表1b)羽子板ボルト（M24～M33)図７.４

図７.３

Ｌ：胴の長さ

「割 枠 式」 「パイプ式」

(JIS A5541 付表1)

左ねじ 左ねじ右ねじ 右ねじ

A
L

A

L

ターンバックル胴

AA

図７.５

Ａ：有効ねじ部の長さ

ｅ

Ｐ

Ｂ

1ｅｅ1

d
21

鉛直ブレース(1)

Ａ Ａ

10

20

Ａ Ａ

(b)(a) 柱　頭（梁が剛接合の場合） 柱　頭（梁がピン接合の場合）

Ｘ-Ｘ断面図Ｘ-Ｘ断面図

(d)

30°

30°

Ｂ
Ｘ

ガセットプレートの形状

２．ガセットプレートの幅は、材端ボルト位置で図(d)に示すＢの

長さを確保する。 ただし、それによりゲージラインが不一致

１．柱、梁及びブレースのゲージラインは、原則として一致させる。(注)

Ｘ

Ａ-Ａ断面図

-6ＰＬ

ＡＡ

図７.６
(c) 柱　脚

鉛直ブレース（山形鋼）（単位：㎜）

Ｘ-Ｘ断面図

となる場合はこの限りではない。

a±e

(a) (b)

図６.８

Ａ

Ａ

C-100×50×20×2.3

折板受材の取付け

勾配のある場合一般の場合

Ａ-Ａ断面図

30-500
FL

20

30-500

30-500

丸鋼

4 1FL

2FL F

F1

1

９．鉄骨工事の精度

７－２ ターンバックル筋かい等

７．筋　か　い

７－１ 山形鋼・平鋼

床型枠用鋼製デッキプレート

胴　　縁

母　　屋

折板受材

６－６ 梁貫通部補強

６－７

６－８

鉄筋の貫通孔径

６－８

６－９

６－10

７－３ 各 部 詳 細
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一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号
建築構造 S - 11

岩手県知事登録 第こ(2702)259号

N.S

B

H

200

300

≦200

大
梁

小
梁

梁幅
B

軸径
d

長さ
h

ピッチ
P

B

H

75 75

110

110

110

19

300

300

30016

19

(注1) 建築構造用アンカーボルト（ABR）を使用する場合は，フックではなく定着板とする。

(注2) アンカーボルト径が13mm以下の場合はＬ形とすることができる。

建築構造用アンカーボルトの形状

t

M16呼び径 M20 M22 M24 M27 M30 M33 M36 M39

60D

9

120

12 12 16 16 16 19 19 22

間柱用アンカーボルトの形状（SNR400)

M20 M22 M24 M27M16M12

L（最小値）

呼び径

180 221

128

262

160

283

176

304

192

334

21696La

Laは定着長さを示し、ねじの呼びの8倍以上とする

L

定着板D

L

L
b

t

L
a

(注3) 間柱に使用するアンカーボルトは、間柱用アンカーボルト（既製品）とすることができる。

48 72 72 91 91 102 102

(注) 定着板は丸型を示すが，四角型の採用も可とする。

L

480 600 660 720 810 900 990 1080 1170

400 500 550 600 675 750 825 900 975

鉄骨標準図(4)

PL-9 PL-12 PL-16 PL-19 PL-22

2PL-6 2PL-9 2PL-12 2PL-16 2PL-16

柱継手の標準

3

M16

②

6

M20

③

9

M20

④

12

M20

⑤

14

M20

タイプ

ブラケット

高力ボルト

参考支持床数

許容耐力(kN) 94 190 254 301 348

①

エレクションピース

RIB.PL-9

RIB.PL-9

G.PL-12  HTB 2-M16

G.PL-12  HTB 2-M16

(注)断面・寸法等で，図面に特記がある場合は
図面による。

ササラ桁：PL-12

H

H

無収縮均しモルタル t=30

2
0
0

1
0
0
5
0

5
0

BASE.PL-16

A.BOLT 2-M20
ダブルナット付
定着長さ：25d以上 H+50

5-D13

D10-@200

600

(注) ササラ桁下部に受け梁が無い場合は，
     土間を上図の要領で補強すること。

2
0
0

柱がＨ形鋼の場合 柱が角形鋼管の場合

 (1)勾配屋根

 (2)梁通し

 (3)仕口と継手

 (4)柱通し

 (5)現場溶接継手

Ａタイプ（主柱） Ｂタイプ（間柱等二次部材） (8) 柱脚

1.　PL-a（鉛直スチフナ）

2.　PL-b（水平スチフナ）

3.　PL-C（通しダイアフラム）

4.　PL-d（内ダイアフラム）

5.　PL-e（折れ曲がり部）

仕口部に集結する梁の最大FPLより1サイズUP以上

上下柱のFPLの厚い方より1サイズUP以上

梁(柱)のFPLより1サイズUP以上

仕口部に集結する梁の最大FPLより2サイズUP以上かつ柱のFPL以上

仕口部に集結する梁の最大FPLより1サイズUP以上

1)　パネルゾーンのPLの厚さ

※

2)　出寸法

イ　25mmかつcTf以上

ロ　cTf≦25の場合　25

　　cTf≧28の場合　30

1.　ダイアフラムの材質は特記仕様書による。特記なき場合は、接続する柱及び梁の１ランク上質と

　　する。また接続する柱及び梁の強度及び材質の異なる場合は、強度は大きいほうに同じとし、材

　　質は上の方の１ランク上質とする。

　　(告示1464）

3)　注記

　　折り曲げ加工又は溶接加工とする。

　　い場合(1/6程度)は不要。

3.　ハンチ部で、FPLを折り曲げる場合は、R≧10Tfとし補強プレートを入れる。ただし、勾配のゆる

4.　ダイアフラムと梁フランジの溶接部は、梁フランジはダイアフラムの厚みの内部で溶接すること。

2.　ｄ（(1)項)上下階で柱径が異なる場合の板厚は上下階の厚い方、材質は上下階柱と同質以上とし、

5.  梁が内ダイヤフラムに納まる場合は，柱のR部を避けるよう梁を柱芯側に寄せること。

6.  はり段差が100mm未満の場合は，梁をハンチ加工する。

7.  スカラップは改良形又はノンスカラップ工法とする。

1サイズUP：3mm以上UP  2サイズUP：6mm以上UPを示す

8.  接合部の板厚の差が 1mmを超える場合は、フィラープレートを用いて補う。

 (7)補足事項

柱がＨ形鋼の場合 柱が角形鋼管の場合

 (6)その他
 (9) 階段

スタッド

 (10)頭付き

ｂ ｂ

Td

10
ロ

PL-C

通しダイアフラム 梁FPL

Tf

直交梁

PL-a

cTf

PL-C

WPL

補強プレート

イ

梁FPL

30以上

30以上

継手リストによる

内ダイアフラム
PL-d

1
0
0
以

上
ロ

10

ガス抜穴20Φ

PL-C

継手リストによる

1
0
0
以

上

ａａ

ａ-ａ断面

PL-d

PL-d

PL-d

ｂ-ｂ断面

R(曲率半径)以上

1000前後

HTB継手

柱現場継手位置

直交梁用PL-b

PL-b

PL-b

PL-a

cTf cTf

2400以下を原則とする

梁現場継手位置

PL-C

イ

PL-e

Tf

イ

直交梁

7
5
以

上 PL-d

PL-b

cTf

イ

柱FPL

イ PL-b

ｄ柱径が異なる場合

ｃ ｃ
GG

通しダイアフラム

G

ウェブは継手リストによる

ウェブの継手は設計図書による

PL-b

PL-b 下向き溶接とする
ｃ-ｃ断面

通しダイアフラム

35

梁FPL現場溶接継手

柱FPL現場溶接継手

建方用ボルト

ブラケット
（柱溶接後切断）

エレクションピース

余長はネジ山3以上

無収縮モルタル流し込み3
0
～

5
0

設
計

図
に

よ
る

場合は設計図書による
アンカーフレームを使用する

25

無収縮モルタル流し込み

3
0
～

5
0

BPL

無収縮モルタルの強度はＲＣ柱型の

コンクリート強度以上とする

補強PLは座金を兼ねる

t

BPLAB

補強PL厚さtはBPL厚さの1/2以上かつ6以上

する。

場合は台直しはせず右図の様に補強

アンカーボルトの施工に誤差がある

ロ

PL-6かつt/2以上

PL-d

直交梁

1
0
0
以
上

開先形状は
設計図書による

ロ

腰折れ柱

Ｈ形鋼の弱軸にブレースが取付く場合

PL-e

G.PL

L
a

座金付き二重ナット

又は200Φ以上とする
中心塗りモルタル200角

一般アンカ
ーボルト

間柱用アン
カーボルト

（Ａタイプも同じ）

設
計

図
に
よ

る

（
定
着

長
）

（
全

長
）
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山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

2025.04

構造関係共通図（鉄骨特記事項）



一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号
建築構造

岩手県知事登録 第こ(2702)259号

S - 12N.S地盤改良特記仕様書
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山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

2025.04

ソイルセメントコラム地業特記仕様書

強度を持つ改良体（以下コラムという）を築造するものである。

う）による。

2.一般事項

3.特記事項

4.施工計画
（1）　本工事施工業者は、本工法の施工技術に精通した業者とする。

（2）　施工計画書

ｃ.　工事要領（使用固化材、配合、攪拌翼吐出量の昇降速度等）

ｂ.　工事期間及び工程

ｄ.　施工機器

ｅ.　施工管理の方法

ｆ.　品質管理の方法

ｇ.　各種作業の主たる従事者の組織表

ｈ.　環境の保全対策

ｉ.　安全対策

ｊ.　品質証明書（技術審査証明書等）

（1）　作業地盤は、施工機械が傾斜・転倒しないように養生する。

（2）　施工手順は、施工計画書による。

（3）　本工事により排出される発生残土は、場内処分とする。

（4）　施工に対して疑義が生じた場合は、ただちに監督員と協議し、その指示を受ける。

（2）　所定の施工管理項目を、計測・記録できるデジタルディスプレイ式施工管理装置を用いること。　

（3）　改良機本体は、本工事の施工仕様を満足させる施工制御機器を装備したもので、自走式とする。

（4）　ミキシングプラントは、全自動プラントとし、所定の吐出量を十分供給できるものとする。

6.施工機械

7.配合管理

（2）　配合強度

変動係数

（25％）

Ｎ

αｔ

3

1.8152.163

1

1.918

2

1.719

4～6 7～8

1.651

9～

1.594

Ｘｆ＝　αｔ　×　Ｆｃ　[　Ｘｆ：配合強度、αｔ：割増し係数　]

（3）　室内配合試験

　 　　　固化材液の配合（Ｗ／Ｃ）と使用量（添加量）は、室内配合試験の結果に基づいて現場室内強度比を参考にして、配合強度を満足するよう

　 　　に決定する。

1.工事概要

（1）　コラムの径・掘削深度（改良長＋空掘長）・本数・配置等は設計図書による。ただし、コラムの径・長さ・本数・配置及び固化材液の配合等

　　　 について、土質や地盤の状況により変更した方が適切だと判断される場合は、監督員の承認の下に変更することができる。

ａ.　工事内容（コラム径、コラム長、空掘長、コラム数、設計基準強度）

 　　　工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書は、次の事項を明記する。

5.施　　工

（1）　固化材液に使用する固化材は、セメント系固化材を使用する。

　　　 割増係数は、変動係数を想定し9項に規程する抜き取りヶ所数Ｎに応じて下表を用いて設定する。

ａ.　水／固化材比　　　　　60　％

（5）　設計配合は、以下の通りとする。ただし、室内配合試験の結果により変更される場合がある。

（4）　環境基準

　　を満足する様必要な措置を講じる。

　　　施工に当たっては、セメント系固化材等からの六価クロム溶出試験を実施し、環境庁告示第46号の基準値（検液1Lにつき0.05㎎以下であること）

注入しながら、角度付共回り防止翼と半円状の掘削爪を装備した攪拌装置を用いて原地盤土と機械的に混合攪拌し、固化材の固化反応により所定の

（3）　設計の要求する性能を確保するため、適切な配合管理及び品質検査を実施する。

3

（1）　固化材液と原地盤土を確実に混合攪拌ができ、角度付共回り防止翼と半円状の掘削爪を有した

　　　 攪拌翼を装備した、施工機械とする。

本地業は、ソイルセメントコラム工法による地盤改良地業である。ソイルセメントコラム工法は、スラリー状のセメント系固化材を地盤に

　　　 工法とする。

 (4)　 本工事工法は、改良体の品質（変動係数25％）が、建設大臣認定機関の「一般財団法人日本建築センター」にて証明された技術審査証明取得

　本地業は、本特記仕様書によるほか「2018年版建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針／2018年11月」（日本建築センター、以下指針とい

（2）　コラムの設計基準強度は、Ｆｃ＝800KN/㎡とする。

ｂ.　固化材添加量　　   　400ｋｇ／ｍ

3

1.6

4～6

1.5

7～8

1.4

9

1.3

±50mm/m

±10mm

規定値以上

規定速度以下

4枚以上

試験施工結果による

1

1.9

2

1.7

　　　　　　　　　　     電流値

　　　　　　　　　　　　撹拌装置　　　　　　掘削・撹拌翼の枚数など。

　　撹拌混合度の管理　　掘進・引上げ速度　　速度計による。

　　　　　　　　　　　　スラリー吐出深度　　（吐出量、深度及び総量）

　　　　　　　　　　　　スラリー吐出量　　　流量計による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　スラリー比重　　　　比重計による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　規定比重の 99％以上

　　固化材管理　　　　　材料の計量　　　　　自動計量器（練り水、固化材）により、パッチ毎管理　　　　　　Ｗ／Ｃ＝± 2％以内

　　　　　　　　　　　　ロッド長　　　　　　ロッド長さを計測　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設計掘削深度＋ 1ｍ以上

　　　　　　　　　　　　改良径　　　　　　　掘削撹拌装置の形状を計測

　　　　　　　　　　　　掘削深度　　　　　　深度計による。

　　　　　　　　　　　　コラム芯　　　　　　コラム中心のズレを計測する。　　　　　　　　　　　　　　　　± 100 ㎜以内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施工角度が異なる場合は、その角度を管理する。　

　　寸法・形状の管理　　鉛直性　　　　　　　改良機のリーダーに設置された傾斜計やトランシットによる。　　 1／100 以内

　　　　管理項目　　　　　　管理内容　　　　　　　　　　　　　施 工 管 理 方 法　　　　　　　　　　　　　　　　管理値

8.施工管理
（1）　施工の安定性を確保するため下記に示す項目について管理する。

9.品質検査

ａ.　検査対象群は概ねコラム300本を1単位とする。土層毎に検査対象層を決めるが、最小層厚を0.5ｍとする。

越えてる場合は、最も近い平均強度の層を設計対象層とする。

（1）　検査対象群、検査対象層及び調査ヶ所数

ｃ.  検査ヶ所数

 (2)　 コア採取率による検査

コア採取率が、全長に対して粘性土で90％、砂質土で95％以上、深さ1ｍ毎に粘性土85％以上、砂質土90％以上あることを確認する。

（3）　合格判定

ａ.　抜取ヶ所1ヶ所当たり3個の供試体を採取し、その平均強度をそのヶ所の強度とする。

ｂ.　一軸圧縮試験は、公的機関あるいは監督員立ち会いの下に行うものとする。

ｃ.　検査手法は、品質のバラツキを想定する場合の検査手法Ａによる。

ｄ.　検査手法Ａによる品質検査

合否の判定は、抜取Ｎヶ所一軸圧縮試験の平均値が、下式を満足した場合を合格とする。

ＸＮ　≧　ＸＬ　Ｆｃ　＋　Ｋａ　・　σｄ

ＸＮ　：　Ｎヶ所の一軸圧縮強度の平均値（ＫＮ／㎡）

ＸＬ　：　合格判定値（ＫＮ／㎡）

Ｆｃ　：　設計基準強度（ＫＮ／㎡）

Ｋａ　：　合格判定係数

Ｖｄ　：　変動係数、品質確認書より想定する。

σｄ　：　標準偏差（ＫＮ／㎡）　＝　Ｖｄ・ｑｕｄ

抜取ヶ所数　Ｎ

合格判定係数　Ｋａ

ｑｕｄ：　想定した平均一軸圧縮強さ（ＫＮ／㎡）

コアボーリング調査の内、検査対象群に1ヶ所の割合でコア採取率を調査する。

設計対象層の平均強度は他の検討対象層の平均強度を超えないこと。

　　支持地盤の管理　　　掘削速度　　　　　　速度計による。

　　　　　　　　　　　　トルク値　　　　　　トルク値、電流値による。

ｂ.　検査対象層は(シルト・砂礫)であり、設計対象層を(シルト)とする。

深度コア：(コラム100本毎に1ヶ所　全長コアボーリングとする。)

頭部コア：(コラム50本毎に1ヶ所)

ｇ.　固化材液の配合及び注入量と固化材の使用量

10.報　　告

ｉ.　合格判定結果

ｈ.　コアの強度管理試験結果

ｆ.　掘削深度及び引き上げ速度

ｅ.　トルク値

ｄ.　掘削深度

ｃ.　コラムの径・及び長さ

ｂ.　コラムの施工日

ａ.　コラムの伏図及び番号

　　　工事完了後、次の項目について報告書をまとめ、3部監督員に提出する。

11.発生土処分
ａ.　改良工事の発生土については無機汚泥移動式中間処理(リテラ改良機BZ210-3、改良土ユニ・ソイル)を行い適切に処理すること。

     なお、改良土は埋め戻し土に転用し現場搬出は行なわないこと。

ｂ.　産業廃棄物法に則り、マニフェストを提出すること。



一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号
建築構造

岩手県知事登録 第こ(2702)259号

S - 13N.Sベースパック柱脚工法標準図(1)
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注入口

面取り

76
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形状（ハ） 形状（ニ）

約
３

０
ｍ

ｍ

注入座金
Dナット

Dナット(S)

B.PL

A.Bt

２/３　程度

BT-HT440B-SP
(建築構造用高溶接性高性能５９０N/mm　鋼材)２

65

g dt

12 37

材質

70 37

D38

D41,D41H 12

SS400

SS490

8

レベルモルタル
(ベースパックグラウト)

(注)上記 1 ～ 12 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

(注)上記 8 ～ 11 は現場状況により仕様が異なる場合がある。

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Mナット

5 Dナット(S)

6 ベースパックグラウト(グラウト材)

7 定着座金

8 テンプレート

10 フレームベース

11 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

12 ベースプレート

4 Dナット

9 フレームポスト

M33

呼び A B (e)

Mナット

Dナット

Dナット(S)

M36

D38

D41

D38

D41

26

29

45

48

30

32

50

55

65

70

65

70

58

64

75

80

75

80

１．１ 構成部材 ３．１ ベースプレート

１．２ 柱脚の定着方法概要

３．２ アンカーボルト（Dアンカーボルト）

３．３ Mナット・Dナット

３．４ 定着座金

３．６ フレームベース

PD38

記号 a

PD41 46

43

127100

96 122

20

20D38

D41,D41H

適用

< Cタイプ  > < 特Cタイプ >

(アンカーボルト8本)

< Cタイプ  >

(アンカーボルト12本)

< 特Cタイプ >

３．７アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

３．５ 注入座金

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋(6kg)に対して、計量カップで

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

で組立てを行う。

行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本(8本)

●本締めはグラウト材の充填前に行い、

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

●Dナット(S)による弛み止めは右図による。

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との
許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

ダブルナットを標準とする。

４．１ 形状・材質 ４．２ 配筋

●コンクリ－ト

SD345(D22,D25)

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計

SD295(D13,D16)

立上り高さ

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

４．３ 基礎立上がり

12

7

11

角形鋼管

5 4

2

6

1

3

9

10

1

4

5

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）
注入枠

立上り筋

フープ筋

e1

e1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

基準強度は下表に記載の値とする。

c t d

●材質
SN490B

アンカーボルト
適用
アンカーボルト

i) Cタイプ ii) 特Cタイプ

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用F値(N/mm  )

STKR400

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

クシート等により施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理
技術者等による。

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースプレート

採用

□-350×350

35-16R
t≦1935-19R

35-22R

40-16R

40-19R

40-22R

45-19R

45-22R

50-19R

50-22R

55-19R

55-22R

□-350×350

□-350×350

□-400×400

□-450×450

□-500×500

□-550×550

□-400×400

□-400×400

□-450×450

□-500×500

□-550×550

t≦16

t≦22

t≦19

t≦16

t≦22

t≦19

t≦22

t≦19

t≦22

t≦19

t≦22

（ハ） 630

630

630

700

700

700

750

750

820

820

840

900

a

65

65

65

65

65

65

65

65

65

65

65

65

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

330

330

330

400

400

200

225

225

260

260

270

300

φ70

d

φ70

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ70

φ70

寸法(mm)

8-D38

8-D38

8-D41

8-D41

8-D41

12-D38

12-D38

12-D41

12-D41

12-D41H

12-D41H

12-D41H

アンカーボルト

立上り筋

12-D25

12-D25

16-D22

12-D25

16-D22

16-D25

16-D25

20-D25

20-D25

24-D25

24-D25

24-D25

フープ筋

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D16@100

配筋

コンクリート柱型

BT-HT440B-SP

SN490B

材質

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

形状 本数-呼び

390

490

490

490

390

390

390

390

390

390

390

390

寸法 W(mm)

特C

フレームベース

寸法 x(mm)

特C

フレームポスト間
J寸法

(mm)

基準強度

l1 l2 l3

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

記号
ベースパック

最低

45

44

44

44

48

48

48

52

52

60

52

60

t (mm)

h寸法

BT-HT440B-SP

柱

外径 板厚
(mm) (mm)

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

標準

寸法 D(mm)

標準フレーム 特C

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2018年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆
被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

-2,+∞
(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1
(-2,+2)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞
(-5,+∞)

下向き

溶接
姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞
(-5,+∞)

下向き

許容差・記号+∞は制限無しを示す。
・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて

※ ※

板厚(mm)
溶接方法

40≦t≦50

SN490B
CO ガスシールドアーク溶接

BT-HT440B-SP

鋼種

予熱なし

予熱なし

50＜t≦75

50 ℃

予熱なし

予熱なし

予熱なし

SN490B

BT-HT440B-SP

設計基準強度

21以上

(N/mm  )

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

24以上

24以上

  特Cタイプを選択できる。

形状は正方形とし、寸法は下表に
●形状

記載の値とする。

40-25R

45-25R

50-25R

55-25R

295 JBCR295

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

PD51

M45

D51

D51

□-400×400 t≦25

t≦25

t≦25

t≦25

□-450×450

□-500×500

□-550×550

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

710 48 70 85 200 φ75 12-D41 390

750 65 85 225 φ75 12-D41H52 490

820 φ7560 12-D51 39075 110 225

900 60 75 110 265 φ75 12-D51 390

16-D25 D13@100

24-D25 D13@100

24-D25 D16@100

32-D25 D16@100

24以上

24以上

24以上

21以上

36 70 81

60 80 92

40 80 92

58110 140 2085 4612

900

1000

910

840 380

380

380

450

450

450

500

500

570

570

590

650

590

590

590

660

660

660

710

710

780

780

800

860

250

250

250

320

320

320

370

370

440

440

460

520

450

450

450

520

520

520

570

570

640

640

660

720

180

180

190

190

190

180

180

190

190

200

200

200

750

750

800

800

800

800

800

800

800

850

850

850

870

800

800

900

950

1000

1000

870

800

840

830

910

1030

1120

1050

1100

1100

1050

1100

C

C

C

C

960
900

1000

1050

1100

450 320

500 370

510 380

590 460

800

850

950

950

190

200

230

230

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料,SS490】

単位 mm

呼び

D38

L 基準強度(N/mm )

D41

D41H

850

900

995

390

390

490

端部ねじd

M33

M36

M36

b

46

49

49

D51 3901110 M4557

(N/mm  )

910

1000

1050

1100

520

570

610

690

660

710

750

830

TSC295

　配置する。

35-25R □-350×350 t≦25 650 75 85 165 φ70 12-D38 16-D25 D13@100BT-HT440B-SP 390（ニ） 48 C 21以上 380 - 250 - 180800850 -

45-28R t≦28□-450×450 （ニ）BT-HT440B-SP 770 75 110 200 φ75 12-D5160 390 24-D25 D13@100 24以上C 1000 460 330 950 230

50-28R t≦28□-500×500 （ニ）BT-HT440B-SP 820 φ7560 12-D51H 49075 110 225 32-D25 D16@100 24以上C 1140 510 380 1050 235

55-28R t≦28□-550×550 （ニ）BT-HT440B-SP 900 65 75 110 265 φ75 12-D51H 490 36-D25 D16@100 24以上C 1150 590 460 1050 235

- --

- --

- --

梁主筋

D51H 4901215 M4557

D51,D51H D51,D51H

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

４．４ 特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

配筋仕様は下表による。

採用

(注)アンカーボルト12本の場合はつなぎプレートが取り付く。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

ベースパックグラウト

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの
注入は、ベースパック・セレクトベース施工技術委員会によって認定された有
資格者（ベースパック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェッ

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

※フラックス入りワイヤによるCO ガスシールドアーク溶接の予熱温度は、低水素被覆アーク溶接に準じる。2

2
※

低水素系被覆アーク溶接

2 標準ﾌﾚｰﾑ 標準ﾌﾚｰﾑ

ｱﾝｶｰ
ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ2

２

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【JIS G 3136】

2

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。
(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

※立上り筋の頂部にはフックを設けなくてよい。

※トップフープはダブルとし、柱型上端近くに

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

2023-050

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

１．工法概要

ベースパック　型
角形鋼管

F値295N/mm 以下

□-350×350 ～ □-550×550 用

２

３．構成部材・寸法

ベースパック柱脚工法　標準図
（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-19」（令和6年6月21日付）

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

設計

施工

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

２．柱
５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

2025.04



一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号
建築構造

岩手県知事登録 第こ(2702)259号

S - 14N.Sベースパック柱脚工法 標準図(2)
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t
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●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

形状（イ） 形状（ハ）

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

A B (e) 呼び

M27 22 41 47

M30 24 46 53

M33 26 50 58

M36 29 55 64

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

呼び L b

128

X

45

M36 D38 60770

M33 720

M30 695D32

D35

M27 650D29

133M30 695D32

M33 690,735D35 95,140

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

約
３

０
ｍ

ｍ

1

3

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

(注)上記 6 ～ 9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。 55

g1 dt

9 28

材質

55 31

60 34 SS400

65 12 37

9

9

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）
注入枠

10
3

角形鋼管

2

< Aタイプ > < Cタイプ 　>

X

45

45

60M36

M27

M30

M33

M36

D38 770 130

※トップフープはダブルとし、

45

L

45

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

クシート等により施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理
技術者等による。

２/３　程度

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

１．１ 構成部材

１．２ 柱脚の定着方法概要

３．１ ベースプレート

３．３ Mナット

３．４ 定着座金

４．１ 形状・材質 配筋

４．３ 基礎立上がり

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

4

1

5

9

3

7

8

6

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用F値(N/mm  )

295

STKR400

●材質
SN490B 【JIS G 3136】

PM27

記号

M33

M36

35 110

適用
a1 c

18 34

t d

M27

M30PM30

PM33

PM36

31

28

10132

32 101

18

18

110

アンカーボルト a2

45

42

42

35 45 18 37

注入座金

３．６ フレームベース

i) Aタイプ ii) Cタイプ

d
異形部
呼び名

呼び
d

単位 mm 単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

を行う。

異形部
呼び名

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースパックグラウト

注1) 注1)

記号
a

寸法(mm)

ベースプレート

採用

15-12V （イ） 300t≦12

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

φ45

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

50

45

50

50

55

55

50

60

50

50

50

310

310

80

360

φ45

φ45

φ50

φ55

φ55

φ50

φ55

φ50

φ55

φ55

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36 12-D22

D13@100

本数-呼び
立上り筋 フープ筋

配筋

コンクリート柱型

(mm)

最低h寸法

550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

材質 形状

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

アンカーボルト柱

外径 板厚

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340

寸法W(mm)

フレームベース

150

180

210

210

260

270

140

320

210

210

240

寸法X(mm)

フレームポスト間

135

135

135

135

150

150

135

150

135

150

150

J寸法

(mm)l1 l2

200

230

260

260

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

ベースパック

t

28

32

28

32

32

36

32

36

32

40

50

d(mm) (mm)

A

A

A

A

C

寸法D(mm)

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710 ■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2018年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆
被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

-2,+∞
(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1
(-2,+2)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞
(-5,+∞)

下向き

溶接
姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞
(-5,+∞)

下向き

許容差・記号+∞は制限無しを示す。

t＜32

板厚(mm)
溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なし

32≦t≦50

50 ℃

予熱なし

予熱なしSN490B

設計基準強度

(N/mm  )

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●コンクリ－ト

SD345(D19,D22)

●鉄筋

SD295(D13,D16)

は21N/mm　以上とする。

●形状

２

角形鋼管

10
3

2

4

1

5

9

8

7

3

M39 31 60 69

60M39 D41 770,810 98,135

80 12 40M39

M39PM39 11838 48 18 40

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

立上り高さ

80

80

80

フープ筋

立上り筋

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との
許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

e1

e1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

（イ）

（イ）

A

A

A

C

C

C

12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

３．７ アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法
●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型
　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

g1 dt 材質

55 32

60 35 SS400

65 38

9

9

M30

M33

M36

単位 mm

9

g2

168

173

178

190

l3

-

-

-

-

-

-

-

260

260

290

490

基準強度
(N/mm )

490

490

490

490

490

基準強度
(N/mm )

490

490

基準強度

(N/mm  )

iii) 特Cタイプ

適用
アンカーボルト

適用
アンカーボルト

< 特Cタイプ >

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

※

特C

-

-

-

-

-

-

710

740

-

640

710

-

-

-

-

-

-

440

-

510

510

540

-

-

-

-

-

-

300

-

370

370

400

特C 標準ﾌ 特C

TSC295

　柱型上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

　なくてよい。

梁主筋

配筋仕様は下表による。
形状は正方形とし、寸法は下表に

記載の値とする。

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

４．４ 特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

採用

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの
注入は、ベースパック・セレクトベース施工技術委員会によって認定された有
資格者（ベースパック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェッ

※フラックス入りワイヤによるCO ガスシールドアーク溶接の予熱温度は、低水素被覆アーク溶接に準じる。2

2CO ガスシールドアーク溶接※

低水素系被覆アーク溶接

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

普通コンクリートとし、設計基準強度

４．２アンカーボルト（Mアンカーボルト）３．２ 【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

2 2

ｱﾝｶｰ
ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

標準ﾌﾚｰﾑ22 標準ﾌﾚｰﾑ

２

３．５

2023-050

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-19」（令和6年6月21日付）角形鋼管
ベースパック　型

□-150×150 ～ □-300×300 用 ●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

３．構成部材・寸法

ベースパック柱脚工法　標準図
設計

施工
F値295N/mm 以下

１．工法概要

２．柱

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

２

2025.04



品名

開口寸法

開口位置

開口率
25％以下

250mm以上

300mm以下※

EZ50

適用範囲項目

デッキ長手方向

450mm以上

mx

my

ex

ey

rx

ry 12％以下

記号

―

※開口率の制限により、許容開口寸法の最大が300mmを下回る

mx

m
y

複数開口時の取り扱い

mx1 mx2sx

sx≧

イ）一つの大きな開口とみなして、左表を満足することを確認する。

ロ）デッキ幅方向において、開口同士の内法距離sxが下式を満たす場合、個々の

場合がある。詳細は下記及び下表を参照すること。

mx1+mx2

2
×3

lx

mx2

ly

開口率の考え方

ex

e
y

デ
ッ
キ

長
手
方
向

※開口寸法に応じ、面内せん断耐力を低減する必要がある。

詳細は別途お問い合わせください。

ex≧450

ey≧250

デッキ幅方向

デッキ長手方向

デッキ幅方向

デッキ長手方向

デッキ幅方向

mx1

my

ハ）梁芯と開口の最小距離exおよびeyが左表を満足することを確認する。

rx=
Σmx

lx
0.25

ry=
my

0.12

≦

≦
ly

1.5

180

1.6

192

1.7

204

1.8

216

1.9

228

2.0

240

2.1

252

2.2

264

2.3

276

2.4

288

2.5

300

375 400 425 450

my

Σmx 475 500 525 550 575 600

※上記の表は開口投影長さの和であり、開口1つあたりの開口寸法は300mm以下とする。

梁芯間スパンlx,ly（ｍ）

625

単独開口とみなすことができる。(長手方向は開口同士の距離に依らない。)

ロ）

イ）

ハ）

表7.1の適用範囲を満足する場合、耐力補強筋を省略できる。

表7.1 適用範囲

表7.2 開口率に基づく梁芯間スパンにおける開口投影長さの和の上限(mm)

梁芯間にある開口投影長さの和(Σmx,my)を梁芯間スパン(lx,ly)で除した値を開口率(rx,ry)とする。開口率の制限は梁芯間スパンに応じて表7.2の通りである。(2)建物外周部デッキ幅方向

一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号
建築構造

岩手県知事登録 第こ(2702)259号

S - 15N.Sデッキ合成スラブ 標準仕様書

9

5

8

7

6

4

3

2

1

タイプ

B
－耐火補強筋不要タイプ－

デッキ合成スラブ
設計･施工標準仕様書

コンクリ－ト打設

（ｄ）異形鉄筋の継手はＪＡＳＳ５による。

（ａ）規定のサイズを床全面に配筋する。（図４）

溶接金網又は異形鉄筋

小口ふさぎ・コンクリ－ト止め

（ｂ）コンクリ－トの強度がでるまでは、床面に重量物を置いたり振動を与

（ａ）コンクリートの初期乾燥収縮を防ぐ為、湿潤養生する。

（ｂ）単位水量の少ないスランプの小さいコンクリ－トを入念に打設する。

（ａ）コンクリ－ト打設前にデッキプレ－ト面を充分清掃する。

（ｃ）溶接金網の継手は（１メッシュ＋５０ｍｍ）以上重ねる。（図５）

（ｂ）かぶり厚さを確保するスペ－サ－を１ｍ以内に設置する。

小口ふさぎはデッキプレ－トの溝をふさがない独立したものを使用する。

開口部まわりは必ず鉄筋等で補強する。（6.開口部補強を参照。）

養　生

開口部補強

（図５）

50mm以上

のうち大きい値以上

溶接金網又は異形鉄筋

30

（図４）

ｽｰﾊﾟｰE

（図３）

SEｽﾍﾟｰｻｰ等

EZ50

敷込み・仮止め
（ｃ）梁上を清掃し、所定の位置に墨出しをする。

搬入・保管・揚重・仮置・墨出し

（ｂ）頭付きスタッドの施工は ＪＡＳＳ６ による。

デッキプレートと梁との接合

工法・工程・割付け計画をたてる。

（f）焼抜き栓溶接（SPW）の溶接条件及び溶接機器仕様

（ｂ）幅方向の調整は、幅調整板（フラッシング）を用いる。

（ａ）デッキ相互をカン合させながら敷込む。

（ａ）揚重は２点吊りとし、デッキプレ－トをワイ

（ｃ）デッキプレートと大梁との接合ができるように、デッキプレート山部が梁上にこないように納める。

（ａ）敷込み完了後風等で飛ばないように、デッキと梁とをア－クスポット溶接等で接合する。

（ｃ）焼抜き栓溶接の施工位置は特記による。特に指定がない場合には、図２の要領で行う。

（ｄ）施工者は焼抜き栓溶接講習会を受講した方が望ましい。

（図２）

割付け計画

ﾋﾟｯﾁ
焼抜き栓溶接又は

発射打込みびょう

（図１）

大梁

デッキ山部

ヤで傷つけないようにする。

（図３）　又は、エンドクロ－ズ製品を用いる。

えたりしない。

（150mm以上）

200mm以上

寸法はφ6-150x150を示す

横筋

又（　）内寸法はφ6-100x100を示す

重ね代寸法（溶接金網の横筋間の寸法）

30mm

溶接金網

<溶接金網>

コンクリート

５．早期に載荷したり、振動を与えない。

４．コンクリート打設後初期には湿潤養生を行い、充分な養生期間を設ける。

３．水セメント比の小さいコンクリートを用いる。

２．溶接金網は、所定の位置に配する。

１．デッキプレートは各溝で梁に接合する。

（Ｂ）施工上の留意点

異形鉄筋 D10@200以下

スーパーＥデッキ

30mm

スーパーＥデッキ

３．スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

２．ひびわれ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図)

１．小梁の剛性を大きくする。

（Ａ）設計上の留意点

<異形鉄筋>

重ね代45d以上

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

梁耐火被覆

溶接金網又は

小口ふさぎ

デッキ受材

(7)デッキ長手方向梁継手部

コンクリート

(8)デッキ幅方向梁継手部

コンクリート

溶接金網又は

FB65x6等
梁耐火被覆

現場切断

（幅調整板）

ａ－ａ断面図FB65x6等
ﾃﾞｯｷ受材

コンクリート

デッキ受材
ＦＢ６５x6等

（デッキ）
現場切断

柱

溶接金網又は

異形鉄筋

コンクリート

又は頭付きｽﾀｯﾄﾞ

発射打込みびょう

(5)デッキ幅方向デッキ振り分け

溶接金網又は

幅調整板

200mm以下
焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆

ａ

(6)柱廻り

又は頭付きスタッド

溶接金網又は

スーパー

梁耐火被覆

(4)建物内部デッキ長手方向

溶接金網又

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆

50mm以上

コンクリート

小口ふさぎ

50mm

(1)建物外周部デッキ長手方向

壁

コンクリート

小口ふさぎ

壁

梁耐火被覆

デッキ

柱止りデッキ

デッキ受材

ａ

柱
梁

梁耐火被覆

又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

異形鉄筋

以上

切欠き

異形鉄筋

異形鉄筋

異形鉄筋

は異形鉄筋

Ｅデッキ
Ｅデッキ
スーパー

スーパー
Ｅデッキ

スーパー
Ｅデッキ

Ｅデッキ
スーパー

Ｅデッキ
スーパー

（表１）焼抜き栓溶接１箇所当り短期せん断耐力

SPW 7,350

デッキ板厚 1.2mm

11,025

（単位：Ｎ）

1.6mm

（接合部で幅調整をしてはならない。）

ひび割れ

400mm以上

400mm以上

デッキプレート

P　＝　MIN　（　600　,　P1　）

P１　＝　ｑ　／　Qm　x　1000

(特記)[　　　　]mm、下式による。

ｑ：１箇所当りの短期せん断耐力

Qm：１ｍ当りの設計水平せん断力

溶接ピッチ（P）：特記無き限り600mm以下とする。

（単位：Ｎ）

1.0mm

2,850打込みびょう

デッキ板厚

5,300

1.6mm

（g）焼抜き栓溶接１箇所当り短期せん断耐力

（単位：Ｎ）

溶接作業者資格

溶接棒及び溶接材料

溶　接　機

デッキ板厚（mm）

梁フランジ板厚（mm）

溶接　電流（A）

溶接径（mm）

接

件

条

準

溶

標

又はエンジン溶接機230A以上

18 以上

8～12

6 以上

190～230

1.0～1.6

交流アーク溶接機AW250A以上

JIS Z 3801基本級以上又は

低水素系溶接棒φ4mm

JIS Z 3841基本級以上

EZ50

板 厚
（ｍｍ）

山上コンクリート厚さ

3.07

3.35

3.332.48

3.622.71

3.232.43

3.562.65

3.142.39

3.492.60

3.062.34

3.432.56

3連梁

70mm

2連梁単梁

80mm

単梁

90mm

単梁

100mm

単梁

1.0

1.2

1.6

（単位：m）

1　算出方法は、「デッキプレート床構造設計・施工規準」に準拠しています。

2　単純支持条件の場合は「単梁」の欄を、連続支持条件の場合は「2連梁」

※注意

1.0mm

4,500

（h）発射打込みびょう１箇所当り短期せん断耐力

デッキ板厚

SPW 4,500

1.0mm

11,025

1.6mm

7,350

1.2mm

1.2mm

4,000

（ｂ）デッキプレートは梁上に安全な状態で仮置きし、
風等で飛ばされないように養生する。

(9)デッキ長手方向段差部 (10)デッキ幅方向段差部

2.903.06 2.972.30 2.892.26 2.812.22

3　耐火要求のない場合又はロックウール被覆耐火構造（２．耐火設計参照：

することができます。

アークタイム（sec）

EZ75 3.90

4.16

4.053.24

4.423.53

3.943.18

4.363.47

3.843.12

4.313.41

3.743.07

4.253.35

1.0

1.2

1.6

3.733.723.06 3.623.00 3.522.95 3.432.90

品名

重ね代　150mmまたは1メッシュ＋50mm

カタログ及び設計・施工便覧による。

会編「大臣認定・無被覆耐火構法　合成スラブの設計・施工マニュアル」、日鉄デッキプレート

様書・同解説のうちＪＡＳＳ５鉄筋コンクリ－ト工事及びＪＡＳＳ６鉄骨工事」、合成スラブ工業

(一社)日本建築学会編「各種合成構造設計指針・同解説」（一社）日本建築学会編「建築工事標準仕

合成スラブの設計・施工は（一社）日本鋼構造協会編「デッキプレ－ト床構造設計・施工規準」

以下のひび割れ拡大防止の対策は、必要に応じて行なって下さい。

項目 溶接方法

デッキプレート幅方向 デッキプレート長手方向　溶接ピッチ（P）

板厚1.2mm以上）とする場合は、山上コンクリート厚さを50mm以上と

「3連梁」欄の数値をご使用下さい。（支持スパンのとり方は右図を参考）

施工時スパン

※耐火認定上のスパンは梁芯間距離

（大梁）接合部2箇所 接合部2箇所

（小梁） 各谷1箇所

中間1箇所

［ ］箇所 ［ ］箇所

（図１）

（e）発射打込みびょうの施工は発射打込みびょうメーカーの施工要領による。施工位置は特記による。

※構造認定を受けた発射打込みびょうメーカー：日本ヒルティ（株）,日本パワーファスニング（株）

EZ50

径、長さ、ピッチは構造図による。梁とデッキとの接合は

接合位置は特記による。構造認定を受けた発射打込みびょうを使用すること。

SPW ： 標準溶接径 18mm以上 ※溶接位置等は特記による。

普通コンクリート      　 

φ6-150

D10-200

SEｽﾍﾟｰｻｰ

ｴﾝﾄﾞｸﾛｰｽﾞ

　 頭付きｽﾀｯﾄﾞ

　 焼抜き栓溶接

種類

デッキ山上厚さ (mm)

溶接金網 (JIS G3551)

異形鉄筋 (JIS G3112,3117)

デッキプレート

コンクリート

溶接金網または

スーパーＥデッキ用システム部品

デッキプレート端部仕様

異形鉄筋

アークスポット溶接等による。（焼抜き栓溶接は不要）

設計基準強度 (N/mm )

　 びょう打ち

2
※Fc18はEZ50耐火認定仕様に注意！

50

95 ※耐火認定仕様は，80以上

認定仕様により
適用可能範囲が

異なります。

【注意】

梁との接合形式

種類の記号 *1

1.2 なし

塗装

めっき

1.6 なし

塗装

めっき

1.0 めっき

*2

Z12

その他[　　　　]   

*2

Z12

その他[　　　　]   

Z12

その他[　　　　]   

SDP2G

SDP1T

SDP2G

SDP2

SDP2G
4種の防錆性を有した塗料

*2 JIS K5621(2008)

*1 JIS G3352

特記無き限り下記とする。 特記は括弧内に記す。

3.01

3.28

3連梁

2.85

3.84

4.10

3.68

2.95

3.22

3連梁

2.79

3.79

4.05

3.63

2.90

3.16

3連梁

2.74

3.74

4.00

3.59

2連梁 2連梁 2連梁

EZ75  

Z27 K18

Z27 K18

Z27 K18

21 24

60 70 80 85 90

[        ]　100

φ6-100

 [                             ]

SEﾊﾝｶﾞｰ

 [                  ]

SEﾒﾝﾄﾞ

ＥＺ５０

SEｸﾛｰｻﾞｰ

SEﾊﾝｶﾞｰ

SEｽﾍﾟｰｻｰ

SEF

幅調整板

EZ50

ｽｰパｰE

デッキプレート形状・寸法 システム部品

EZ75

EZ50

75

600

600

50

175 125

180 120

125 175

115 185

＊溝部換算スラブ厚さは、EZ50 24mm、EZ75 36mmです。

溶接金網又は

鉄骨梁
50

スパン

ｺﾝｸﾘｰﾄ

合成デッキ

（単純支持）
30

鉄骨梁
50

30

スパン

溶接金網又は

（普通）
ｺﾝｸﾘｰﾄ

50

鉄骨梁

※梁の耐火被覆は、
鉄骨梁

スパン

  必要に応じて行う。
＊梁の耐火被覆は、

鉄骨梁

50

※注意

（普通）

異形鉄筋

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ
合成デッキ

必要に応じて行う。
異形鉄筋

*5 許容スパンは，鉄骨梁の芯間距離とする。

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ

　　本表の許容スパンは耐火認定の条件であるので，別途施工時の許容スパンを確認すること。

*3 鉄筋比は，０．２％以上。同時打ちでスラブ増打ちをする場合は注意すること。

*4 許容荷重は，全荷重（固定荷重+積載荷重）からスラブ自重を差し引いた数値である。

*6 この耐火条件に適合しない場合は吹付けロックウール被覆耐火構造（下記表参照*デッキ板厚注意）を適用する.

（連続支持）

吹付けロックウール

50
または75

※括弧内の数値はFP120FL-0103の場合

溶接金網又は
異形鉄筋

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

耐火構造仕様（詳細は下記の通り）

認定番号

認定条件
断面仕様 使用条件

コンクリート
ひび割れ
拡大防止筋

許容
荷重

許容
スパン
（m）

接合形式の適用

頭付き
スタッド

焼抜き
栓溶接

発射打込
みびょう

普通80

呼び径D10以上

200x200以下

線径6mm以上

150x150以下

3.5 3.0 ○ ○ ○
5.4 2.7 ○ ○ ○
7.0 2.5 ○ - -
3.5 3.4 ○ - -
5.4 3.0 ○ ○ -

普通90

線径6mm以上

100x100以下

6.0 2.5 ○ ○ -

認定番号 耐火時間
吹付け厚さ

（mm）

かさ比重

（g/cm ）

FP060FL-0114 1時間 15以上 0.3以上

*5*4*3

*7

*7

80
（90）以上

*6

品名

EZ50 1.0以上

FP060FL-0115 1時間 15以上 0.3以上 EZ75 1.0以上
100mm

デッキ板厚
（mm）

種類・　 基準強度

(FC)
条件

支持

*7 頭付きスタッドはφ16ｍｍ以上@300ｍｍ以下とする。

呼び径D10以上

200x200以下

単純
連続

単純
連続

※単純支持条件でも耐火補強筋は不要

耐火
区分

品名

床１
時間

EZ50

EZ75

床２
時間 EZ75

Ｅデッキ
スーパー

梁耐火被覆

異形鉄筋

溶接金網又は

コンクリート

FB

D10

＊2

＊2

＊2 焼抜き栓溶接、発射打込みびょう又は
頭付きスタッド

50mm以上

コンクリート

は異形鉄筋
溶接金網又

小口ふさぎ

山形鋼等6mm厚以上

Ｅデッキ
スーパー

D10

＊2

＊2梁耐火被覆

耐火要求なし

EZ50
*8

普通85 4.4 2.7 ○ - -*7

*8 スラブ自重が2,730Ｎ/ｍ を超える場合は、超えた重量分を許容積載荷重から差し引く。

3.192.41

3.522.63

85mm

単梁

2.932.28

3.893.15

4.333.44

3.572.98

2.98

3.25

3連梁

2.82

3.82

4.08

3.66

2連梁

FP120FL-0117 2時間 20以上 0.3以上 EZ75 1.0以上

コンクリートが漏れるおそれがある場合は、デッキプレート相互を溶接する。

＊１ 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照

＊1 ＊1

＊１ 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照

＊1

＊2 焼抜き栓溶接、発射打込みびょう又は
頭付きスタッド

＊１ 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照

FP120FL-0212 2時間 20以上 0.3以上 EZ50 1.0以上

ロ）開口部がデッキプレートのウェブにかかる場合は、プレートあるいは山形鋼による補強を行う。

注：合成スラブの補強として、
　　ウェブにかからない場合は補強の必要はない。

イ）開口部がデッキプレートの上フランジ又は下フランジにあり、

１．φ110mm程度で開口が独立している場合

（Ｂ）コンクリート打設前にデッキプレートを切断し、孔あけする場合

ｃ ｃ

3

D22 or 2-D16

・定着長さ；開口端より40D以上

・記号　ａ；耐力補強筋（上下端共）

　　　　ｂ；開口補強（配力筋）、D13以上
　　　　ｃ；開口補強、D10以上

M

ｆｔ・ｊ

・耐力補強筋の所要断面積；

　　増加曲げモーメント

　　　　ｄ；耐火補強筋、D13以上

Ｍ；開口によって生じる隣接スラブの

W

ｂ

Ｌ

≧40D

ａｃ

ａｔ＝

ｃ

ｂ

≧40D

ａ

ｃ

ａ）溝配筋方法

・かぶり　；30mm以上

≧40D

ａ

　　・所要配筋量は、ａt 又は ａd の大きい方。

耐火補強筋

ａt又はａdの大きい方
ａ；かぶり30mm以上

ｄ

ｂ

開口（Ｗ）

ｃ
ａ

ａ

ｃ ｂ

　　・耐火補強筋　ｄ；

ｂ）耐火補強筋を切断する場合

ｎ ： 切断された耐火補強筋の本数

ａd ： 所要鉄筋サイズ

n

ａd

1

D16

2

D19

ｄ

ｄ）連続して３谷（デッキ溝）以上に渡って開口が生じ、耐力補強筋が配筋できないような場合は適用外とする。

ｃ）開口の大きさが幅(w)600mm、奥行き(L)900mm程度を越える場合は、小梁を設けて補強する。尚、この場合連続

支持条件などの通則的耐火指定による条件に留意する。（W はデッキ幅方向を、L はデッキ長手方向を示すものとする。）

を切断

１．開口が独立している場合

W≦600mm

ａ；W,L≦300の場合はD16

ｃ；D10（上端）

ｃ

ａ）φ150mm程度
ｃ

ｃ

ｃ

（Ａ）箱抜きの場合

ｃ；D10（上端）

ロ）開口間の内法寸法≦３×開口径

ｂ；D13（上端）、ｃ；D10（上端）

ａ；D13（上・下端）

ｃｃ ｃ

ａ ａ

ｃ

b

b

ａ

ｃ

イ）開口間の内法寸法>３x開口径
ａ）φ150mm程度

ｃ ｃ

２．開口が連続している場合 ｂ）開口群

ｃ

ｃ

ｃ

L≦

それ以外はD22

900mm

ｂ）□300程度

c）□600x900程度

□600x900程度の開口部と

ｂ；D13(上端)、ｃ；D10(上端)

★先に孔をあける場合は、支保工を用いるか小梁でコンクリート打設時に必ずデッキを補強する。

★本仕様の範囲外の場合は、イ）小梁を設ける、ロ）鉄筋コンクリートスラブとして補強する等の処置を施す。

★合成スラブ開口周辺の上端には開口補強（D10以上）を施す。

★原則としてコンクリート硬化後にデッキプレートを切断し、孔あけ（箱抜き）とする。合成スラブの開口部補強

ｃ；D10（上端）

ａ；D16（上・下端）

ｂ；D13（上端）

b

ｃ；D10（上端）

ａ；D22（上・下端）

ｂ；D13（上端）

b

ｃ

b

ａ

ｃ

ａ

b

ａ

ｃ ｃ

ａ

（イ，ロ共通）

b

b

ａ

ｃ ｃ

ａ

ｃ ｃ

開口群を独立した一つの開口と見なし、

同様の補強とする。

開口補強（ｃ；D10）は行う。

仮想開口

ｃ

ｃ

e-works+開口緩和（EZ50）　BCJ評定-ST0076-07　※詳細は7．e-works+開口緩和（EZ50）参照

積載荷重・支持スパンが耐火認定範囲を超える場合には別途お問い合わせください。

21～24

18～24

18～24

18～24

18～24

18～24

厚さ(mm)

FP060FL-0066

FP060FL-0079

FP060FL-0104

FP060FL-0073

FP060FL-0078

FP120FL-0103

FP120FL-0183

3

2

50～

（kN/m ）2

デッキプレートと

幅調整板を溶接等で

結合する

※頭付きスタッドを

用いる場合は不要

発射打込みびょう

焼抜き栓溶接又は

梁耐火被覆

幅調整板Ｅデッキ
スーパー

(3)建物外周部デッキ幅方向

（注３）

表面処理 仕様

品名

板厚 (mm)

（注）

板厚および表面処理
※板厚1.0mmはめっき仕様のみ

2.35

（   18）

・大梁上の補強

補強筋 D10@200

小口ﾌｻｷﾞ（SEｸﾛｰｻﾞｰ）

1.   設　　　　計 3.  施　工　時　許　容　ス　パ　ン 5-1.   溶接金網又は異形鉄筋の納り(共通)

5-2.   標準納まり:S造（鉄骨造）の場合

2.  耐火設計　（耐火補強筋不要仕様）

4.   施　　　　工

6.  　ひび割れ拡大防止のための留意点

8.    開  口  部  補  強

7.　開口緩和（EZ50）

2023-050

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

2025.04



基準強度（F値）が235N/mm または325N/mm の圧延H形鋼及び

溶接組立H形鋼

質量(kg)

一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号
建築構造

岩手県知事登録 第こ(2702)259号

S - 16N.S柱はり接合工法 設計標準図

θ 

・建築構造用冷間ロール成形角形鋼管（BCR295、JBCR295、TSC295）
・一般構造用角形鋼管（STKR400、STKR490）

・建築構造用冷間プレス成形角形鋼管

・建築構造用熱間成形角形鋼管

・溶接組立箱型断面柱

・円形鋼管（STK400、STKN400B、STKN400W、STK490、STKN490B）

（BCP235、BCP235C、BCP325、BCP325C、BCP325T）

（SHC400B、SHC400C、SHC490B、SHC490C、BSH325）

（SM400A、SM400B、SM400C、SN400A、SN400B、SN400C、
SM490A、SM490B、SM490C、SN490B、SN490C）

＜適用するはり材品種＞

2

2

2 2

2 2

140

38

53

70

88

109

FabluxeDSを使用する接合部における上下階柱材とパネル材の組合わせ一覧

※2※1

（１）パネル材は、外径がFabluxeDSの外径と同一となる右記寸法を満足する
　角形鋼管及び溶接組立箱型断面とする。
　なお、適用する鋼管品種は、柱材に適用する鋼管品種の内、円形鋼管を
　除いたものとする。

（２）パネル材に使用する角形鋼管の曲げ耐力は、上下階柱それぞれの曲げ耐力

　以上とする。

（３）FabluxeDS同士もしくはFabluxeDSと
　通しダイアフラムとを連結するパネル材の長さは100mm以上とする。

2

・溶接構造用圧延鋼材（SM400A、SM400B、SM400C、

・建築構造用圧延鋼材（SN400A、SN400B、SN400C、

・一般構造用圧延鋼材（SS400）

・一般構造用溶接軽量H形鋼（SWH400)
・建築構造用溶接軽量H形鋼（SWH490W、SWH490B）

・建築構造用TMCP鋼材（TMCP325B、TMCP325C）

　　　　　　　　　　　SM490A、SM490B、SM490C）

　　　　　　　　　　 SN490B、SN490C）

（１）形状寸法

（２）材質

上部

下部

上部

下部

上部

下部

上部

下部

上部

下部

上部

下部

上部

下部

上部

下部

上部

下部

上部

下部

上部

下部

DS25 DS30

DS30

□450

□450

パネル

パネル

パネル

パネル

パネル

パネル

パネル

パネル

パネル

パネル

パネル

角形鋼管・　

品番
外径 板厚

柱材 柱材

上階柱

パネル材
パネル材

下階柱

ファブラックスDS柱材

50mm以下

50
mm

以
下

50mm以下

50
mm

以
下

50
mm

以
下

50mm以下

50
mm

以
下

上部

下部

パネル

(DS50)

(DS40)

(DS35)

(DS25)

(DS50) (DS50)

(DS30)

(DS35)

DS35

DS35

DS35

DS35

DS40

DS40

DS40

DS40

DS40

DS45

DS45

DS45

DS45

□450

DS50

DS50

DS50

DS50

DS50

□500

□500

□500

□400□350

□350

□300

□250

303DS30

353

DS25 253

(DS45)

□400

DS30

(DS40)

□300

(DS30) DS35

□350 □400

(単位：mm)
（単位：mm）

FabluxeDS（柱取付面）

FabluxeDS（パネル取付面）

FabluxeDS（パネル取付面）

FabluxeDS（柱取付面）

DS45

DS30

DS35

DS40

DS25

DS50

12以下

19以下

16以下

22以下

12以下

品番
外径 板厚 外径

円形鋼管

板厚

φ450

φ400

φ500

φ350

φ457.2

φ406.4

φ267.4

φ355.6

φ216.3

φ318.5

上面図

側面図

柱取付面

パネル取付面

側面

15
mm

以
上

溶接線が干渉しない

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

FabluxeDSを接合部上部に用いる場合

溶接組立箱型断面

＜適用する鋼管品種＞

＜柱材の取付け位置例＞
角形鋼管・溶接組立箱型断面柱

15
mm

以
上

15
mm

以
上

標準値

6～ 9 2

7 2 356～

G：ルート間隔

R：ルート面

θ：開先角度

裏当て金

柱および

はりフランジ

R T

裏当て金
裏当て金

裏当て金

裏当て金

はり

柱

被覆アーク溶接 下向き

下向き

（単位：mm）

（角形鋼管・円形鋼管）

上階柱材

はり材（H形鋼）

パネル材
（角形鋼管）

下階柱材

（角形鋼管・円形鋼管）

FabluxeDS

　　MSTL-0332（平成23年9月26日付）

・建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定品
　　　建築構造用柱梁接合部鋼材　FX490D

熱間成形角形鋼管、溶接組立箱形断面、円形鋼管
基準強度(F値)が235N/mm ～325N/mm の冷間成形角形鋼管及び

角形鋼管
溶接組立箱型断面柱

□450

□400

□350

□300

□300

□250

□250

□400

□450

□500

□200
□175

□400

□350

□150

25以下

16以下

22以下

25以下

28以下

19以下

19以下

19以下

22以下

22以下

16以下

16以下

12以下

25以下

28以下

32以下

角
形
鋼
管
柱

下
階
柱

円
形
鋼
管
柱

下
階
柱

□300

長さ（H）外径（D）数量 品番

（F値共通）
厚み 厚み

(F値325材)(F値235材)

はりフランジ はりウェブ

DS50

DS50

DS50

DS25

DS30

DS30

DS35

DS35

DS40

DS40

DS45

DS45

DS50

DS50

DS30

(DS30)

DS30

DS35

DS35 DS35

(DS35)

DS35

DS40 DS40

DS45

DS45

(DS45)

DS45

DS50

DS50 DS50

(DS50)

DS50

(DS25)

□150
□175

(DS45)

(DS45)

(DS40)

(DS35)

(DS35)

(DS35)DS25 (DS25) (DS30)

(DS25)

(DS30) DS35

(DS35)

(DS25) (DS25)

DS35

DS40

DS40 DS45

(DS45)

(DS50)

(DS50)

DS25

DS30

□300

□250

DS30

□250

□300

□350

□250

□300

□350

DS40

□350

□500 □500 □500

□250

□300

□250 □250

□300

□400

□300

□350

□400

□350

□500

□400

□400

□500

□450

□500

□500

□500

□300

□350

□400

□450

□500

(DS45)

DS40 (DS45) (DS50)

(DS35)

□350 □350 □400 □450

□300

DS30

(DS40)

(DS40)

DS30 DS35

(DS40) (DS40) DS45

(DS30)

(DS30)

DS45

□450 □450 □450

□250

DS40 (DS40)

□450 □450 □450

□400 □400 □400

DS25DS25 DS25

φ216.3□250 □300 □400 □450 □500 φ267.4
φ318.5
φ350

φ355.6
φ400

φ406.4
φ450

φ457.2
φ500□200

下部：柱はり接合部下部に適用できるFabluxeDS

（１）本工法の適用範囲のはりフランジとの接合において、はりフランジとFabluxeDSの接合部は保有耐力接合条件を満足している。

（２）本工法はブレース材が取り付く接合部に使用できない。

（３）本工法は、柱及びはりの接合部の構造方法を通しダイアフラム形式として扱うことができる。

柱及びはりとFabluxeDSの接合は、柱及びはりフランジとは完全溶け込み溶接によるものとする。
また、溶接材料はFabluxeDSの基準強度(325N/mm )を満足する溶接材料を使用する。
溶接部の検査は、「建築工事標準仕様書　JASS6鉄骨工事」に準拠し、それを満足すること。

FabluxeDSを柱はり接合部に用いた架構の剛性は、柱はりを線材置換し、柱はり接合部を
剛な節点として評価できる。

はりウェブにおいてスカラップ等の欠損断面分は除くこととする。
はりフランジとFabluxeDSに接合した部位のはりウェブは全断面有効とすることができる。ただし、

部材とFabluxeDSとの溶接部の材料強度の基準強度は、材料強度の基準強度の1.0倍以下
本工法の適用範囲の柱材、パネル材・はり部材のうち、材料強度の基準強度が325N/mm の

までの数値とする。

FabluxeDSFabluxeDS

FabluxeDSの接合部溶接詳細 FabluxeDSに接合する柱材および

はりフランジの開先形状

FabluxeDSに接合する柱およびはりフランジの開先標準

許容差標準値標準値 許容差
溶接方法

許容差

レ形

開先

溶接
姿勢

35
-2.5，+∞

（-5，+∞）

-2.5，+∞

（-5，+∞）

-2，+1

（-2，+2）

-2，+1

（-2，+2）

-2，+∞

（-3，+∞）

-2，+∞

（-3，+∞）

許容差　　・記号+∞は制限なしを示す。

 　　     ・2段書きはJASS6付則6「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

ただし、はりフランジのFabluxeDS側面への接合幅がFabluxeDS外径を超えてはならない。
はりフランジは、FabluxeDS側面に対して平面方向に斜めに接合することが出来る。

（１）FabluxeDS側面へのはりフランジの接合位置は、はりフランジ面をFabluxeDSの上下端部から15mm以上離さなければならない。(下図 a、b、c)
　ただし、はりフランジの溶接と取り合う柱の溶接線とが干渉しない（最上階で柱取付面に柱材が接合しない、柱フランジ面がFabluxeDS側面から15㎜以上後退する）場合、
　はりフランジ面と柱取付面を揃えることが出来る。（下図 d、e)
（２）はりフランジは、FabluxeDSの側面に対して鉛直方向に斜めに接合することが出来る。(下図 f）

パネル材はFabluxeDSのパネル取付面に接合するものとする。
柱材はFabluxeDSの柱取付面に接合し、

中柱(はり寄せあり) 中柱(はり寄せなし) 側柱(はり寄せあり) 側柱(水平方向はり斜め取付) 隅柱(はり寄せあり)

e.最上階 f.勾配梁d.上階柱絞りc.上下フランジ段差b.下フランジ段差a.上フランジ段差

心合わせ 側寄せ 隅寄せ

FabluxeDSを接合部下部に用いる場合

110

403

453

DS35

DS40

DS45

110

110

110

110

110

DS50 503

□250

□300

□400

□450

□500

φ406.4

φ355.6

φ318.5

φ267.4

φ216.3

φ350

φ400

φ450

φ500
φ457.2

適用
板厚
T(mm)

ルート間隔
 G(mm)

ルート面
 R(mm)

開先角度
θ（°）

(単位：mm)

角形鋼管柱 円形鋼管柱

上階柱

DS45

DS25

(DS50)

(DS45)

DS45

□300

上部

下部

パネル

上階柱

ガスシールドアーク溶接

セルフシールドアーク溶接

G

DS40

DS45

DS50

DS25

DS35

DS30

DS35

DS30

DS25

DS40

DS45

DS50

□400

□450

□500

□300

□250
250
以下

300

25以下

25以下

12以下

14以下

16以下

以下

19以下

22以下

25以下

28以下

32以下

16以下

DS30

DS35

DS40

DS45

DS25

DS50

□250

□300

□350

□400

□200

□450

16mm以下

19mm以下

22mm以下

25mm以下

12mm以下

28mm以下

FabluxeDSに接合する柱材の適用範囲一覧

－上表の参照方法の例示－

パネル材の適用範囲一覧

FabluxeDSに接合する FabluxeDSに接合するはり材の適用範囲一覧

FabluxeDSに偏心して接合できる柱材

【４.はり材の接合条件（鉛直方向）】

【３.はり材の接合条件（水平方向）】

【２.柱材の接合条件】

【１.接合部（柱材とパネル材の接合条件）】

【１.基本事項】

【３.架構の剛性】

【５.二次設計】

【４.はりの曲げ耐力】

【２.柱およびはりとの接合条件】

【１.FabluxeDS】

【２.FabluxeDSに接合する柱材】

【４.FabluxeDSに接合するはり材】

□250

□200

□300

幅
品番

開先

形状

品番
外径 板厚

30以下

DS30*

DS35*

DS40*

DS45*

DS50*

DS25*

DS30*

DS35*

DS40*

DS45*

DS50*

上部：柱はり接合部上部に適用できるFabluxeDS *:偏心可能

□250

DS25*

柱材心はFabluxeDS心と一致させることとする。ただし右記表に示す柱材に限り上階柱を25mmを限度として偏心して接合することが出来る。(下階柱は偏心不可)

※2:下階柱をFabluxeDSに対して絞った場合、下階柱とFabluxeDSを偏心させることはできない。

DS30*

（DS30）

・基準強度(F値):325N/mm

※1：( )はパネル材と柱材が同サイズの場合、FabluxeDSではなくダイアフラムを用いても良い。

パネル：パネル材のサイズ（FabluxeDSの外径と同一とする）

【３.FabluxeDSに接合するパネル材】

■350

■350

■350

■350 ■350

2023-050

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

2025.04

D

D
H

力接合条件を満足しており、本工法を用いた架構の剛性は、柱はりを線材置換して節点剛とした架構剛性として計算する

ことができる。

形状は、接合する角形鋼管とほぼ同一の外径を有する管状の直方体で、はりが接合する側面の内側角部にハンチを有し、

FabluxeDS柱はり接合工法は、鉄骨造建築物の柱はり接合部にFabluxeDSを用いる柱はり接合工法である。

FabluxeDSは100mmを限度とした上下異径の角形鋼管あるいは円形鋼管を接合することができる。

鋼管柱が接合する面に水平ハンチを有する。本工法の適用範囲において、はりのフランジとFabluxeDSの接合部は保有耐

（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0195-03」（令和3年8月20日付）

４.標準接合部仕様

３.構造設計の条件１.概要

２.使用する建築材料

・建築基準法・同施行令・国土交通省告示等

・建築工事標準仕様書　JASS6鉄骨工事（日本建築学会）

・鋼構造許容応力度設計規準（日本建築学会）

本標準図に記載のない事項は下記による。

・鉄骨工事技術指針・工場製作編（日本建築学会）Fabluxe (ファブラックス )DS柱はり接合工法設計標準図
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R5-B2R5-B1 R5-B3

R5-B4 R5-B5

11

300

300

300

300

300

300

300

300

1

-0.02
-0.32

-2.12

-6.32

-9.82

-11.32

-12.32

0.70
1.00

2.80

7.00

10.50

12.00

13.00

礫質土

砂質土
有
機
質
シ
ル
ト

シ
ル
ト
混
じ
り
砂
礫

シ
ル
ト
混
じ
り
砂
礫

玉石混
じり砂
礫

シルト
混じり
砂礫

暗褐色

黄褐～
暗褐色

黒褐～
暗褐色

暗
褐
色

暗
褐
色

暗
褐
色

暗
褐
色

rd1

rd2

rc2

rd3

rd4

rd4

rd4

盛土。細～中砂。径2～5㎜の
礫をわずかに含む。

径2～30㎜の亜角礫主体。基質
は細～粗砂で，シルトが混じ
る。礫種はチャート，泥岩，
砂岩，安山岩がみられる。

径2～30㎜の亜角礫主体。基質
は細～粗砂で，シルトが混じ
る。礫種はチャート，泥岩，
砂岩，安山岩がみられる。全体
にやや締まる。

300

22

1

300150150

200150 350
22

8772222

11772525

1810113939

8672121

15983232

910 3131

1211103333

1116174444

1110153636

完
新
世

更
新
世

盛土。径5～30㎜の砕石主体。
細～中砂，シルトを含む。

有機質シルト主体。径10㎜の
亜角礫をわずかに含む。
GL-2.6m以深 暗褐色を帯び，
細砂を含む。

径2～30㎜の亜角礫主体。所々
に径40㎜程度の礫がみられる。
基質は細～粗砂で，シルトが
混じる。礫種はチャート，泥
岩，砂岩，安山岩がみられる。
全体にやや締まる。

径2～30㎜の亜角礫主体。所々
に径40～60㎜の礫がみられる。
基質は細～粗砂で，シルトが混
じる。礫種はチャート，泥岩，
砂岩，安山岩がみられる。
全体にやや締まる。
GL-10.6m付近，確認コア径80㎜
のチャート玉石あり。
GL-11.7m付近，確認コア径80㎜
のチャート玉石あり。

11133

-1.89

-3.39

-7.39

-11.39

2.50

4.00

8.00

12.00

玉石混
じり砂
礫

礫混じ
り砂質
シルト

シ
ル
ト
混
じ
り
砂
礫

シ
ル
ト
混
じ
り
砂
礫

黒
褐
色

暗
褐
色

暗
褐
色

暗
褐
色

rc2

rd3

rd3

rd4

1.000.11 暗灰色 rd1

有機質シルト主体。径5～10㎜
の角～円礫混じる。細～中砂含
む。
GL-2.0m付近 ｺﾝｸﾘｰﾄ片みられる。

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

211

101010

222018

111113

6910

81011

201618

91214

201310

2535

101113

44

3030

6060

3535

2525

2929

5454

3535

4343

6090

3434

礫質土

完
新
世

更
新
世

径2～30㎜の亜角礫主体。所々
に径40～50㎜の礫がみられる。
基質は細～粗砂で，シルトが
混じる。礫種はチャート，泥
岩，砂岩，安山岩がみられる。

径2～30㎜の亜角礫主体。所々
に径40～60㎜の礫がみられる。
基質は細～粗砂で，シルトが混
じる。礫種はチャート，泥岩，
砂岩，安山岩がみられる。
GL-2.8m付近 確認コア径150㎜
のチャート玉石あり。
GL-3.8m付近 確認コア径100㎜
のチャート玉石あり。

盛土。径10～30㎜の砕石主体。
細～中砂含む。
GL-0.5m付近ガラス片みられる。

径2～30㎜の亜角礫主体。所々
に径40㎜程度の礫がみられる。
基質は細～粗砂で，シルトが
混じる。礫種はチャート，泥
岩，砂岩，安山岩がみられる。
全体にやや締まる。

1

300

300

300

300

300

300

300

1

300

11

0.18

-0.42

-1.92

-4.42

-7.92

-10.42

0.40

1.00

2.50

5.00

8.50

11.00

礫質土

礫質土

有機質
シルト

シ
ル
ト
混
じ
り
砂
礫

玉
石
混
じ
り
砂
礫

玉
石
混
じ
り
砂
礫

rc2

rd1

rd1

rd3

rd3

rd4

暗灰色

黒褐色

黒
褐
色

暗
褐
色

暗
褐
～
褐
色

灰
～
褐
色

盛土。径10～60㎜の角～円礫主
体。砂，有機質シルト含む。

1133

2366
300

7892424

1311153939

1414164444

111093030

99102828

88102626

13 123636

60 60
30600

30181260
240

75

30

40

完
新
世

更
新
世

盛土。径10～30㎜の砕石主体。
細～中砂含む。

有機質シルト主体。所々に腐食
物片を含む。所々に径10～40㎜
の亜角礫を含む。
GL-2.0m以深 褐色を呈し，細砂
を多く含む。

10 34341212

27211260
260

69

300

60

10/06
4.97

10/10
4.77 10/17

5.14

200

12

径2～30㎜の亜角礫主体。所々
に径40～60㎜の礫がみられる。
基質は細～粗砂で，わずかにシ
ルトが混じる。礫種はチャート，
泥岩，砂岩，安山岩がみられる。
GL-2.5m付近 確認コア径100㎜
のチャート玉石あり。
GL-2.8m付近,-3.7m付近,-4.5m
付近 確認コア径80㎜のチャー
ト玉石あり。

径2～30㎜の亜角礫主体。所々
に径40㎜程度の礫がみられる。
基質は細～粗砂で，シルトが
混じる。礫種はチャート，泥
岩，砂岩，安山岩がみられる。
GL-7.7m以深 褐色を呈する。

径2～30㎜の亜角礫主体。所々
に径40～60㎜の礫がみられる。
基質は細～粗砂で，シルトが混
じる。礫種はチャート，泥岩，
砂岩，安山岩がみられる。
全体にやや締まる。
GL-8.5m付近 確認コア径80㎜
のチャート玉石あり。
GL-9.5m付近 確認コア径140㎜
のチャート玉石あり。
GL-10.2m付近 確認コア径130㎜
のチャート玉石あり。
GL-10.5m付近 確認コア径80㎜
の砂岩玉石あり。
GL-10.7m付近 確認コア径100㎜
の砂岩玉石あり。
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更
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世

有機質シルト主体。細～中砂含
む。所々に径2～10㎜の亜円～
亜角礫混じる。
GL-1.8m以深 暗褐色を呈す。

径2～30㎜の亜角礫主体。基質
は細～粗砂で，シルトが混じ
る。礫種はチャート，泥岩，砂
岩，安山岩がみられる。
GL-3.9m付近 確認コア径80㎜の
チャート玉石あり。

シルト
混じり
砂礫

盛土。径10～50㎜の角～円礫主
体。細～中砂含む。
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新
世

盛土。径10～20㎜の砕石主体。
基質は細～中砂。

盛土。細～中砂主体。径10㎜の
礫をわずかに含む。

径2～30㎜の亜角礫主体。
基質は細～粗砂で，シルトが混
じる。全体にやや締まる。
GL-11.1m付近 確認コア径80㎜
と110㎜のチャート玉石あり。
GL-11.8m付近 確認コア径80㎜
のチャート玉石あり。
径2～30㎜の亜角礫主体。基質
は細～粗砂で，シルトが混じ
る。礫種はチャート，泥岩，
砂岩，安山岩がみられる。全体
にやや締まる。
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更
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有機質シルト主体。含水中程
度。所々に腐植物片含む。
GL-2.8m以深 細砂混じる。

径2～30㎜の亜角礫主体。基質
は細～粗砂。礫種はチャート，
泥岩，砂岩，安山岩がみられる。
GL-3.3m付近 確認コア径120㎜
のチャート玉石あり。

径2～30㎜の亜角礫主体。所々
に40㎜程度の礫がみられる。
基質は細～粗砂で，シルトが混
じる。礫種はチャート，泥岩，
砂岩，安山岩がみられる。
GL-7.0～7.25m 砂分多い。
GL-8.0m以深 暗灰色を帯びる。

径2～30㎜の亜角礫主体。所々
に40㎜程度の礫がみられる。
基質は細～粗砂で，シルトが混
じる。全体にやや締まる。
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岩手県盛岡市

株式会社総合土木コンサルタンツ

141°09′41″

39°42′ 7″

伊丹  美智夫
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調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

岩手県盛岡市住吉町112番2

岩手県盛岡市

株式会社総合土木コンサルタンツ 吉田  昌幸 吉田  昌幸吉田  昌幸
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39°42′ 6″

ヤンマー NFD12E BG-3B

事

2023年 10 月 12 日 ～ 2023年 10 月 18 日 141°09′42″

扇  健二

第16523号電話  0191-24-2487 電話  0191-24-2487 電話  0191-24-2487地質調査技士
登録番号：

地質調査技士
登録番号：

地質調査技士
登録番号：

地質調査技士
登録番号：
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地質調査技士
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地質調査技士
登録番号：
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岩手県盛岡市住吉町112番2

岩手県盛岡市

株式会社総合土木コンサルタンツ

141°09′41″

吉田  昌幸 吉田  昌幸吉田  昌幸

第21984号第21984号第21984号
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岩手県盛岡市住吉町112番2

岩手県盛岡市

株式会社総合土木コンサルタンツ 吉田  昌幸 吉田  昌幸吉田  昌幸

第21984号第21984号第21984号
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BG-3B

事

扇  健二

第16523号

2023年 10 月 2 日 ～ 2023年 10 月 5 日 141°09′43″

東邦地下工業 D1

ヤンマー NFD-12

電話  0191-24-2487 地質調査技士
登録番号：

地質調査技士
登録番号：

地質調査技士
登録番号：

地質調査技士
登録番号：
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0.61m
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KBM
0.68m
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0.58m

11.00m

KBM+0.62m
TP 130.25m

13.00m

TP 130.22m
KBM+0.59m

4.00m

2023-050

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

2025.04

KBM±0(地質調査時のKBM)



A1 1:100
A3 1:200

一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号

岩手県知事登録 第２５９号

建築構造 S - 18基礎伏図

S=1/100基礎伏図
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2023-050

F1
F2

F1
F2

特記なき限り下記による

F3 F3

F3F3

F3 F3

F4F4 F5F5

F4F4 F5F5

F1

F3

F3

F6 F6

(1)　　 :柱状改良φ1,100を示す

(2)　　 :柱状改良φ1,000を示す

(3)　　 :試験堀位置を示す

(4) 地盤改良長は1.85mとする

(5) 設計支持力qa=200kN/㎡(長期)

※支持層はN値20以上の玉石混じり砂礫層またはシルト混じり砂礫層とする

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

2025.04



A1 1:100
A3 1:200
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構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺
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１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号

岩手県知事登録 第２５９号

建築構造 S - 19１階床梁伏図

S=1/100１階床梁伏図
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山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

7
0
01
,
7
0
0

S0
(+150)

(+100)(+100)

(+100)

(+100)

(+100) S0
(+100)

2025.04

F
B
6

F
B
2

S1

下部ピット
FS1

FB5

FB5

S1

S1

基礎断熱
折り返し部分共通

特記なき限り下記による

(1) スラブ天端=設計GL+200

(3) FB梁天端=設計GL±0

(4) ( )は設計GLからの天端高さを示す

(7)　　　 :設計GL+150～200を示す

(6)　　　 :土間コンクリートを示す

(5) 設計GL=KBM+600

　 　　 :床下点検口を示す

(8)　　 :床下点検口及びピット釜場を示す

(2) FG梁天端=設計GL-200

(9)     :基礎断熱部を示す(押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板t30(ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑFG)t30打込み,折り返し部分 L=600)

(10)    :ピット部通気管・連通管位置を示す



一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号

岩手県知事登録 第２５９号

建築構造 S - 20２階床梁伏図

２階床梁伏図 S=1/100

A1：1/100
A3：1/200
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(2) (   )は 一般梁天端(2FL-130)からの梁天端高さを示す

(3) EV枠周囲の鉄骨は別図による（建築工事）

は デッキプレートを示す(4)

(5) P.S等の開口については 「S-15 8.開口部補強」による補強を行うこと（各階共通）

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事
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B25

2025.04
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鈴 木  浩 昌
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大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号

岩手県知事登録 第２５９号

建築構造 S - 21３階床梁伏図

S=1/100３階床梁伏図
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(1) 梁天端＝3FL-130

(2) (   )は 一般梁天端(3FL-130)からの梁天端高さを示す

(3) EV枠周囲の鉄骨は別図による（建築工事）

は デッキプレートを示す(4)

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事
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建築構造 S - 22Ｒ階床梁伏図

S=1/100Ｒ階床梁伏図

A1：1/100
A3：1/200
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E
B
1
2

E
B
1
2

E
B
1
2

EP15 EP15

EP12

B
2
5
A

B
2
5
A

B
2
5
A

B
2
5
A

B
2
5
A

B
2
5
A

B
2
5
A

B
2
5
A

B
2
5
A

B
2
5
A

B
2
5
A

B
2
5
A

G
1
9

屋根面ブレース M12
屋根 折板

折板方向
B15 B15

B
1
5

B
1
5

B15

C1

G
3
9

C1

G
3
9

C1

G
3
9

B17B

B17B

B17B

デッキプレート方向

(1) EV枠周囲の鉄骨及び吊元フックは別図による（建築工事）

ﾊｯﾁ周囲 立上り下地取付
（C-100x50x20x2.3）

は デッキプレートを示す(2)

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

B40 B25 B40B40 B40B40

B40 B40 B40 B40 B25 B40

B25

B25
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一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号

岩手県知事登録 第２５９号

建築構造 S - 23
A1：1/100
A3：1/200

軸組図(1)

S=1/100軸組図 (1)
特記なき限り下記による

(1) 大梁ジョイント位置は柱芯より800mmとする。

ただし，支障があり変更する場合は800mm以上とすることができる。

(2) ※印の部材は溶融亜鉛メッキとする。

a a a a

a
a a a a

a
a

a

a b a

a

a

a a a

a

a a

a a a

a

a

a
a

a

a

a a a a a

a a

a a

a a a a a a a a a a a a a a a a a a a a a a a a a a a a a

a a a a a a a a a a a a a a a a a a
a a

a

a

a

a a

a a a a a a a a

庇受け C-100x50x20x2.3

a

a

a a

a a

ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ受け

格子受け L-100*75*7

bb b aa

X4 X5X2 X3 X6

X4 X5 X6X2 X3

X1

X1X6 X7

X8

F5 F3 F3 F3 F4 F5

G39 G39 G39 G39 G40 G40

G45 G45G44 G44 G44

G50 G50 G50 G50 G50

C1 C1 C1 C1 C1 C1

FG2 FG2 FG2 FG2 FG2FG1

F4

C1

B25

B25

B25

B25

B25

B25

P1

P1

B17A

B17A

G45

G48

Y1 通

Y2 通 Y3 通

▽3F梁天端

▽2F梁天端

▽設計GL

▽3F梁天端

▽2F梁天端

▽設計GL

8,750 9,000 9,000 4,600 7,400

48,000

1
,
6
0
0

3
2
0

3
,
8
0
0

3
,
5
5
0

3
,
4
5
0

1
7
0

3
0

B.PL下端

基礎天端

3
2
0

3
,
8
0
0

3
,
5
5
0

3
,
4
5
0

▽RF梁天端(水上)
▽RF梁天端(水下)

▽RF梁天端(水上)
▽RF梁天端(水下)

8,750 9,000 9,000 4,600

9,250

9,2504,335

4
7
0

2023-050

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事
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一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号

岩手県知事登録 第２５９号

建築構造 S - 24軸組図(2)

S=1/100軸組図 (2)
特記なき限り下記による

(1) 大梁ジョイント位置は柱芯より800mmとする。

A1：1/100
A3：1/200

ただし，支障があり変更する場合は800mm以上とすることができる。

(2) ※印の部材は溶融亜鉛メッキとする。

a a a

b

b

b

b

a

a

a
a

a a a a

b

b

b

b

a

aa
a a a a

aa

a

a

a
a a

b

b
a a

a a a a

a

C-100x50x20x2.3

出隅 □-100x100x2.3 開口補強材
aa aa

a

庇受け C-100x50x20x2.3

庇受け C-100x50x20x2.3

縦胴縁 C-100x50x20x2.3

土台 C-100x50x20x3.2

a b b

ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ受け
(@600)

格子受け L-100*75*7

b b

b

b b

b

b b

b b

X4 X5 X6X3 X8X2X1

X4 X5 X6X2 X3X1 X8 X2 X2A

1,800

1,800 3,975325

F5 F3 F3 F3 F4 F4 F5

G40 G40 G40 G40 G40 G40

G45 G45 G45 G45 G45 G45 CG30

G48

G50 G50 G50 G50 G50

C1 C1 C1 C1 C1 C1 C1

FG2 FG2 FG1 FG1

F3 F1 F1 F1 F2 F2 F3

G40 G40 G40 G40 G40 G40

G45 G45 G45 G45 G45 G45 CG45

G50 G50 G50 G50 G50

C1 C1 C1 C1 C1 C1 C1

FG4 FG4 FG4 FG4 FG1 FG3

C2 C2

FG5

F6 F6

※ ※

G19
※

ファブラックス DS35

ファブラックス DS35

G19※

G19
※

5
0

5
0

C-100x50x20x2.3

C-100x50x20x2.3

FG2 FG2

Y6 通

Y4 通 Y7 通

▽3F梁天端

▽2F梁天端

▽設計GL 1
7
0

3
0

B.PL下端

基礎天端

▽3F梁天端

▽2F梁天端

▽設計GL 1
7
0

3
0

B.PL下端

基礎天端

9,250 9,000 9,000 4,600 7,400

48,000

8,750

9,250 8,750 9,000 9,000 4,600 7,400

48,000

▽RF梁天端(水上)
▽RF梁天端(水下)

▽RF梁天端(水上)
▽RF梁天端(水下)

1
,
6
0
0

3
2
0

3
,
8
0
0

3
,
5
5
0

3
,
4
5
0

1
,
6
0
0

3
2
0

3
,
8
0
0

3
,
5
5
0

3
,
4
5
0

4
7
0
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山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事
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一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号

岩手県知事登録 第２５９号

建築構造 S - 25軸組図(3)
A1：1/100
A3：1/200

S=1/100軸組図 (3)
特記なき限り下記による

ただし，支障があり変更する場合は800mm以上とすることができる。

(2) ※印の部材は溶融亜鉛メッキとする。

(1) 大梁ジョイント位置は柱芯より800mmとする。

(  )はX3通りの地中梁を示す。

<  >はX3及びX4通りの基礎を示す。

a

a

a
a a a

a

a

aa

a a

a a

a a a a

a a a a

a a

a a a a a a a

a a a

aa a

a

a

a

a

a a

a

庇受け C-100x50x20x2.3

横胴縁 C-100x50x20x2.3
(@600)

a

a aaa

格子受け L-100*75*7

Y6Y1 Y4 Y6Y4Y6Y1 Y4

Y6Y1 Y4 Y4 Y6 Y7 Y6 Y7Y1 Y1 Y2

Y1

8,9208,920 7,080 7,080

16,00016,000

8,920 7,080

16,000

8,920 8,920 7,0807,080

16,000 16,000 2,550 2,550 3,600

庇受け C-100x50x20x2.3

ﾀﾗｯﾌﾟ受け C-100x50x20x2.3

5
0

5
0

F2F4 F4 F5 F5F3

G39 G39 G39

G44 G44 G44

G48 G48 G48

C1 C1 C1 C1 C1 C1

FG1 FG1 FG2 FG2

G39 G39

G44 G44

CG34 G48 G48

C1 C1 C1

FG2

F5 F5F3 F3 F1 F3 F6 F6

G39 G39 G19

G44 G44

G48 G48

G48 G48CG34

C2C2C1C1C1C1C1

FG1 FG1 FG1 FG1 FG5 FG5

G39 G39

G44 G44

C1

B40

B40

B40

G29

G29

※

※

※
※ ※

P1

P1

P1

FB6

G19
※

G39

G19
※

G19※ G19
※

G19※

C-100x50x20x2.3

C-100x50x20x2.3

FG2(FG1) (FG1)

CB30

F4 <F3> F2 <F1> <F3>F4

CG34

X6 通 X8 通X3～X5 通

X1 通 X2 通 X2A 通 X7 通

▽3F梁天端

▽2F梁天端

▽設計GL 1
7
0

3
0

B.PL下端

基礎天端

▽3F梁天端

▽2F梁天端

▽設計GL 1
7
0

3
0

B.PL下端

基礎天端

▽RF梁天端(水上)
▽RF梁天端(水下)

▽RF梁天端(水上)
▽RF梁天端(水下)

1
,
6
0
0

3
2
0

3
,
8
0
0

3
,
5
5
0

3
,
4
5
0

1
,
6
0
0

3
2
0

3
,
8
0
0

3
,
5
5
0

3
,
4
5
0

4
7
0

2023-050

B19

B19

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事
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A1 1:30
A3 1:60

一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号

岩手県知事登録 第２５９号

建築構造 S - 26基礎リスト

S=1/30基礎リスト

柱形増打ち要領
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8
0
0

4
,
0
0
0

5
0
0

5
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

2
1
-
D
2
2
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500 5001,000 1,000 1,000

21-D22

800

8
0
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1
7
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1
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3
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5
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1
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1
0
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1
,
1
0
0
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8
0
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2
0
-
D
1
6
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,
0
0
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5
0
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5
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1
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0
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1
,
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0
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1
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4
5
0

4
5
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※基礎柱形の形状・配筋及び捨てコン厚さは既製品柱脚の仕様による

2023-050

トップフープはダブル

立ち上がり筋 12-D25

フープ D13@100

トップフープはダブル

立ち上がり筋 12-D25

フープ D13@100

トップフープはダブル

立ち上がり筋 12-D25

フープ D13@100

トップフープはダブル

フープ D13@100

立ち上がり筋 12-D25

柱状改良 16-φ1,000 柱状改良 9-φ1,100 柱状改良 9-φ1,000 柱状改良 6-φ1,000

フープ D13@100

立ち上がり筋 12-D16

▽基礎天端

フープ D13@100

トップフープはダブル

柱状改良 4-φ1,000

▽設計GL

▽1FL

立ち上がり筋 12-D25

補強筋 12-D13

D10-□-@150

トップフープはダブル

保護コンクリート

柱状改良 1-φ1,100

▽設計GL

▽基礎天端

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事
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A1 1:30
A3 1:60

一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号

岩手県知事登録 第２５９号

建築構造 S - 27

床版リスト

S1

FS1

FS0

S0A

S2

S0

符号

版厚

位置 短辺方向（主筋）

基端 先端

上端筋

下端筋

150

長辺方向（配力筋）

上端筋

下端筋

200

上端筋

下端筋

180

備考

シングル

上端筋

下端筋

150

上端筋

下端筋

150

150

土間コンクリート

（非構造スラブ）

土間コンクリート

（非構造スラブ）

土間コンクリート

（非構造スラブ）

地中梁リスト S=1/30

S=1/30地中小梁リスト

基礎梁リスト

床版リスト

D10,D13-@200 D10-@200

D10-@200

D13-@200

D13-@200

D13-@200

D13-@200

D10-@200

D10-@200

D10-@200

D10-@200

D10-@200

D10-@200

D13-@200

D13-@200

D10-@200

D10-@200

D13-@200

D10-@200

D10-@200

D10-@200 D10-@200

2023-050

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

2025.04

符号

位置 全断面

主筋

備考

腹筋

上端筋

下端筋

スターラップ

B×D

断面

D10-□-@150

▽設計GL

6-D25

D10-□-@150

4-D10

FG2

400

400×1,250 400×1,000

6-D25

4-D25 4-D25

6-D10

2
0
0

1
,
2
5
0

2
0
0

1
,
2
5
0

400

全断面

FG3

400×1,250

4-D25

6-D25

D10-□-@150

6-D10

2
0
0

1
,
2
5
0

2
0
0

1
,
2
5
0

400

全断面

400×1,250

6-D25

D10-□-@150

FG4

8-D25

400

全断面

D10-□-@150

2
0
0

2
0
0

FG5

400

8
0
0

400×800

3-D25

3-D25

2-D10

2
0
0

6
0

5
0

全断面

幅止め筋　D10 - @1000 とする

幅止め筋　D10 - @1000 とする

FG1

1
,
0
0
0

6-D10

2
0
0

1
,
2
5
0

2
0
0

1
,
2
5
0

符号

位置

断面

▽設計GL

主筋

備考

腹筋

上端筋

下端筋

スターラップ

B×D

外端

9
0
0

350

3-D22

FB1

中央

350×900

D10-□-@200

4-D10

4-D22

内端

6-D22

3-D22

FB3

350×900

D10-□-@200

両端 中央
9
0
0

3-D22

中央

350×900

D10-□-@200

4-D10

3-D22

6-D22

3-D22

350

4-D22 4-D22

FB2

外端 内端

4-D22 4-D22 4-D22

4-D22

4-D22

5-D22

全断面

--

5
0
0

300

全断面

FB4

全断面

FB5

3-D22

3-D22

300×500

D10-□-@200

3-D22

3-D22

D10-□-@200

300×1250

4-D10 6-D10

350

9
0
0

FB7

300

2
0
0

1
,
2
5
0

2
0
0

1
,
2
5
0

符号

位置

断面

▽設計GL

主筋

備考

腹筋

上端筋

下端筋

スターラップ

B×D

FB8

全断面

D10-□-@200

3-D22

350×1250

4-D22

6-D10

D10-□-@200

3-D22

350×1250

6-D10

6-D22

350

2
0
0

1
,
2
5
0

2
0
0

1
,
2
5
0

350

1
,
2
5
0

1
,
2
5
0

外端

3-D22

内端中央

D10-□-@200

FB6

350×1250

4-D22 4-D22

4-D22 3-D22

6-D22

6-D10

350

1
,
2
5
0

外端

3-D22

内端中央

D10-□-@200

350×1250

4-D22 4-D22

4-D22 3-D22

6-D22

6-D10

FB9

350

1
,
2
5
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0



A1 1:30
A3 1:60

一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号

岩手県知事登録 第２５９号

建築構造 S - 28部分配筋詳細図

S=1/30部分配筋詳細図

▽1FL

▽設計GL

▽地中梁天端

一般床及び土間コンクリート
D10-200@ ダブル

1.75H かつ 200以上

4-D13

【 釜場 】

▽地中梁天端

▽1FL

2
0
0

2
0
0

920

S1

Y4

▽設計GL 2
5
0

S1
540

φ300

8-D13 

8-D13 

補強筋 D10 

バドミントン用ポール基礎

2
0
0

2
0
0

2-D10-@300

梁STPと同径同ﾋﾟｯﾁ

2-D10-@300

1
8
0

5,000 1,695

D10-@200

2-D13

D13

4
0
0

1
5
0

2
0
0

1
5
0 D10-@200

D13-@200

1
5
0

1
5
0

D10-@200

3-D16

梁STPと同径同ﾋﾟｯﾁ

D13

床下の仕様は意匠図による

S0A

Y6

D13

3-D16

D13

1,700

D10,D13-@200

D10-@200

D10-@200
差し筋 D10-@200

梁STPと同径同ﾋﾟｯﾁ

床下の仕様は意匠図による

S0

1
5
0
1
5
0 5
0

3-D16
D13 D10-@200D13

D13 2-D16

梁STPと同径同ﾋﾟｯﾁ

S1

1
5
0

4
0
0

Y1

2,400

2
0
0

S1

D13

D13

12020

配管ピット/北側機器置場

D10-@200

D10-@200

D10-@200

FS0

D10-@200
D13

2
0
0

1
,
2
5
0

5
0

6
0

12020

X8

EVピット

D13-@200

D13-@200

D13-@200

FS1

D13

2
0
0

1
,
2
5
0

6
0 5
02
0
0

2
0
0

1
,
2
5
0

2
0
0

5
0

6
0

W=600,H=600

D10-□-@200 

 D10-□-@200

600

6
0
0

D10

D10-@200

▽2FL

1
5
0

4
0
0

8
0

2-D13

D10-□-@100

立上り筋 8-D13

400150 150

D10-@200

7
0
0

700

Y3

1,875

120150

2
5
0

3
0
0

8
0

5
0

D10 1/75
D13

D13

D13
D10

D13

D10-@200打増し部分

アンテナ基礎 バルコニー(2F)

D13

1
2
4

D10-@200

3-D16

梁STPと同径同ﾋﾟｯﾁ

3,265

2023-050

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

2025.04

1
5
0

6
0

1
5
0



φ
70

φ
45

一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号

岩手県知事登録 第２５９号

建築構造 S - 29

部位種別 備考鋼種

鋼板

主材 形鋼

通しダイヤフラム

内ダイヤフラム

大梁継手添板

符号

符号

形状

フランジ

ウェブ

フランジ

ウェブ

符号

形状

形状

フランジ

ウェブ

符号

外S.PL-9x150x290

内2S.PL-9x60x290

2S.PL-6x200x170

HTB 4-M20

HTB 2-M20 (P=120)

HTB 6-M20

外S.PL-9x200x410

内2S.PL-9x80x410

2S.PL-9x260x170

HTB 4-M20

HTB 6-M20

外S.PL-12x200x410

内2S.PL-12x80x410

2S.PL-9x320x170

HTB 5-M20

HTB 6-M20

外S.PL-12x200x410

内2S.PL-12x80x410

2S.PL-9x320x170

HTB 5-M20

9040 40
60 60

9
0

290

1
2
0

40 90 40
60@ 60@

410

1
2
0

9040 40
60@ 60@

410

1
2
0

9040 40
60@ 60@

410

6
0
@
4
0

4
0

40 4090

2
6
0

170

6
0
@
4
0

4
0

40 4090

3
2
0

170

6
0
@
4
0

4
0

40 4090

3
2
0

170

1
2
0
4
0

4
0

40 4090

2
0
0

170

6
0
4
0

150

1
4
0

40 40
60 60

350

4
0

40 90
6060

40

290

9
0

外S.PL-9x150x290

内2S.PL-9x60x290

HTB 4-M16

2S.PL-6x140x350

HTB 4-M16

(F8T)

(F8T)

6
0
@
4
0

4
0

40 4090

3
2
0

170

1
5
0
4
0

4
0

9040 40
45@ 45@

440

2S.PL-12x320x170

外S.PL-12x300x440

内2S.PL-12x110x440

HTB 8-M22

HTB 5-M22

HTB 8-M20

外S.PL-12x300x440

内2S.PL-12x110x440

2S.PL-9x260x170

HTB 4-M20

外S.PL-12x250x530

内2S.PL-12x100x530

HTB 8-M20

2S.PL-9x200x290

HTB 6-M20

40

1
5
0

40 90
60@60@

530

1
5
0
4
0

4
0

9040 40
45@45@

440

6
0
@
4
0

4
0

40 4090

2
6
0

170

6
0
@
4
0

4
0

40 4090
60 60

2
0
0

290

外S.PL-12x300x440

内2S.PL-12x110x440

HTB 8-M20

2S.PL-9x320x170

HTB 5-M20

1
5
0
4
0

4
0

9040 40
45@ 45@

440

6
0
@

4
0

4
0

40 4090

3
2
0

170

1
2
0

9040 40
60@ 60@

410

HTB 6-M20

外S.PL-9x200x410

内2S.PL-9x80x410

2S.PL-9x200x170

HTB 3-M20

6
0
@
4
0

4
0

40 4090

2
0
0

170

符号 階 主　材 種 別 柱脚 備 考

柱リスト

階 符号 主　材 種 別 ジョイント 備 考

大梁・片持梁リスト

柱脚リスト S = 1/30

符号

符号 種 別主　材 接合部
柱 脚

備考

鋼材の種別

主　材 種 別
HTBタイプ

ウェブ継手

N M PL-AP@
備 考

間柱リスト

小梁リスト

S = 1/30大梁片持梁継手リスト

符号

床版リスト

部材 コンクリート 溶接金網 梁との接合 備考

40

6010 40

4
0

4
0

p
@ 4
0

4
0

p
@

40

6010 40

4
0

4
0

p
@PL-A

N

M

406010
40

N
N

M

M

PL-A

PL-A

2S.PL 1

方杖付きTYPE CTYPE BTYPE A

鉄骨部材リスト

H - × × ×

- × ×□

- × ×□

- × ×□

- × ×□

H - × × ×

- 100 100 2.3× ×

- 100 50 20 2.32C × × ×

- 100 50 20 2.3C一　般 × × ×

ジョイント部

サイディング

土　台

開口部周囲 a

出隅　入隅

開口部周囲 b

- 100C 50 20 3.2× × ×

- 100 100× ×

- 100 100 3.2× ×

2.3

H - × × ×

×

H - × × ×

H - × ×

- × ×

- × ×

× ×

L

L

-L

PL

H - × × ×

H - × × ×

H - × × ×

H - × × ×

H - × × ×

H - × × ×

A.BOLT：M12 L=300 @1,800

- ×PL

H - × × ×

H - × × ×

H - × × ×

H - × × ×

H - × × ×

H - × × ×

H - × × ×

構造関係特記仕様書 7.7 による

構造関係特記仕様書 7.8 による

溶接ピッチ（P）： [ 600mm ]とする。

ボルト

図示による

SN490C

SN490B

母材と同材質

二次部材継手PL 母材と同材質

ベースプレート 図示による

高力ボルト S10T

中ボルト

アンカーボルト

合成スラブ

補強筋 D10@200

400mm以上

400mm以上

デッキプレート

緩み止めの処置を行う（ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ等）

ダブルナット付き

2
6
0

260

3
6
0

360

50 50

5
0

5
0

5
6
0

560

ベース形状

ベースプレート

アンカーボルト

備  考

8-D38 (SD390)

(SN490B)

ベースパック 35-16R

630×630×45

4-M30 (SD490)

ベースパック 20-09V

360×360×28(SN490B)

礎柱形状

備  考

フープ筋

立上り筋 12-D25 (SD345)

D13-100@

12-D16 (SD295)

D13-100@

0.5

方杖材

B.PL A.BOLT

P1

C1

C2

3

2

1

1～3

350

350

350

200

350

350

350

200

12

12

16

9

G39

BP1

BP2

150 75 5 7B15 SS400 B 12 60 PL-6

BCR295

BCR295

BCR295

BCR295

SN400B

SN400B

― ― タイトフレーム

MJ390

R

G40 400 200 8 13 SJ400

300 150 6.5 9 SS400

340 250 9 14 SS400

14450 200 9CG45

CG34

CG30  CB30

BP1 BP2

（メッキ部はF8T）

SJ300 SJ400 SJ450 SJ500

MJ194Z

必要に応じて継手を設ける(SJ300)

必要に応じて継手を設ける(MJ340)

必要に応じて継手を設ける(SJ450)

DP1 φ6-100x100 焼き抜き栓溶接溝広タイプ H=50 t=1.2 山上 H=80(Fc24)

中BOLT
2-M12

中BOLT
2-M12

PL-6

PL-6

2PL-6

胴 縁
中BOLT
2-M12

2PL-6

中BOLT
2-M12

2PL-6

150 150 7 10

9

125 125 6.5 9

125 125 6.5

75 75

65 65

100 100

6

6

10

@600

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SSC400

SSC400

SSC400

STKR400

STKR400

STKR400

A

A

2-M16

2-M16

2-M16A

A

A

A

A

A

中BOLT
2-M12

打合せによる

打合せによる

打合せによる

溶接

各階 G19 SN400B MJ194Z

SN400BG50 500 200 10 16 SJ500

G48 488 300 11 18 MJ488SN400B2

G44 SN400B MJ440

SN400BG45 450 200 9 14 SJ450

3

SN400BG29 294 200 8 12 MJ294

SN400BG29 294 200 8 12 MJ294

MJ488MJ440

MJ390MJ340MJ294

125 125 6.5 9

SS400

SS400 PL-6  HTB 2-M16 PL-9 2-M16(SNR400) 定着板 φ48
ダブルナット

外部階段 折板 山高 H=85  t=0.6

2-M16

175 90 5 8B17 SS400 A 2 60 PL-64-M16 2 小梁との取合い
PL-6  HTB 2-M16

175 90 5 8 SS400 A 2 60 PL-6B17A 2-M16 1

175 90 5 8 SS400 2 60 PL-6B17B B 4-M20 2

ピン端：G.PL-6 HTB 2-M16(F8T)

300 PL-912階段ササラ桁 外階段のHTBはF8TA 1 2 602-M20SS400

350 175 7 11B35 SS400 A 1 60 PL-9

400 200 8 13B40 SS400 A 1 60 PL-9

450 200 9 14B45 SS400 C 5-M20 1 5 60 PL-9

4-M20 4

5-M20

300 150 6.5 9B30 SS400 A 3-M20 1 3 60 PL-9

250 125 6 9 SS400 2 60B25A 4-M20 2B PL-6 小梁との取合い
PL-6  HTB 3-M20

剛接端はSJ4005

250 125 6 9B25 SS400 A 1 603-M20 3 PL-6

6 9 SS400 A 1 60 PL-6B19 194 150 22-M16
(F8T)

水平ブレース
1-M16

(F8T)
G.PL-6

使用箇所：外階段屋根・床

溶融亜鉛メッキ

リン酸塩処理とする

6
5
8
5

3
3
0

8
5
6
5

6585 330 8565

630

6
3
0

800

8
0
0

デッキプレートと梁の接合 ひび割れ防止（大梁上の補強）

（大梁）接合部2個所 接合部2個所中間1個所

（小梁） 各谷1箇所

焼抜き栓溶接又は

発射打込みびょう
ﾋﾟｯﾁ

デッキプレート幅方向 デッキプレートスパン方向

2023-050

EP15

EP12

EL75

EL65B

EL10S

EHST9

EB12

（φ75穴付）

レール支持柱

レール支持柱

三方枠取付材

バックアングル取付材

敷居取付材

吊元フック

トロリービーム

昇降機

※ ※外部階段は F8T

※ ※外部階段は F8T

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

- 12

2025.04

M （JIS仕様既製品）12

H - × × ×390 300 10 16

H - × ××

H - × ××

H - × ××

H - × ××

H - × × ×194 150 6 9

H - × ××

H - × × ×300440 11 18

H - × ××



一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号
建築構造

岩手県知事登録 第こ(2702)259号

S - 30

MJ488

SJ450 SJ450

SJ400SJ400

MJ488

SJ500 SJ500

鉄骨詳細図(1)
A1：1/30
A3：1/60

通り鉄骨詳細図Y6 S=1:30

H-500x200x10x16

A.BOLT:M12 L=300 @1,800 開口補強脇 A.BOLT:M12

2PL-6
中BOLT 2-M12

2PL-6
中BOLT 2-M12

PL-6
中BOLT 2-M12

2PL-6
中BOLT 2-M12

開口上下 C-100x50x20x2.3

屋根：合成スラブ
　　  デッキ H=50 t=1.2, コンクリート 山上80
　　　溶接金網 φ6-100x100

H-400x200x8x13

H-450x200x9x14

H-488x300x11x18

C-100x50x20x2.3

床：合成スラブ
　　デッキ H=50 t=1.2, コンクリート 山上80
　　溶接金網 φ6-100x100

G.PL-6   
HTB 4-M20

G.PL-6
HTB 3-M20

断面a a

H-250x125x6x9

開口補強a □-100x100x2.3

開口上下 C-100x50x20x2.3

開口上下 C-100x50x20x2.3

開口補強a □-100x100x2.3

開口脇 C-100x50x20x2.3

開口脇 C-100x50x20x2.3

開口脇 C-100x50x20x2.3

開口上下 C-100x50x20x2.3

開口補強b □-100x100x3.2

開口上下b □-100x100x3.2

開口補強b 
□-100x100x3.2

開口上下b
□-100x100x3.2

開口上下b
□-100x100x3.2

開口脇 C-100x50x20x2.3

開口脇 C-100x50x20x2.3

開口上下 C-100x50x20x2.3

開口補強a □-100x100x2.3 開口補強a □-100x100x2.3

a

a

□-350x350x16

□-350x350x12

□-350x350x12

b

b

c

c

断面b b

！

梁を柱芯側に寄せること。

1）通しダイアフラムは SN490C，内ダイアフラムはSN490B とする

フランジに滑らかに接する
ように仕上げる

r
r

tf

tc

td

tf

通しDF.PLの厚さの標準

1
2

=35mm程度
=10mm程度

r
r2
1

改良形スカラップ

td≧tf+6mm かつ td≧tc

td

内DF.PLの厚さの標準
td≧tf+3mm

梁フランジとダイアフラム
芯を合わせる

25

2）梁が内ダイアフラムに納まる場合は，柱のR部を避けるよう

c c 断面(胴縁）

土台 C-100x50x20x3.2

PL-6 中BOLT 2-M12

PL-6 中BOLT 2-M12

縦胴縁 
C-100x50x20x2.3 @600 

C-100x50x20x2.3 

縦胴縁 C-100x50x20x2.3 @600
(サイディングジョイント部はダブル) 

土台 C-100x50x20x3.2

H-194x150x6x9※RIB.PL-6

A.BOLT M12 
L=300 @1800

PL-6 中BOLT 1-M12

PL-6
中BOLT 2-M12

PL-6        
中BOLT 1-M12

2PL-6       
中BOLT 1-M12

G.PL-6　　　  
HTB 2-M16(F8T)

RIB.PL-6

RIB.PL-6

G40

G45 G45G45

G48

G50 G50

G40

G40 B40

B25A

C1 C1 C1

G40

G19

G40

通しDF.PL-32

通しDF.PL-25

通しDF.PL-32

通しDF.PL-22

通しDF.PL-28

BP1 BP1

無収縮モルタル t=30
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▽RF梁天端(水下)

▽RF梁天端(水上)

▽パラペット天端

▽設計GL

▽3F梁天端

▽2F梁天端
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7
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0

BP1

8,750 9,000
X1 X2
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柱芯 ▽
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1
3
0
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3
0
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3
0

通しDF.PL-22

通しDF.PL-28
内DF.PL-12

通しDF.PL-32

通しDF.PL-25

通しDF.PL-25

内DF.PL-12

通しDF.PL-32

1/50

X3 Y6

通しDF.PL-22

通しDF.PL-28

通しDF.PL-25

通しDF.PL-25

3
,
8
0
0

4
0
0B.PL下端

基礎天端

▽

柱芯

通しDF.PL-25

通しDF.PL-32

内DF.PL-12

FabluxeDS35

FabluxeDS35

※は溶融亜鉛メッキ+リン酸塩処理とする

2023-050

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

2025.04



一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号
建築構造

岩手県知事登録 第こ(2702)259号

S - 31

SJ500

SJ450

SJ400

SJ400SJ300

MJ194ZMJ194Z

MJ488MJ488MJ340

MJ440MJ440

MJ390

MJ390

MJ194ZMJ194Z

MJ194ZMJ194Z

鉄骨詳細図(2)
A1：1/30
A3：1/60

通り鉄骨詳細図Y1 S=1:30 通り鉄骨詳細図X2 S=1:30

B.PL-9（SS400)
A.BOLT 2-M16(SNR400) ダブルナット
定着L=320, 定着板 φ48

H-400x200x8x13

H-450x200x9x14

H-500x200x10x16

開口補強a □-100x100x2.3

C-100x50x20x2.3

H-175x90x5x8

G.PL-6
HTB 2-M16

G.PL-6
HTB 2-M16

2PL-6
中BOLT 2-M12

2PL-6
中BOLT 2-M12

2PL-6
中BOLT 2-M12

間柱 H-125x125x6.5x9

開口補強a □-100x100x2.3

出隅 □-100x100x2.3

開口補強a □-100x100x2.3

PL-6
中BOLT 2-M12

□-350x350x16

□-350x350x12

□-350x350x12

d

d

e

e

土台 C-100x50x20x3.2

2PL-6       
中BOLT 1-M12

2PL-6       
中BOLT 2-M12

PL-9

断面e e

H-400x200x8x13
H-300x150x6.5x9

横胴縁 C-100x50x20x2.3 @600　　
(サイディングジョイント部はダブル)

胴縁受け 
□-100x100x2.3

断面

LGS W=65

□-100x100x2.3

d d

LGS受下地:PL-6 W=190

2PL-6
中BOLT 2-M12

□-200x200x9

g

g

□-350x350x16

□-350x350x12

□-350x350x12

H-440x300x11x18

H-390x300x10x16

G.PL-6

(JIS仕様既製品）

ブレース M12 ※

HTB 1-M16(F8T)

f

f

H-488x300x11x18

H-340x250x9x14
H-194x150x6x9

断面

G.PL-6　　　  
HTB 2-M16(F8T)

g g

H-150x75x5x7※
G.PL-9   
HTB 5-M20

H-400x200x8x13

RIB.PL-6

断面f f

h

h

G.PL-9  
HTB 3-M20

H-300x150x6.5x9
RIB.PL-9

断面h h

G.PL-6
HTB 2-M16(F8T)

H-194x150x6x9

※

※

※

※

※

※

※

G40

G50

B17A

B17A

C1

P1

P1

G45

CB30 B40

G45

C2

G19

B40

C1C1

G48G48
CG34

G44G44

G39

G39

G19

G19

B15

B40

B30
B19

B19

柱芯 ▽

BP1

290

7,400

通しDF.PL-22

通しDF.PL-28

通しDF.PL-22

通しDF.PL-22
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9
5

1
7
5

1
7
0

3
0

3
2
0

無収縮モルタル【柱脚詳細】

X8

800

通しDF.PL-22

通しDF.PL-22

通しDF.PL-19

通しDF.PL-19
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Y1
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3
8
0
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2
0

3
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5
0

3
,
5
5
0

3
,
8
0
0

1
,
6
0
0

▽パラペット天端

▽RF梁天端(水上)

▽RF梁天端(水下)

▽3F梁天端

▽2F梁天端

▽設計GL

Y7

800800

柱芯 ▽ 柱芯 ▽

2,550

BP2
無収縮モルタル t=30

通しDF.PL-22

1
7
0

基礎天端

B.PL下端

Y6Y1
7,0808,920

290290

800

▽

柱芯

BP1BP1

【外階段屋根・床面ブレース】

800

1/50

通しDF.PL-25通しDF.PL-25

通しDF.PL-25

通しDF.PL-32
内DF.PL-19

屋根：折板 t=0.6 H=85

折板受け C-100x50x20x2.3※

通しDF.PL-16

通しDF.PL-16

通しDF.PL-25

通しDF.PL-32

通しDF.PL-22

通しDF.PL-22

通しDF.PL-16

3
0

通しDF.PL-28
内DF.PL-12

通しDF.PL-16

通しDF.PL-32
内DF.PL-12

通しDF.PL-32

内DF.PL-12

通しDF.PL-16

通しDF.PL-16

5
0

5
0

FabluxeDS35

FabluxeDS35

4/100

1,800

600

折板

※は溶融亜鉛メッキ+リン酸塩処理とする

2023-050

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

2025.04



一級建築士 大臣登録第114738号

構造設計一級建築士 交付第479号

構造担当：稲葉　雄一
   

縮尺

工事名

１級建築士事務所

TEL  (019)653-6311（代表）

岩手県盛岡市志家町４－１１

鈴 木  浩 昌

武 田 菱 設 計
大臣登録

株式会社

管理建築士

区　分 図面番号図面内容

設計番号

年月日
特記検印担当製図

第 329541 号
建築構造

岩手県知事登録 第こ(2702)259号

S - 32
A1：1/30
A3：1/60

鉄骨詳細図(3)

B.PL-16
A.BOLT 2-M20 L=400 B.PL-16

A.BOLT 2-M20 L=400

ササラ桁 PL-12x300 

無収縮モルタル t=30

ササラ桁 PL-12x300 

 H-125x125x6.5x9 

屋内階段　鉄骨詳細図 1/30 屋外階段　鉄骨詳細図 1/30

□-100x100x3.2

□-100x100x2.3

2PL-6
中BOLT 2-M12

1
,
0
0
0

▽FL+2,300

385 900

バスケットゴール受け 1/30

H-100x100x6x8

SGP40A(φ48.6x3.5)

SGP40A(φ48.6x3.5)

G48

3
2
0

▽RFL

[-100x50x5x7.5 @3000程度

A.BT 2-M12  L=300

B.PL-6

PL-6  BT 2-M12

PL-6  BT 2-M12

横ツナギ材 C-100x50x20x2.3

[-100x50x5x7.5 @3000程度

[-150x75x6.5x10

1,200

PL-6 @1500程度

PL-6  BT 2-M16 @1500程度

正面庇受け 1/30

915

ﾀﾗｯﾌﾟ受け C-100x50x20x2.3

点検口

C-100x50x20x2.3

A.BT 4-M12 L=300

屋上点検口詳細 1/30

X8

G.PL-9
HTB 2-M20

G.PL-9
HTB 2-M20(F8T)

RIB.PL-9 

RIB.PL-9 

踏板 CPL-4.5

RIB.PL-9

G.PL-9
HTB 2-M20(F8T)

踊り場 CPL-4.5
床：合成スラブ

踊り場 PL-4.5
C-100x50x20x2.3

踏板 PL-4.5 

L-50x50x4※

C-100x50x20x2.3※

PL-6  中BOLT 2-M12

G.PL-9
HTB 2-M20(F8T)

PL-6 中BOLT 2-M12

PL-6 中BOLT 2-M12

□-200x200x9 

手摺支柱 FB-t12x32

Y6

※

※

※

※ ※

※

G50

B17A

B17

P1 C2 C2

B17

B19

G19 B17A

B15

▽2F梁天端

3
,
8
0
0

5-D13

D10-@200

600

2
0
0

600

2
0
0

5-D13

D10-@200

X2X2A
4,025

3253,0251,000

1
6
9
.
5
5

250 250

1
7
6
.
1
9

30
0 300

1
0
0

5
0

5
0

350

2
0
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350

1
0
0

5
0

5
0

2
0
0

Y1 Y3
5,600

4,350 1,200 50

▽設計GL

※は溶融亜鉛メッキ+リン酸塩処理とする

2023-050

山王児童センター、山王老人福祉センター
及びかつら荘建設（建築主体）工事

2025.04


